


一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2025. 11

②　
前
に
来
た
子
が
カ
ー
ド
を
引
き
、
一
枚
、

班
ま
で
持
ち
帰
る
。

③　

そ
の
子
は
、
班
員
に
カ
ー
ド
を
見
せ
ず

に
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
る
。

④　
班
員
は
そ
れ
を
当
て
る
。

⑤　
当
た
っ
た
ら
そ
の
カ
ー
ド
を
ゲ
ッ
ト
。
得

点
に
な
る
。

⑥　
次
の
子
が
、
カ
ー
ド
を
取
り
に
行
く
。

⑦　
「
③
〜
⑥
」
の
繰
り
返
し
。

⑧　
終
わ
っ
た
時
に
、
一
番
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
班
が
勝
ち
。

　
こ
れ
は
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
盛
り
上
が
っ
た
。

留
意
点

3①
　
中
学
年
以
上
が
お
す
す
め
。

②
　
難
し
い
内
容
は
、
三
回
や
っ
て
当
た
ら
な

け
れ
ば
、
パ
ス
を
し
て
、
カ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ

あ
り
の
配
慮
を
入
れ
る
。

③
　
一
生
懸
命
表
現
を
し
て
い
る
子
を
褒
め
る
。

実
践
後

4　
ク
ラ
ス
が
ま
た
一
段
と
活
性
化
し
て
き
た
。

　
こ
の
実
践
は
「
誰
か
が
間
違
え
る
こ
と
で
正

解
に
近
づ
く
」
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。
間
違
い

の
価
値
を
伝
え
る
の
に
も
い
い
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

通
常
ル
ー
ル「
パ
ン
ト
マ
イ
ム
ゲ
ー
ム
」

1①　
カ
ー
ド
を
ひ
く
。

②　
時
間
内
（
一
〜
三
分
以
内
）
に
、
描
か
れ
た

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
し
て
友
達
に
当
て
て
も
ら
う
。

　
普
通
、
五
、六
人
で
す
る
ゲ
ー
ム
。

　
三
〇
人
で
は
、
一
人
が
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
し

て
、
誰
か
が
当
て
る
と
い
う
流
れ
に
な
る
。

面
白
い
が
、
活
動
人
数
が
少
な
い
の
で
お
客
さ

ん
に
な
る
子
が
増
え
る
の
が
難
点
。

ク
ラ
ス
で
の
使
い
方

2　
班
で
す
る
仕
組
み
を
思
い
付
い
た
。

⓪　
カ
ー
ド
を
教
卓
に
置
く
。

①　
班
の
中
で
順
番
を
決
め
、
一
番
の
子
が
前

に
来
る
。

微差力
教師の

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
「
楽
し
い
」
を
増
や
す

パ
ン
ト
マ
イ
ム
ゲ
ー
ム
を
班
協
力
対
戦
型
ゲ
ー
ム
に
し
、
班
を
盛
り
上
げ
、
仲
を
よ
く

し
よ
う
。
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ザ
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道
徳
ノ
ー
ト
に
は
必
ず
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト

α
を
使
っ
て
い
る
。
理
由
は
、
三
つ
あ
る
。

１　

コ
メ
ン
ト
の
蓄
積

２　

ノ
ー
ト
幅
の
ち
ょ
う
ど
い
い
書
き
や

す
さ

３　

感
想
量
と
コ
メ
ン
ト
量
の
増
加

１　

コ
メ
ン
ト
の
蓄
積
が
教
室
の
日
常
へ

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は
な
く
、「
ノ
ー
ト
」
を

使
う
理
由
は
、
コ
メ
ン
ト
が
蓄
積
さ
れ
、
子
供

た
ち
が
見
返
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

道
徳
の
感
想
に
は
必
ず
、
コ
メ
ン
ト
を
記
し
て

い
る
。
感
覚
で
は
あ
る
が
、
子
供
が
自
分
の
感

想
を
読
み
返
し
、
そ
れ
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
を

も
ら
う
こ
と
で
、
授
業
の
取
組
、
教
室
で
の
生

活
の
質
の
向
上
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
実
感
が

あ
る
。
子
供
た
ち
に
は
「
他
の
子
の
意
見
で
、

参
考
に
な
っ
た
も
の
を
記
し
な
さ
い
」
と
指
導

し
て
い
る
。
一
つ
、
二
つ
書
い
て
あ
れ
ば
Ａ
、

増
え
て
い
く
ご
と
に
Ａ
を
増
や
し
て
い
る
。

　

そ
う
い
っ
た
評
定
を
見
返
す
こ
と
で
、
他
者

を
認
め
る
こ
と
の
大
切
さ
も
含
め
、
想
起
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
あ

れ
ば
、
そ
の
コ
メ
ン
ト
や
評
定
を
見
返
す
こ
と

は
難
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
ノ
ー
ト
」
を
使

用
し
て
い
る
。

２　
〝
ち
ょ
う
ど
い
い
〞
書
き
や
す
さ

　

ノ
ー
ト
の
幅
も
重
要
に
な
る
。
他
の
ノ
ー
ト

で
あ
れ
ば
、
よ
り
罫
線
が
多
く
、
幅
が
小
さ

い
。
字
が
整
わ
な
い
生
徒
に
と
っ
て
は
、
書
き

づ
ら
さ
を
感
じ
る
。
逆
に
字
が
小
さ
く
な
り
が

ち
に
な
る
生
徒
も
い
て
、
感
想
が
読
み
づ
ら
く

な
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー

ト
α
は
、
中
学
生
に
と
っ
て
〝
ち
ょ
う
ど
い

い
〞。
Ｍ
ｙ
ノ
ー
ト
よ
り
も
若
干
マ
ス
が
小
さ

く
、
他
の
会
社
の
ノ
ー
ト
よ
り
も
大
き
い
。
こ

の
大
き
さ
が
、
中
学
生
に
は
書
き
や
す
い
。

　

数
学
と
道
徳
で
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
α
を
活
用

し
て
い
る
が
、
子
供
た
ち
に
は
評
判
が
良
い
。

板書術・
ノート術

超凄腕

富
山
県
富
山
市
立
月
岡
中
学
校

大お
お

森も
り

雄ゆ
う

一い
ち

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

道
徳
ノ
ー
ト
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
トα
で

決
ま
り
！

中
学
生
に
と
っ
て
、〝
ち
ょ
う
ど
〞書
き
や
す
い
ノ
ー
ト
が
感
想
の
質
を
高
め
る
。



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2025. 13

３　

感
想
を
た
く
さ
ん
記
す
よ
う
に
な
る

　

道
徳
の
授
業
で
は
、「
感
想
を
本
気
で
書
く
」

よ
う
に
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

「
私
も
、
本
気
で
授
業
を
作
り
ま
す
し
、
本
気

で
授
業
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
で
き
る
だ
け
長

く
、
本
気
で
感
想
を
書
き
な
さ
い
」
と
四
月
に

話
し
て
い
る
。
最
初
に
教
師
の
本
気
度
を
伝

え
、
実
践
す
る
こ
と
で
、
教
師
の
覚
悟
も
子
供

の
覚
悟
も
変
わ
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
あ
れ
ば
、
枠
に
と
ら
わ
れ

て
、
子
供
も
教
師
も
文
章
量
を
枠
に
収
め
よ
う

と
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
ノ
ー
ト
で
あ
れ

ば
、
い
く
ら
で
も
書
け
る
。
子
供
と
教
師
の
文

章
量
こ
そ
が
、
子
供
た
ち
の
変
化
を
支
え
て
い

る
。

　

以
下
に
何
人
か
の
子
供
た
ち
の
ノ
ー
ト
を
載

せ
る
。
こ
の
感
想
を
読
む
と
、
ま
た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

ノ
ー
ト
α
を
使
い
た
く
な
る
。



大成功の
絵画工作
授業

4

意
地
悪
な
鬼
を
こ
ら
し
め
る

蜂
さ
ん
た
ち
の
お
話

絵
の
テ
ー
マ
を
表
現
す
る
た
め
の「
生
命
感
」に
つ
い
て
。酒

井
式
描
画
指
導
法　

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

Ａ�　

鬼
は
鉛
筆
で
形
を
取
っ
て
か
ら
太
め
の
マ

ッ
キ
ー
で
し
っ
か
り
と
描
き
上
げ
よ
う
。

Ｂ�　

赤
と
朱
色
で
体
を
、
黄
色
と
黄
土
色
、
金

色
な
ど
で
髪
の
毛
や
パ
ン
ツ
な
ど
を
濃
い
め

に
し
っ
か
り
と
塗
り
上
げ
る
。

Ｃ�　

蜂
た
ち
は
、
左
上
の 

Ｃ
図
を
参
考
に
し

て
描
く
こ
と
。

Ｄ�　

鬼
の
周
囲
の
蜂
た
ち
は
、「
飛
ぶ
」「
止
ま

る
」「
刺
す
」
の
三
つ
の
動
作
を
必
ず

入
れ
る
こ
と
。
描
い
て
い
て
分
か
っ
て

く
る
が
、
こ
の
三
つ
の
動
作
が
あ
る
こ

と
で
生
命
感
が
生
ま
れ
、
テ
ー
マ
も
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。

Ｅ�　

低
学
年
は
、
こ
の
よ
う
に
立
っ
た
ポ
ー
ズ

で
描
く
の
も
い
い
。
手
の
描
写
も
指
が
五
本

あ
れ
ば
合
格
と
し
よ
う
。

Ｆ�　低学年を想定して描いてみた。大きく描く
のが苦手な子は、どうしても鬼が小さくなる
ので、そうなった場合は、背景を描き入れる
と楽しい絵になる。

AＢ

Ｃ

Ｄ

ＥＦ



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2025. 15

Ｊ�　突然の蜂たちの襲撃に驚いている場面。テーマを強調
するために鬼は「顔」だけを取り入れている。このように、
何を取り入れて何を捨てるかでテーマは異なってくる。

絵
に
は
「
テ
ー
マ
」
が
あ
る
。
テ
ー
マ

が
あ
る
か
ら
絵
な
の
で
あ
る
。
テ
ー
マ
の

な
い
も
の
は
絵
で
は
な
い
。
単
な
る
「
図
」

で
あ
る
。
初
心
者
は
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
分

か
っ
て
い
な
い
。

や
た
ら
に
形
の
正
確
さ
や
大
き
さ
の
比

率
な
ど
ば
か
り
指
導
す
る
の
で
、
ど
ん
ど

ん
生
命
感
が
な
く
な
っ
て
下
手
な
「
図
」

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
テ
ー
マ
を
出

す
た
め
の
土
台
に
な
る
の
が
「
生
命
感
」

で
あ
る
。
絵
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

試
し
に
左
の
Ｋ
の
絵
を
見
せ
て
子
供

に
模
写
さ
せ
て
み
よ

う
。
き
っ
と
生
命
感

が
出
て
き
て
絵
の
テ

ー
マ
も
す
っ
き
り
と

浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
は
ず
で
あ
る
。

初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

Ｋ

Ｇ�　黄色の画用紙には、やはり赤鬼が似合う。青鬼は混
色が難しいので避けた方がいい。画用紙は白か薄黄色、
鬼は赤鬼というのが私の実験の成果である。

Ｈ�　これは、このお話のテーマが強く出るように工夫し
た構図である。鬼と蜂たちの動きが激しくドラマチッ
クである。高学年には是非挑戦させたい構図である。

Ｉ�　蜂たちの激しい攻撃に、完全に「分かったもうやめ
てくれ‼�」と降参している表情と身振りがよく表現さ
れた。このように総合的にテーマを出すこともできる。

ＧＨ

ＩＪ



①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ 若手道場　谷編集長が斬る！　鶴田裕一
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　木村重夫

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　山崎　慧
54　荒川拓之
55　平松靖行
55　下窪理政
56　南谷智昭

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　榛谷　朗
51　小嶋悠紀
52　笹野達哉
53　武井　恒

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　髙橋賢治
58　手塚美和
59　横堀勇太
60　木谷圭介
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　大井隆夫
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　上木信弘
66　板倉弘幸
67　河田孝文

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　佐藤直子

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　手塚美和

社会貢献活動への 
取り組み

77　塩谷直大

４・８・１月号特別企画！
あの高段者の国語・算数授業

40 理科 実験道具の使い方を習得させてから 
実験を行う 　� 蔭西　孝

41 理科 実験結果を基に、物質を見分ける 
探究活動をする 　� 蔭西　孝

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 「道徳学び方シート」で、考え議論する 
道徳を実践する② 　� 堀田和秀

43 英語 「My Dream」自分の夢を、 
友達と伝え合うまでのステップ� 吉川たえ

44
オンライ

ン
FigJamで子供の画面を 

「見取る」ワザ � 塩谷直大

45 情報活用 生成AIの情報をファクトチェックする 
活動を組み込もう 　� 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 英語 TOSS型英会話で、子供たちの心のコップ
を上向きにする � 三浦裕司

47 数学 箱ひげ図をどう授業するか　 
� 加藤佑典

中学校でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

28 算数 「おおきいかず」百玉そろばんが大活躍
する単元！ � 林　健広

30 国語 教科書の言葉を例示し、 
楽しく分類させよう � 千葉雄二

32 国語 「いちばんぼし」（まど・みちお） 
空白を意識して読む� 手塚美和

34 国語 １月、百人一首を知的に学ぶ
� 福井　慎

36 国語 伊藤左千夫の短歌
� 井戸砂織

38 国語 参観日にお勧め、日本の文字文化の 
すばらしさを授業する � 本吉伸行



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「高学年への指導法」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

1　教師の微差力 　　山本東矢

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　大森雄一

4　大成功の絵画工作授業 　　酒井臣吾

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第65回　A　向山洋一

No.577

C O N T E N T S
表紙：信吉

巻頭
論文

〈本当に「どの子も大切に」しているか〉 	
14　「どんな子」も大切にしているか	 長谷川博之
〈「どの子も大切にする」ための教室環境設計〉 	
16　その時に応じて「必要な工夫がされた環境を用意する」のがプロの仕事 	小嶋悠紀
〈「どの子も大切にする」指導法の具体例〉 	
18　国語の苦手な子が「そうか！」と飛び上がった指導法	 松藤　司
19　数学の苦手な子が「先生、分かった！」と叫んだ指導法	 星野優子
20　「勉強が楽しい！」と感じるための４つの手立て 	 藤橋　研
21　前（後ろ）回りは教師の補助で「もっとやりたい」となる 	 小松和重
〈できない子はどこにつまずいているのか〉 	
22　４月は漢字１点の太郎君が、10月に100点を取る 	 林　健広
〈「最後に残った数名」にどう向き合うのか〉 	
24　教科書もノートも筆箱も持ってこない子 	 岡　孝直
25　子供の「大変さ」を理解し、焦らず、焦らせず、支援する	 佐藤智彦
26　全く発表しようとしない子	 水本和希
27　その子を知り、その子をよく見る	 石坂　陽

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 ChatGPTの「創造的な思考」をこそ、教育シーンで活用したい⑵� 谷　和樹

2025
月号1

12

「どの子も大切にする」指導法
─ 一人の例外もなく ─

特集



トークライン購読者限定で、TOSS教材を割引価格でお申込みいただけるお得なサービスです！
トークラインをご購読いただいております、皆様が対象ですのでぜひご利用ください。

今、ここでしか見られない動画

サービス内容

ダウンロード
コンテンツ

ご紹介に使える
「お試し版」

WEBサービス

TOSS教材をお得に購入

デジタル・トークライン

トークライン会員クーポン

動画でも視聴できる！ 
高段者が答えるQ&A

トークライン読者限定！

お得な2大サービス f 5 r 6 q s
（エフ・ご・アール・ろく・キュー・エス）

共通パスワード
※有効期間： 2024年12月15日～

2025年3月14日

高学年への指導法

※ そのほかにもコンテンツが
いっぱい！（詳しくはP80）

サービス開始  2023年4月号より

特典  TOSSオリジナル教材HPにて、『教育トークライン』誌上に記載された
「共通パスワード」を入力すると、　割引価格で教材をご購入できます！

ご利用条件  ・Web注文限定（TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp）
・TOSSオリジナル教材の会員登録が必要となります。
・１回のご注文金額が3,000円以上の場合利用可能です。

上記の共通パスワードが
会員クーポンになります！

https://www.tiotoss.jp/user_data/talk-line_coupon.php

※一部、対象外商品がございます。
　詳細については、こちらをご確認ください。➡

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリッ
クし、IDと共通パスワードを入
力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今月のトークラインID：TL1

人生のターニングポイント

すべての子供の学力を保障する

教育 1
2025

January
No.577

教育技術研究所

特集「どの子も
大切にする」指導法

令和6年12月15日発行（毎月1回15日発行）第577号

―一人の例外もなく―

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

特別支援教育にも対応
翔和学園でのドラマ …… 榛谷朗
プロが教える“教室でできる手づくり教材” …… 武井恒
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

小学1年　算数　「『おおきいかず』百玉そろばんが大活躍する単元！」林健広
小学2年　国語　「教科書の言葉を例示し、楽しく分類させよう」千葉雄二
小学3年　国語　「『いちばんぼし』まど・みちお　空白を意識して読む」手塚美和
小学4年　国語　「1月、百人一首を知的に学ぶ」福井慎
小学5年　国語　「伊藤左千夫の短歌」井戸砂織
小学6年　国語　「参観日にお勧め、日本の文字文化の
　　　　　　　 　すばらしさを授業する」本吉伸行

中学校の授業実践
英語　「TOSS型英会話で、子供たちの
　　　　心のコップを上向きにする」
数学　「箱ひげ図をどう授業するか」

永久
保存版！

４・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

2025年お正月
今年もよろしくお願いします！
2025年お正月
今年もよろしくお願いします！
明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！　　ウェブサイトです！

今年もよろしくお願いします！今年もよろしくお願いします！今年もよろしくお願いします！今年もよろしくお願いします！今年もよろしくお願いします！今年もよろしくお願いします！今年もよろしくお願いします！

本誌PDF
を

ダウンロー
ド

できます！

谷編集長の濃厚すぎる５分間
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

海外との交流について
第65回

だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
出
掛
け
て

行
っ
た
時
に
大
歓
迎
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

日
本
と
韓
国
で
微
妙
な
問
題
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
う
い
う
こ
と
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず
、

私
の
本
の
内
容
に
つ
い
て
「
韓
国
の
中
で
も
こ

の
よ
う
な
教
育
が
必
要
な
ん
だ
」
と
広
め
よ
う

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

海
外
に
出
掛
け
て
い
く
と
、
ど
こ
の
国
で
も

一
人
か
二
人
は
、
す
ば
ら
し
い
人
と
出
会
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
韓
国
の
韓
先
生
は
そ
の
中
で

も
傑
出
し
た
方
で
し
た
。
日
本
に
留
学
し
た
経

験
が
あ
る
そ
う
で
、
そ
の
た
め
、
日
本
の
教
育

界
に
つ
い
て
、日
本
の
教
師
た
ち
よ
り
も
、も
っ

と
詳
し
く
御
存
じ
で
し
た
。
韓
先
生
と
出
会
え

た
こ
と
は
、
日
韓
交
流
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き

こ
と
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
国
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
と
の
国
際
交
流
が
大
き
な
出
来
事
で
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
子
供
た
ち
に
は
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た
中
で
良

い
体
験
を
し
て
い
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
イ
ベ
ン
ト
の
中
心
に
な
っ
て
い

る
人
た
ち
と
出
会
い
、
話
し
、
そ
し
て
交
流
で

き
た
と
い
う
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
糧

に
な
り
ま
し
た
。
交
流
に
よ
っ
て
視
野
が
広
く

な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
海
外
と
の
教
育
交
流
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

T
O
S
S
で
は
先
日
、
韓
国
と
の
教
育
交
流

に
多
く
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
向
山

先
生
も
現
役
時
代
多
く
の
教
育
交
流
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
お

話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　
韓
国
の
韓
先
生
と
の
出
会
い
は
特
筆
す
べ
き

出
来
事
で
す
。

　

今
回
、
谷
先
生
、
長
谷
川
先
生
を
始
め
多
く

の
先
生
方
が
韓
国
に
行
か
れ
て
交
流
を
成
功
さ

せ
た
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ま
ず
は
韓
国
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

韓
国
と
の
交
流
の
中
で
は
、
韓
先
生
と
の
出

会
い
が
大
変
大
き
な
こ
と
で
し
た
。
韓
先
生
は

私
よ
り
少
し
先
輩
（
年
上
）
に
当
た
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
韓
国
の
方
な
の
に
日
本
語
が
き
ち

ん
と
し
て
い
る
の
で
す
。
日
本
の
本
を
ほ
と
ん

ど
読
ん
で
い
て
、
向
山
の
本
は
全
部
読
ん
で
く

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

ChatG
PT

の
「
創
造
的
な
思
考
」
を
こ
そ
、

教
育
シ
ー
ン
で
活
用
し
た
い
⑵

C
hatG

P
T

の
高
度
な
音
声
モ
ー
ド
。こ
の
活
用
シ
ー
ン
も
無
限
に
広
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。も
や
は
「
知
ら
な
い
」「
ま
だ
使
っ

て
い
な
い
」「
ち
ょ
っ
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
教
育
に
と
っ
て
巨
大
な
チ
ャ
ン
ス
（
そ

し
て
リ
ス
ク
）
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
第
３
回
Ａ
Ｉ
活
用
教
育
賞
に
も
ぜ
ひ
ご
応
募
を
！
（https://aieduaw

ard.com
/

）

③　

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ

ChatGPT

の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
画
面
で
、

あ
ら
か
じ
め
自
分
に
つ
い
て
教
え
て
お
く
。

す
る
と
、
教
え
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
答
え
て

く
れ
る
よ
う
に
な
る
。

も
で
き
る
。

陽
気
で
気
さ
く

なM
aple

と
か
。

自
信
に
満
ち
、

楽
観
的
なEm

ber

と
か
。

お
お
ら
か
で
多

才
なA

rbor

と
か
…

例
え
ば
、
会
話
の
途
中
で
割
り
込
ん
で
話

し
て
も
察
知
し
て
聞
い
て
く
れ
る
。

あ
る
い
は
、「
気
分
」
を
声
で
表
現
す
る

と
、
そ
れ
も
察
知
し
て
反
応
す
る
。

②　

複
数
音
声

い
ろ
い
ろ
な
声
と
そ
の
性
格
を
選
ぶ
こ
と

一
　C

hatG
P
T

の
高
度
な
音
声
モ
ー
ド

ChatGPT

に
、

高
度
な
音
声
モ
ー
ド

と
い
う
機
能
が
登
場
し
て
い
る
。

有
料
ユ
ー
ザ
ー
限
定
の
機
能
だ
っ
た
が
、

今
は
無
料
ユ
ー
ザ
ー
に
も
「
時
間
を
制
限
」

し
た
形
で
公
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

可
能
な
ら
、
ぜ
ひ
使
っ
て
み
る
こ
と
を
お

す
す
め
す
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
と
音
声
で
や
り
取
り
で
き
る
。

そ
の
や
り
取
り
が
、
非
常
に
自
然
で
あ
る
。

①　

自
然
な
会
話

オピニオン

今教育界で起こっていること

ChatGPTの高度な音声モード
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巻頭論文

こ
の
指
示
をChatGPT

は
理
解
し
、
声

量
や
声
色
、
ス
ピ
ー
ド
を
変
化
さ
せ
な
が
ら

言
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

な
ら
ば
、
様
々
な
工
夫
が
あ
り
得
る
。

【
指
示
例
１
】

私
の
「
お
ー
い
、
こ
っ
ち
だ
よ
」
と
あ

な
た
の
「
お
ー
い
、
こ
っ
ち
だ
よ
」
を

比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
指
示
例
２
】

他
に
ど
ん
な
時
に
「
お
ー
い
、
こ
っ
ち

だ
よ
」
を
言
う
場
面
が
あ
る
か
、
場
面

の
例
を
一
〇
個
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

等
々
、
い
く
ら
で
も
考
え
ら
れ
る
。

ご
覧
に
な
っ
て
い
た
参
加
者
た
ち
は
、
一

様
に
驚
い
て
お
ら
れ
た
よ
う
だ
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
こ
の
よ
う
に
「
読
み
書
き
」

の
場
面
だ
け
で
な
く
「
話
す
聞
く
」
学
習
場

面
で
も
活
用
シ
ー
ン
が
広
が
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
実
践
を
ご
報
告
い
た
だ
き
た
い
。

次
回
は
英
語
で
の
活
用
に
触
れ
る
。

（
続
く
）

二
〇
二
四
年
十
月
。

大
阪
で
の
向
山
型
国

語
セ
ミ
ナ
ー
の
会
場
で
、

私
はChatGPT

の
高
度

な
音
声
モ
ー
ド
を
立
ち

上
げ
、
次
の
よ
う
に
話

し
か
け
て
み
た
（
Ｃ
は

ChatGPT

）。

私
：
こ
ん
に
ち
は
。

Ｃ
：
こ
ん
に
ち
は
、
今
日
は
ど
ん
な
こ
と
を

話
し
ま
し
ょ
う
か
？

私
：「
お
ー
い
、
こ
っ
ち
だ
よ
」
っ
て
言
っ

て
く
だ
さ
い
。

Ｃ
：
い
い
で
す
よ
！

　
　
「
お
ー
い
、
こ
っ
ち
だ
よ
！
」

私
：
そ
れ
を
静
か
な
図
書
室
の
中
で
そ
ー
っ

と
言
う
よ
う
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ
：
お
ー
い
、
こ
っ
ち
だ
よ
。

私
：
休
み
時
間
の
教
室
の
中
の
よ
う
に
。

Ｃ
：
お
ー
い
、
こ
っ
ち
だ
よ
。

私
：
休
み
時
間
の
運
動
場
で
。

Ｃ
：
お
ー
い
、
こ
っ
ち
だ
よ
。

私
：
二
歳
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
子
供
に
。

Ｃ
：
お
ー
い
、
こ
っ
ち
だ
よ
。

二

C
hatG

P
T

と
「
話
す
聞
く
ス
キ

ル
」
を
や
っ
て
み
た

ChatGPT

の
「
高
度
な
音
声
モ
ー
ド
」

を
見
て
、
私
が
す
ぐ
に
や
り
た
い
と
思
っ
た

の
が
次
の
二
つ
だ
。

①　

日
本
語
で
の
表
現
学
習

②　

英
会
話
の
練
習

①
は
例
え
ば
、

ChatGPT

と
「
話
す
・
聞
く
ス
キ
ル
」

（
正
進
社
）
を
や
っ
て
み
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
。

ChatGPTのカスタマイズ画面
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2025年

1月号
特集

一人の
例外も
なく

指
導
法

本当に
「どの子も大切に」
しているか

「どの子も大切にする」
ための

教室環境設計

「どの子も大切にする」
指導法の具体例

できない子はどこに
つまずいているのか

「最後に残った数名」
にどう向き合うのか

に
す
る

切切
大

ど
の
子
も

11

22

33

44

55

イラスト：柳岡 紋佳イラスト：柳岡 紋佳



１　
「
一
人
の
例
外
も
な
く
」
と
は

　

こ
の
先
生
の
ひ
ざ
の
上
、
ま
わ
り
に
は
、

い
つ
で
も
服
装
の
汚
な
い
勉
強
も
で
き
そ

う
に
な
い
子
が
群
が
っ
て
い
た
。
藤
野
先

生
と
い
つ
も
、
楽
し
そ
う
に
ふ
ざ
け
あ
っ

て
い
た
。

　

藤
野
先
生
に
何
か
の
会
で
「
い
つ
も
楽

し
そ
う
で
す
ね
」
と
こ
の
こ
と
を
話
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
藤
野
先
生
は

少
し
ま
じ
め
に
な
っ
て
、

「
洋
さ
ん
、
勉
強
の
で
き
る
子
と
か
わ
い

い
子
と
い
う
の
は
、
大
き
く
な
っ
て
か
ら

誰
か
ら
で
も
か
わ
い
が
ら
れ
る
ん
だ
よ
。

　

勉
強
の
で
き
な
い
子
は
、
小
学
校
の
こ

ろ
に
う
ん
と
か
わ
い
が
ら
れ
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
ん
だ
。

　

そ
れ
で
人
生
は
少
し
は
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
る
ん
だ
」

（
向
山
洋
一
『
新
版
子
供
を
動
か
す
法
則
』
学

芸
み
ら
い
社
よ
り
）

向
山
氏
が
著
書
に
書
い
た
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。

こ
れ
こ
そ
が
、
私
た
ち
教
師
が
、
教
師
と
し

て
の
仕
事
を
す
る
原
点
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
の
子
も
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
人
の
例
外
も
な
く
。

（https://w
w
w
.toss.or.jp/about

）

私
た
ち
が
こ
の
言
葉
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

で
も
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
ま
ま

終
わ
る
な
ら
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
、
本
当
に
、
全
て
の
教
室
で
、
具
体

的
に
、
実
現
し
て
い
る
の
か
。

勉
強
の
で
き
な
い
、
家
庭
的
に
も
恵
ま
れ
な

い
、
た
く
さ
ん
の
困
難
を
抱
え
た
子
。

そ
の
子
た
ち
が
、
あ
な
た
の
周
り
を
毎
日
の

よ
う
に
取
り
囲
む
。

そ
し
て
笑
顔
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
休
み
時
間
の
教
室
を
見
れ
ば
分
か
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
光
景
の
実
現
だ
け
は
、
決

し
て
嘘
を
つ
か
な
い
か
ら
で
す
。

２　
「
ど
の
子
も
大
切
に
す
る
」
指
導
法

「
ど
の
子
も
大
切
に
す
る
」

そ
う
決
心
す
る
こ
と
は
簡
単
で
す
。

で
も
、
実
現
す
る
の
は
至
難
の
技
で
す
。

少
し
勉
強
し
た
教
師
な
ら
、
八
割
、
九
割
の

子
た
ち
を
満
足
さ
せ
る
指
導
も
、
そ
れ
な
り
に

で
き
る
で
し
ょ
う
。
問
題
は
、

最
後
に
残
っ
た
数
名

な
の
で
す
。

最
後
の
最
後
の
一
人
ま
で
、
跳
び
箱
が
跳
べ

る
よ
う
に
な
っ
た
か
。

九
九
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。

日
記
を
書
い
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。

「
先
生
、
分
か
っ
た
！
」

と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
か
。

そ
こ
に
こ
そ
、
一
流
の
教
師
と
、
そ
の
教
師

集
団
の
、
本
当
の
プ
ロ
の
技
と
方
略
が
畳
み
込

ま
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
端
を
ぜ

ひ
描
写
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
た
特
集
で
す
。

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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相
手
に
勝
つ
よ
り
、
自
分
に
克か

た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

私
に
と
っ
て
、
学
校
教
育
現
場
は
、
自
分
自
身

を
磨
き
上
げ
る
道
場
そ
の
も
の
で
あ
る
。
実
例
を

挙
げ
る
。

■
班
編
制
を
し
ま
し
た
。
私
は
班
長
に
な
り
ま
し

た
。
１
年
生
の
頃
、
席
が
え
を
し
た
時
に
は
自
分

か
ら
班
長
に
立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
も
班
長
で
は
な
く
、
集
配
係
だ
っ
た

の
で
す
が
、
班
内
で
一
番
重
要
な
班
長
が
決
ま
ら

な
か
っ
た
の
で
、
立
候
補
し
ま
し
た
。
立
候
補
し

た
か
ら
に
は
班
内
で
の
呼
び
か
け
や
、
責
任
を

も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
す
。（
Ｍ

子
）
■

　

Ｍ
子
は
、
小
学
校
時
代
に
複
数
名
の
女
子
に
差

別
的
な
言
動
を
行
っ
た
過
去
を
も
つ
。
う
ち
一
人

は
中
学
校
入
学
後
も
満
足
に
登
校
で
き
な
い
状
態

だ
っ
た
。
中
学
教
師
ゆ
え
、
詳
し
い
こ
と
を
知
る

術
は
な
い
。
だ
が
相
当
の
出
来
事
が
あ
っ
た
の
は

想
像
に
難
く
な
い
。

　

そ
れ
で
も
Ｍ
子
は
、
前
に
進
も
う
と
し
て
い
る
。

　

担
任
し
た
初
年
度
、
い
じ
め
案
件
な
し
。
モ
ン

ス
タ
ー
と
評
さ
れ
た
両
親
も
大
き
く
変
容
し
た
。

翌
年
も
、
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
の
だ
。

　

な
ら
ば
、
そ
れ
を
精
一
杯
の
力
で
支
え
る
の
が

教
師
の
仕
事
で
あ
る
（
そ
も
そ
も
力
量
の
高
い
教

師
が
担
任
で
あ
れ
ば
、
い
じ
め
で
不
登
校
を
生
む

よ
う
な
酷
い
仕
事
は
し
な
い
も
の
だ
）。

　

前
述
の
日
記
を
学
級
通
信
で
取
り
上
げ
、
私
は

次
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
。

◇
１
年
生
の
と
き
に
「
で
き
な
か
っ
た
」
こ
と
が
、

２
年
生
に
な
っ
て
で
き
た
。
こ
れ
は
立
派
な
成
長

で
は
な
い
か
。

　

昨
年
１
年
間
の
生
活
を
見
て
き
た
者
と
し
て
、

う
れ
し
く
思
う
。
し
か
も
、「
仕
事
が
人
間
を
つ

く
る
」。
人
の
上
に
立
つ
経
験
が
君
と
い
う
人
間

を
更
に
大
き
く
す
る
。

40
名
の
学
級
の
み
な
ら
ず
、
百
数
十
名
の
学
年

を
率
い
る
身
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
個
別
の
関
わ

り
を
百
数
十
名
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ど
こ
ま
で
行
け
る
か
。
自
己
最
高
記
録
へ
の
挑

戦
だ
。
◇

　

さ
て
、
彼
女
の
変
容
に
つ
い
て
、「
い
じ
め
ら

れ
た
子
が
復
帰
し
て
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
い
じ
め

埼玉県吉見町立吉見中学校 長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

「どんな子」も大切にしているか
自分自身に、人様の子供を評価する資格があるか。折に触れて振り返り、自問自答してきた。
自省の積み重ねの上に、数々の事実が生まれている。

本当に「どの子も大切に」しているか
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た
側
が
活
躍
し
て
い
る
の
だ
。
な
ぜ
明
る
い
未
来

を
語
る
の
だ
」
と
思
っ
た
人
が
い
る
と
い
う
。
一

般
人
に
い
る
の
な
ら
ば
ま
だ
分
か
る
。
教
師
の
中

に
い
る
と
し
た
ら
、
私
は
心
底
悲
し
い
。

　

教
師
で
あ
り
な
が
ら
Ｍ
子
の
よ
う
な
過
去
を
も

つ
生
徒
に
回
避
感
情
を
抱
く
と
す
れ
ば
、
そ
の
教

師
に
は
残
念
な
が
ら
何
か
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
教
師
と
し
て
極
め
て
大
切
な
も
の
が
足
り

な
い
。
僭
越
な
が
ら
そ
う
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

職
場
で
、
そ
う
話
し
た
。

　

Ｍ
子
の
よ
う
な
子
に
否
定
的
な
考
え
を
す
る
教

師
が
「
ど
ん
な
子
も
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
一
人
の
例
外
も
な
く
」
な
ど
と
口
に
し

て
い
る
と
す
れ
ば
、
三
流
の
お
笑
い
に
も
な
り
や

し
な
い
。

「
例
外
も
な
く
」
と
は
何
な
の
だ
。
何
の
た
め
の

教
師
か
。

　

教
師
は
い
つ
か
ら
裁
判
官
に
な
っ
た
の
か
。
過

去
の
悪
行
は
、
そ
の
人
間
の
人
生
を
永
遠
に
縛
り

続
け
る
の
か
。

　

本
人
が
自
ら
の
意
思
で
十
字
架
を
背
負
う
な
ら

ば
ま
だ
分
か
る
。
そ
れ
を
周
り
が
、
と
り
わ
け
教

師
が
ぐ
ち
ぐ
ち
言
う
資
格
が
あ
る
の
か
。
断
じ
て
、

な
い
。

　

こ
れ
が
長
谷
川
の
、
教
師
以
前
の
、
人
間
と
し

て
の
土ど

性し
ょ
う

骨ぼ
ね

で
あ
る
。

　

後
日
提
出
さ
れ
た
Ｍ
子
の
日
記
を
紹
介
し
よ
う
。

■
国
語
の
単
元
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
百
点
が

取
れ
る
よ
う
に
テ
ス
ト
直
前
で
は
な
く
、
単
元
が

始
ま
っ
て
か
ら
音
読
を
毎
日
し
、
読
解
も
自
力
で

し
て
み
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
得
た
い
結
果
を
得
る

た
め
の
原
因
が
作
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
原
因

が
あ
っ
た
か
ら
、
今
回
の
テ
ス
ト
は
百
点
が
取
れ

ま
し
た
。
苦
労
し
て
積
み
上
げ
た
分
、
達
成
感
が

大
き
い
し
、
自
分
に
自
信
が
つ
い
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
だ
け
で
な
く
、
全
教
科
で
高
得
点
が
取
れ

る
原
因
作
り
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
今
、
朝
読
書
の
時
間
に
父
か
ら
借

り
た
「
自
信
の
つ
く
り
方
」
と
い
う
本
を
読
ん
で

い
ま
す
。
毎
回
読
ん
で
思
う
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
め
は
、「
人
は
誰
で
も
変
わ
れ
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。「
人
は
楽
な
方
を
選
び
苦
手
な
こ

と
か
ら
逃
げ
て
い
く
か
ら
変
わ
れ
な
い
」
と
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。
父
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
。「
そ
こ
で
、
苦
手
な
こ
と
を
や
る
か
、
や
ら

な
い
か
で
差
が
つ
い
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
本
の
一
文
か
ら
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
以
前
、
長
谷
川
先
生
も
言
っ
て
い
た
よ

う
に
、「
部
活
で
も
、
人
と
違
う
こ
と
を
し
な
け

れ
ば
う
ま
く
な
れ
な
い
」、
こ
の
言
葉
を
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。
部
活
に
限
ら
ず
勉
強
で
も
、
人

よ
り
何
倍
も
苦
労
す
れ
ば
、
良
い
結
果
に
繋
が
る

と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
め
は
、
長
谷
川
先
生
と
父
が
言
っ
て
い
た

言
葉
が
本
の
中
で
い
く
つ
も
出
て
き
ま
す
。
こ
の

本
の
作
者
さ
ん
も
、「
最
初
は
ど
ん
底
の
人
生

だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
こ
の
１
冊
の
本
だ

け
で
「
自
信
の
つ
け
方
」
が
学
べ
た
の
で
、
口
だ

け
で
な
く
実
践
し
ま
す
。（
Ｍ
子
）
■

　

朝
読
書
の
時
間
、
私
は
目
頭
を
押
さ
え
つ
つ
、

こ
の
文
章
を
読
ん
だ
。
誰
が
何
と
言
お
う
と
私
は
、

彼
女
の
前
進
を
全
身
全
霊
で
応
援
す
る
。
そ
う
決

め
た
。

　

授
業
で
ど
う
接
す
る
と
か
、
生
徒
指
導
の
場
で

ど
う
対
応
す
る
と
か
、
そ
ん
な
枝
葉
末
節
の
話
で

は
な
い
。「
ど
ん
な
子
」
も
大
切
に
す
る
。
そ
れ

を
実
現
す
る
教
師
こ
そ
、
人
様
の
子
供
を
評
価
す

る
資
格
を
有
す
る
。
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ど
の
子
も
大
切
に
さ
れ
た
環
境
。

こ
の
言
葉
の
意
味
は
深
い
。

「
勉
強
が
苦
手
な
子
供
た
ち
」

「
発
達
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
」

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

「
創
意
工
夫
が
で
き
る
勉
強
が
得
意
な
子
供
」

も
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
に
は
、
現
段
階
で
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
に

合
わ
せ
て
柔
軟
に
環
境
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

実
際
に
私
が
や
っ
て
い
た
教
室
環
境
を
、
写
真

を
も
と
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
右
写
真
の
よ
う
な
、
教
師
用
デ
バ
イ
ス

ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
授
業
を
進
め
る
時

に
、
教
師
用
デ
バ
イ
ス
を
教
卓
な
ど
に
置
く
と
、

ど
う
し
て
も
子
供
に
正
対
し
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま

う
。
ま
た
、
教
師
の
目
線
も
下
が
っ
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
デ
バ
イ
ス
ホ
ル
ダ
ー
を
置

い
て
お
く
と
、
黒
板
の
時
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
環

境
を
つ
く
れ
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
「
教
室
に
近
未
来
感
」
が
出

て
か
っ
こ
い
い
の
が
良
い
。

ま
た
、
朝
や
帰
り
の
会
の
「
黒
板
で
の
指
示
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
も
全
て
や
め
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、

全
て
教
師
用
Ｐ
Ｃ
か
ら
拡
大
画
面
に
映
す
よ
う
に

し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
す
る
と
、
刺
激
を
受
け
取
り
に
く
い
発
達

障
害
の
子
供
た
ち
も
、
よ
く
指
示
を
見
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、A

pple T
V

を
自
費
で
購
入
し
て
、

子
供
が
教
師
用
Ｐ
Ｃ
と
コ
ー
ド
レ
ス
で
ミ
ラ
ー
リ

NPO TOSS理事
（株）RIDGE SPECIAL EDUCATION WORKS代表取締役 小

こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き

その時に応じて
「必要な工夫がされた環境を用意する」
のがプロの仕事
子供を第一に、その時代に合った環境を設計する。

「どの子も大切にする」ための教室環境設計
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ン
グ
で
き
る
よ
う
に
開
放
し
て
い
た
。

　

次
に
大
切
な
の
が
、「
音
」
で
あ
る
。

　

い
ま
だ
に
「
Ｃ
Ｄ
」
を
用
い
る
先
生
も
多
い
が
、

ク
ラ
ウ
ド
上
に
あ
る
音
源
を
大
き
く
再
生
す
る
に

は
、
Ｔ
Ｖ
で
は
ち
ょ
っ
と
不
安
が
残
る
。

　

私
は
右
写
真
の
よ
う
なBluetooth

ス
ピ
ー
カ
ー

を
常
設
し
て
お
き
、
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
な
ど
か
ら
音

を
即
座
に
つ
な
ぎ
、
全
体
に
聴
こ
え
る
よ
う
に
配

慮
を
し
て
い
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
授
業
や
指
導
が
多
く
な
る
か

ら
こ
そ
、
こ
ち
ら
も
旧
態
依
然
の
物
を
用
意
し
て

い
た
の
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
ア
ナ
ロ
グ
な
環
境
設
定
も
重
要
だ
。

最
後
に
受
け
も
っ
た
ク
ラ
ス
で
は
、
と
に
か
く
「
床

や
机
」
が
給
食
や
何
か
で
汚
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
左
の
上
の
写
真
の
よ
う
な
数
百
枚
入
っ
て
い

る
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
三
袋
常
備
し
て
い
る
こ
と

で
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
す
ぐ
に
対
応
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
ど
の
子
に
も
大
好
評
だ
っ
た
の
が
、

「
極
厚
ペ
ー
パ
ー
」「
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
」

で
あ
る
。
市
販
さ
れ
て
い
る
中
で
最
も
厚
い
ク
ラ

フ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
、
常
に
数
百
枚
と
置
い
て
い
た
。

ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
も
子
供
に
開
放
し
て
い
た
。

　

会
社
活
動
や
、
創
作
系
が
好
き
な
子
供
た
ち
が

自
由
に
使
っ
て
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の

極
厚
紙
と
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
様
々
な
作
品
が
生

ま
れ
、
教
室
の
文
化
が
豊
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
、「
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」
の
整
備
も
欠

か
せ
な
い
。

　

様
々
な
原
稿
で
「
長
期
記
憶
支
援
」
に
つ
い
て

は
書
い
て
い
る
の
で
、
今
回
は
右
の
写
真
の
よ
う

な
も
の
を
紹
介
す
る
。

「
繰
り
上
が
り
・
繰
り
下
が
り
の
あ
る
た
し
算
ひ

き
算
早
見
表
」
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
「
か
け
算
九
九
の
助
」
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
常
に
二
〇
部
ほ
ど
用
意
し
て
あ
り
、

全
員
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
必
要
な
子
が
必
要
な

時
に
自
発
的
に
取
り
に
く
る
の
で
、
特
別
な
支
援

が
目
立
た
な
い
形
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
必
要
に
応
じ
た
工
夫
」
が
授
業

を
支
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
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「
先
生
、
植
物
の
名
前
と
人
間
の
顔
の
名
前
、
よ
く
似
て

る
。
ど
う
し
て
」

　

そ
こ
で
、
こ
の
疑
問
を
五
年
「
同
じ
読
み
方
の
漢
字
」

の
学
習
の
時
に
取
り
上
げ
た
。

　

植
物
の
「
芽
」
と
人
の
「
目
」。
左
上
の
イ
ラ
ス
ト
を

提
示
し
た
。「
あ
っ
、
似

て
る
！
」
と
多
く
の
子
が

叫
ん
だ
。

葉
と
歯
の
イ
ラ
ス
ト
も

出
し
た
。「
同
じ
形
を
し

た
も
の
が
ず
ら
ー
っ
と
並

ん
で
い
る
か
ら
、
同
じ
名

前
に
し
た
ん
だ
」
と
言
う

子
が
い
た
。
そ
の
と
お
り

で
あ
る
。

「
で
も
、
花
と
鼻
。
ま
っ

た
く
似
て
な
い
け
ど
」　

花
と
鼻
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
た
。

国
語
の
苦
手
な
子
が
突
然
立
ち
上
が
り
、
叫
ん
だ
。

「
先
生
、
分
か
っ
た
。
人
の
鼻
は
花
の
匂
い
を
嗅
ぐ
か
ら

同
じ
名
前
に
し
た
ん
だ
！
」

聞
い
て
い
た
子
供
た
ち
も
、
口
々
に
「
そ
う
か
」
と
つ

ぶ
や
い
た
。
授
業
が
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
た
。

子
供
た
ち
は
他
の
言
葉
も
考
え
た
。「
耳
は
ど
う
し
て

耳
な
の
か
な
。
植
物
に
、『
み
み
』
と
い
う
部
分
は
な
い

け
ど
」「
み
み
は
な
い
け
ど
実
な
ら
あ
る
」

話
し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
別
の
子
が
叫
ん
だ
。

「
分
か
っ
た
。
耳
は
二
つ
あ
る
か
ら
『
み
み
』
に
し
た
ん

だ
。
一
つ
な
ら
『
み
』
に
な
る
。
植
物
の
実
の
名
前
と
同

じ
だ
」

次
々
に
謎
が
解
け
て
い
っ
た
。

「
頬
も
『
ほ
』
が
二
つ
だ
け
ど
、
こ
れ
、
稲
の
『
穂
』
か

ら
名
前
が
付
い
た
と
思
う
」「
稲
の
穂
は
膨
ら
ん
で
る
。

頬
も
膨
ら
ん
で
る
。
同
じ
。
膨
ら
ん
で
る
の
が
二
つ
だ
か

ら
『
ほ
ほ
』
に
し
た
ん
だ
」

子
供
た
ち
は
言
葉
の
お
も
し
ろ
さ
に
感
動
し
て
い
た
。

　

授
業
の
最
後
に
、
次
の
よ
う
な
話
を
し
た
。

「
植
物
の
つ
く
り
の
名
称
を
人
の
顔
の
つ
く
り
の
名
称
と

同
じ
に
し
た
の
は
、
人
の
認
識
過
程
に
似
て
い
る
か
ら
で

す
。
乳
児
は
目
で
新
し
い
も
の
を
見
付
け
、
見
付
け
た
も

の
を
口
の
中
に
入
れ
て
歯
で
噛
ん
で
、
食
べ
ら
れ
る
か
ど

う
か
確
か
め
る
。
鼻
で
匂
い
を
嗅
ぐ
。
食
べ
ら
れ
る
か
ど

う
か
、
耳
で
人
に
聞
く
。
昔
の
人
は
そ
う
考
え
た
よ
う
で

す
」

　

以
上
の
話
は
次
の
本
に
詳
し
い
。　

中
西
進
著
『
ひ
ら
が
な
で
よ
め
ば
わ
か
る
日
本
語
の
ふ

し
ぎ
』（
小
学
館
）

NPO法人 教師と子どもの支援活動 松
まつ

藤
ふじ

司
つかさ

国語の苦手な子が「そうか！」と
飛び上がった指導法
あれっ！　芽と目、葉と歯……　
そうか！

「どの子も大切にする」指導法の具体例
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１　

世
紀
の
大
発
見

休
み
時
間
、
A
D
H
D
（
注
意
欠
如
・
多
動
症
）
の
Ｍ

男
が
、
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
興
奮
状
態
で
や
っ
て
き
た
。

「
先
生
、
俺
、
す
げ
ー
こ
と
見
付
け
た
ん
で
す
よ
！
」

笑
顔
で
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

「
俺
、
２
乗
の
計
算
、
め
ん
ど
く
せ
ー
な
っ
て
思
っ
て
、

ど
う
に
か
楽
に
で
き
な
い
か
な
っ
て
考
え
た
ん
で
す
よ
。

そ
う
し
た
ら
、
２
乗
の
数
を
計
算
し
て
い
く
と
、
前
の

結
果
と
ひ
き
算
し
た
答
え
が
３
、
５
、
７
、
９
、
11
っ
て

奇
数
で
２
ず
つ
増
え
て
い
く
こ
と
を
発
見
し
た
ん
で
す

よ
！　

こ
れ
が
分
か
れ
ば
、
面
倒
な
か
け
算
を
や
ら
な
く

て
済
む
っ
ス
！
」

得
意
気
に
ノ
ー
ト
を
見
せ
る
Ｍ
男
。

そ
れ
を
聞
い
て
、
数
学
好
き
な
Ｈ
男

が
乗
っ
て
く
る
。

「
俺
も
そ
れ
分
か
っ
た
よ
。
２
ず
つ
増

え
る
し
、
そ
の
増
え
て
る
数
は
、
こ
の

数
（
２
乗
す
る
前
の
数
）
の
２
倍
に
１

を
た
し
た
数
な
ん
で
す
よ
」

「
何
っ
!?
」
と
Ｍ
男
。

「
す
げ
〜
〜
〜
〜
!!
」

盛
り
上
が
る
声
が
教
室
に
響
き
、
周

り
に
い
た
生
徒
も
「
何
だ
何
だ
」
と
集
ま
っ
て
き
た
。

２　

取
り
上
げ
、
価
値
付
け
る

「
い
や
ぁ
、
す
ご
い
！　

そ
の
と
お
り
な
ん
だ
よ
。
二
人

と
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
い
い
視
点
で
数
を
見
て
る
ね
！
」

二
人
の
発
見
を
大
き
く
褒
め
、
高
校
で
は
そ
れ
を
「
階

差
数
列
」
と
い
う
の
だ
、
と
教
え
た
。

「
え
！　

俺
、
高
校
数
学
の
内
容
を
発
見
し
ち
ゃ
っ
た
っ

て
こ
と
っ
ス
か
？
」

お
調
子
者
の
Ｍ
男
は
浮
か
れ
気
分
だ
。

次
の
時
間
、「
文
字
を
使
っ
た
説
明
」
の
小
単
元
で
は
、

教
科
書
の
問
題
を
解
き
終
え
た
後
で
「
世
紀
の
大
発
見
」

と
題
し
、
Ｍ
男
の
見
付
け
た
性
質
を
練
習
問
題
と
し
て
全

員
に
解
か
せ
た
。

　

Ｍ
男
は
勉
強
は
苦
手
だ
が
、
マ
ス
コ
ッ
ト
的
な
存
在
で

人
気
者
だ
。
ど
の
ク
ラ
ス
で
も
「
Ｍ
男
、
す
げ
ー
じ
ゃ

ん
！
」
と
声
が
上
が
り
、
生
徒
が
前
向
き
に
挑
戦
す
る
姿

が
見
ら
れ
た
。

Ｍ
男
の
発
見
は
「
計
算
が
面
倒
だ
」
と
い
う
思
考
か
ら

見
付
け
た
偶
然
の
産
物
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
生
徒
が
発
見
し
た
こ
と
を
全
体
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
今
学
習
し
て
い
る
内
容
と
つ
な
げ
て
証
明
す

る
と
い
う
、
と
て
も
い
い
学
習
の
機
会
と
な
っ
た
。

ち
な
み
に
数
学
の
得
意
な
Ｈ
男
は
、
翌
日
、
自
分
が
発

見
し
た
性
質
を
自
主
的
に
証
明
し
、
ノ
ー
ト
を
提
出
し
た
。

さいたま市教育委員会 星
ほし

野
の

優
ゆう

子
こ

数学の苦手な子が「先生、分かった！」と
叫んだ指導法
生徒の発見を取り上げ、価値付け、学習内容と結び付ける。

「どの子も大切にする」指導法の具体例

19 2025. 1
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の
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大
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す
る

ど
の
子
も
大
切
に
す
る    

指
導
法
│
一
人
の
例
外
も
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く
│
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社
会
の
苦
手
な
子
が
「
勉
強
が
楽
し
い
！
」
と
感
じ
る

手
立
て
と
し
て
、
次
の
四
つ
を
挙
げ
る
。

１　

発
問
を
工
夫
す
る

社
会
の
学
習
で
は
、「
調
べ
る
」
こ
と
が
中
心
的
な
活
動

で
あ
る
。「
調
べ
な
さ
い
」
と
言
っ
て
も
、
苦
手
な
子
の
手

は
動
か
な
い
。「
調
べ
た
く
な
る
」
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

向
山
洋
一
氏
の
発
問
群
を
追
試
す
る
こ
と
が
最
も
よ
い
。

我
流
で
は
、
惹
き
つ
け
ら
れ
な
い
。

２　

見
通
し
を
も
た
せ
る

「
い
つ
ま
で
に
」「
何
を
」「
何
の
た
め
に
」
調
べ
る
の
か

を
明
確
に
す
る
。「
学
習
計
画
を
立
て
る
」
の
で
あ
る
。

今
、
自
分
た
ち
が
行
っ
て
い
る
調
べ
学
習
が
、
今
後
の
ど

の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
が
分
か
る
か
ら
こ
そ
、

安
定
し
て
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

３　

褒
め
る

調
べ
学
習
中
に
、
子
供
の
ノ
ー
ト
を
見
て
褒
め
る
。
討
論

で
発
言
を
し
た
ら
褒
め
る
。
調
べ
た
こ
と
を
基
に
、
主
張
や

反
論
を
し
た
ら
褒
め
る
。
褒
め
ら
れ
る
か
ら
自
信
が
も
て
る
。

４　
「
で
き
た
」
実
感
を
も
た
せ
る

「
調
べ
た
こ
と
が
討
論
で
役
立
っ
た
」「
授
業
で
が
ん

ば
っ
た
か
ら
、
テ
ス
ト
で
点
数
が
取
れ
た
」
と
い
う
実
感

こ
そ
が
、
更
な
る
や
る
気
を
生
む
。

知
識
の
定
着
に
は
、
正
進
社
の
「
社
会
科
資
料
集
」
に

あ
る
巻
末
の
ワ
ー
ク
や
、
騒
人
社
の
「
学
習
用
語
ま
と
め

く
ん
」
が
お
す
す
め
だ
。
勉
強
が
苦
手
な
子
に
も
、
取
り

組
み
や
す
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

東京都福生市立福生第六学校 藤
ふじ

橋
はし

研
けん

「勉強が楽しい！」と感じるための
４つの手立て
「発問の工夫」「見通しをもたせる」「褒める」「できた実感をもたせる」が子供を救う。

「どの子も大切にする」指導法の具体例：社会の苦手な子が「勉強が楽しい！」と感じる指導法
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小
学
校
低
学
年
の
「
マ
ッ
ト
あ
そ
び
」
で
「
で
き
た
」

を
体
感
さ
せ
る
に
は
、「
教
師
に
よ
る
補
助
」
が
よ
い
。

「
向
山
式
跳
び
箱
指
導
法
」
の
Ｂ
式
と
同
じ
で
あ
る
。

補
助
を
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

１　

で
き
な
い
子
全
員
を
集
め
る
が
、
補
助
は
希
望

制
に
す
る
。

２　

教
師
は
決
し
て
、
痛
く
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

児
童
に
触
っ
て
の
補
助
は
、
無
理
強
い
で
き
な
い
。
あ

く
ま
で
も
、
子
供
側
か
ら
の
希
望
と
す
る
。
希
望
し
な
い

子
に
は
、「
一
緒
に
見
て
い
よ
う
ね
」
と
優
し
く
伝
え
る
。

以
下
、
前
（
後
ろ
）
回
り
の
テ
ク
ニ
カ
ル
ポ
イ
ン
ト
と
、

補
助
の
方
法
で
あ
る
。
画
像
は
、「
第
５
回
T
O
S
S
向

山
型
体
育
セ
ミ
ナ
ー
」
の
私
の
マ
ッ
ト
運
動
の
模
擬
授
業

か
ら
。「
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
」
に
も
掲
載
す
る
。

【
前
回
り
】

①　

立
っ
た
状
態
か
ら
始
め
る
。

②　

手
を
で
き
る
だ
け
、
足
の
近
く
に
つ
く
。

③　

お
尻
を
高
く
上
げ
る
。

④　

お
へ
そ
を
見
る
（
あ
ご
に
お
手
玉
や
、
赤
白
帽

子
を
は
さ
む
と
よ
い
）。

⑤　

後
頭
部
を
マ
ッ
ト
に
つ
け
て
回
る
。

〈
補
助
〉

首
の
後
ろ
に
手
を
添
え
て
、

頭
が
中
に
入
る
よ
う
に
す

る
。勢

い
を
付
け
る
た
め
に
、

も
も
を
手
の
平
で
押
す
。

【
後
ろ
回
り
】

①　

エ
ビ
の
ポ
ー
ズ
を
す
る
（
練
習
）。

②　

ゆ
り
か
ご
を
す
る
（
練
習
）。
体
育
座
り
↓
だ

る
ま
座
り
↓
手
の
平
を
マ
ッ
ト
に
つ
け
る
。

③　

耳
の
後
ろ
で
、
手
の
平
を
天
井
に
向
け
る
。

④　

腰
の
位
置
を
高
く
す
る
（
立
っ
た
状
態
か
ら
）。

⑤　

お
尻
を
で
き
る
だ
け
遠
く
に
つ
く
（
目
印
を
置

く
、
教
師
の
脚
を
置
い
て
越
え
る
な
ど
）。

⑥　

マ
ッ
ト
に
お
尻
が
つ
い
た
ら
、
す
ぐ
に
手
の
平

を
つ
け
る
。

⑦　

両
手
で
マ
ッ
ト
を
押
し
、
立
ち
上
が
る
。

〈
補
助
〉

両
手
で
、
腰
を
上
に
持

ち
上
げ
る
。
首
を
痛
め
る
の

で
、
前
に
押
さ
な
い
よ
う
に

す
る
。

千葉県成田市立公津小学校 小
こ

松
まつ

和
かず

重
しげ

前（後ろ）回りは教師の補助で
「もっとやりたい」となる
できない子を集めて、個別に補助をするコツを紹介する。

「どの子も大切にする」指導法の具体例：運動の苦手な子が「先生、またやりたい！」と言う指導法
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四
月
。
前
年
度
の
漢
字
五
〇
問
テ
ス
ト
を
し
た
。

太
郎
君
は
、
一
点
だ
っ
た
。　

「
俺
、
漢
字
で
き
な
い
か
ら
」
と
小
さ
な
声
で
つ

ぶ
や
く
。「
大
丈
夫
だ
よ
、
先
生
と
一
緒
に
頑
張

ろ
う
よ
」
と
返
し
た
。
彼
は
、
こ
く
り
と
頷
い
た
。

　

前
年
度
、
太
郎
君
は
、
担
任
に
椅
子
を
投
げ
付

け
る
ほ
ど
、
暴
れ
て
い
た
。

　

点
数
だ
け
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
の
で
は
な
い
。

「
一
点
ね
、
漢
字
が
と
っ
て
も
苦
手
な
ん
だ
な
」

で
は
、
プ
ロ
と
は
言
え
な
い
。
そ
ん
な
の
は
誰
で

も
で
き
る
、
誰
で
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
間
違
い
を
し
て
い
る
の
か
？

◆
左
右
反
転
の
字
を
書
い
て
い
る
。　

◆
マ
ス
か
ら
は
み
出
し
て
書
い
て
い
る
。

◆
筆
圧
の
調
整
が
で
き
て
い
な
い
。

◆
一
画
、
二
画
足
り
な
い
字
を
書
い
て
い
る
。

◆
一
画
、
二
画
多
い
字
を
書
い
て
い
る
。

視
覚
情
報
の
認
知
・
処
理
が
苦
手
な
Ｌ
Ｄ
で
は

な
い
か
。

手
先
を
細
か
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が
苦
手

な
協
調
運
動
の
障
害
で
は
な
い
か
。

毎
日
の
忘
れ
物
、
乱
雑
な
筆
箱
か
ら
、
不
注
意

傾
向
の
あ
る
A
D
H
D
で
は
な
い
か
。

私
は
そ
う
予
測
し
た
。

　

ま
ず
は
、
Ｈ
Ｂ
の
鉛
筆
で
は
な
く
、
Ｂ
４
の
鉛

筆
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
硬
度
が
柔
ら
か
く
、
協

調
運
動
障
害
の
子
も
、
書
き
や
す
く
な
る
。
ざ
ら

ざ
ら
し
た
感
触
が
あ
る
下
敷
き
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

山口県下関市立清末小学校 林
はやし

健
たけ

広
ひろ

４月は漢字１点の太郎君が、
10月に１００点を取る
点数だけでなく、どのような間違いをしたのかをアセスメントしよう。

できない子はどこにつまずいているのか

※実際の子供のテスト。（正進社ワークテスト）
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「
字
が
上
手
に
な
る
魔
法
の
下
敷
き
だ
よ
」
と
言

い
、
渡
し
た
。
彼
は
と
て
も
喜
ん
だ
。

次
に
「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育

図
書
）
で
、
漢
字
指
導
を
す
る
。

ま
ず
は
指
書
き
を
さ
せ
る
。
書
き
順
を
言
い
な

が
ら
で
あ
る
。「
イ
チ
、
ニ
ィ
〜
、
サ
ン
」
な
ど

と
言
い
な
が
ら
指
で
書
く
。
覚
え
る
ま
で
、
鉛
筆

は
持
た
な
い
。

指
だ
か
ら
、
マ
ス
か
ら
は
み
出
す
心
配
も
な
い
。

画
数
を
言
い
な
が
ら
な
の
で
、
一
、
二
画
足
り
な

く
な
る
こ
と
も

な
い
。

　

画
数
が
多
い

漢
字
は
、
私
が

ノ
ー
ト
に
大
き

く
手
本
を
書
い

た
。

　

今
な
ら
、

「
あ
か
ね
こ
漢

字
ス
キ
ル
コ
ネ

ク
ト
」
が
絶
対

に
お
ス
ス
メ
だ
。

　

字
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
大
き
く
表
示
さ
れ
る
。
鉛
筆
で
は

な
く
、
指
で
な
ぞ
っ
て
書
け
る
。
画
数
ご
と
に
色

分
け
さ
れ
て

い
る
。
書
き

順
も
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン

で
表
示
さ
れ

る
。
四
色
に

色
分
け
さ
れ

た
マ
ス
も
あ

る
。こ

れ
な
ら
、

画
数
が
多
い

漢
字
も
、
間

違
わ
な
い
で
覚
え
ら
れ
る
。

太
郎
君
は
、
私
の
手
の
平
に
指
書
き
す
る
こ

と
が
好
き
に
な
っ
た
。

机
に
指
書
き
し
、
覚
え
た
ら
、
私
を
見
る
の
で

あ
る
。
私
が
手
の
平
を
出
す
。
す
る
と
、
う
れ
し

そ
う
に
私
の
手
の
平
に
指
書
き
を
し
た
。「
す
ご

い
な
ぁ
」
と
言
う
と
、
に
こ
り
と
し
て
鉛
筆
を
持

ち
、
な
ぞ
り
書
き
に
進
ん
で
い
た
。

ま
た
、
太
郎
君
は
コ
ー
ス
選
択
を
し
た
。
一
〇

問
テ
ス
ト
で
、
問
題
数
を
選
ば
せ
た
。

　

九
月
に
な
り
、
八
問
コ
ー
ス
を
選
ぶ
よ
う
に
な

る
。
問
題
数
が
増
え
た
の
で
、
テ
ス
ト
で
、
鉛
筆

が
止
ま
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
。
私
は
、
そ
っ
と

近
づ
き
、
鉛
筆
で
薄
く
薄
く
。
一
、
二
画
目
だ
け

を
書
い
た
。

「
あ
！　

そ
う
か
！
」
と
太
郎
君
は
言
う
。
鉛
筆

を
ど
ん
ど
ん
動
か
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
十
月
二
四
日
。
一
〇
問
コ
ー
ス
で
、

私
の
サ
ポ
ー
ト
な
し
で
、
一
〇
〇
点
を
取
っ
た
。

彼
は
「
よ
っ
し
ゃ
！
」
と
喜
ん
で
い
た
。
偶
然
、

そ
の
日
は
、
ク
ラ
ス
全
員
一
〇
〇
点
で
あ
っ
た
。

　

子
供
の
事
実
こ
そ
、
指
導
法
の
指
標
で
あ
る
。
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最
後
に
残
っ
た
（
残
る
）
数
名
。
教
科
書
も
ノ
ー
ト
も
、

筆
箱
も
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
奇
声
も
上
げ
、
給
食
当
番

は
せ
ず
、
よ
く
外
に
飛
び
出
し
て
い
た
。
そ
ん
な
学
級
を

担
任
し
た
こ
と
が
あ
る
。
以
下
二
つ
は
効
果
的
で
あ
っ
た
。

①　

専
用
の
か
ご

②　

専
用
の
「
筆
箱
」

１　

専
用
の
か
ご
を
用
意
し
、
教
科
書
も
ノ
ー
ト
も

全
て
学
校
に
置
い
て
お
く

児
童
た
ち
の
横
に
「
か
ご
」
を
用
意
す
る
。
教
科
書
・

ノ
ー
ト
は
全
て
こ
こ
に
置
い
て
帰
る
。
机
の
中
に
入
れ
る

と
、
見
て
い
な
い
す
き
に
持
っ
て
帰
っ
て
し
ま
う
。
次
に

持
っ
て
く
る
ま
で
に
相
当
手
間
が
か
か
る
。

な
い
物
も
全
て
貸
し
出
し
、
か
ご
に
入
れ
て
お
く
。

ノ
ー
ト
も
用
意
を
し
て
お
き
、
名
前
を
テ
ー
プ
で
貼
っ
て

使
わ
せ
て
い
る
。
保
護
者
に
電
話
を
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、

用
意
し
て
く
だ
さ
る
家
ば
か
り
で
は
な
い
。

「
大
丈
夫
。
貸
し
て
あ
げ
る
か
ら
…
…
上
手
に
言
え
た
ら

ね
」
と
笑
顔
で
貸
し
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
す
る
と
、「
い
つ
ま
で
も
成
長
し
な
い
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
出
会
っ
た
児
童
は
み
な
、
逆

で
あ
っ
た
。
安
心
し
た
顔
を
見
せ
始
め
る
と
、
問
題
行
動

が
減
り
、
指
示
が
入
り
、
自
分
で
少
し
ず
つ
用
意
で
き
る

子
も
増
え
て
い
く
の
が
実
感
で
あ
る
。「
心
理
的
安
全
性
」

の
効
果
だ
と
思
う
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
持
っ
て
き
た
く
て

も
、
用
意
し
て
も
ら
え
な
い
家
庭
だ
っ
て
あ
る
の
だ
。

２　
専
用
の
「
筆
箱
」
を
用
意
し
、
必
要
な
物
を
全
て
貸
し
出
す

　

赤
鉛
筆
も
消
し
ゴ
ム
も
専
用
の
「
筆
箱
」
に
入
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
か
ご
に
置
い
て
お
く
。

　

言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
取
り
に
く
る
こ
と
が
精

神
的
に
負
担
に
な
り
、
安
心
で
き
な
く
な
る
。
保
護
者
に

は
連
絡
し
つ
つ
、
児
童
に
は
「
大
丈
夫
。
い
つ
で
も
貸
し

て
あ
げ
る
よ
」
と
言
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
「
〜
君
の
お
う
ち
の
方
と
相
談
し
て
決
め
て
い

る
、
〜
君
は
苦
手
な
こ
と
も
先
生
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
は
、
日
々
周
り
に
も
伝
え
て
お
く
。

「
ず
る
い
！
」
な
ど
と
は
言
わ
ず
、「
大
丈
夫
。
借
り
た

ら
え
え
よ
」
と
言
う
よ
う
に
な
る
。

ク
ラ
ス
の
子
が
受
け
入
れ
て
く
れ
て
か
ら
の
変
化
は
大

き
か
っ
た
。

ト
ラ
ブ
ル
が
激
減
し
、
奇
声
は
な
く
な
っ
た
。
顔
は
穏

や
か
に
な
り
、
放
課
後
、
毎
日
の
よ
う
に
遊
び
に
く
る
。

テ
ス
ト
で
満
点
も
取
っ
た
。「
本
当
に
別
人
み
た
い
」
と
、

職
員
室
で
よ
く
先
生
方
が
言
っ
て
い
た
。

　

無
理
さ
せ
ず
、
で
も
諦
め
ず
、
支
援
を
す
る
か
ら
児
童

が
変
化
す
る
。

岡山県井原市立木之子小学校 岡
おか

孝
たか

直
なお

教科書もノートも筆箱も持ってこない子
専用のかご、専用の「筆箱」が効果的であった。

「最後に残った数名」にどう向き合うのか

たかなお
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ノ
ー
ト
に
書
く
こ
と
は
大
変

「
ノ
ー
ト
を
書
く
こ
と
な
ん
て
簡
単
」

　

こ
れ
は
、
大
人
の
、
教
師
の
、
感
覚
で
あ
る
。

ノ
ー
ト
に
書
く
こ
と
は
大
変

　

こ
れ
が
子
供
た
ち
の
実
感
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
発
達
障

害
の
子
は
、「
極
め
て
困
難
」
と
感
じ
て
い
る
は
ず
だ
。

　

例
え
ば
、

①
　
黒
板
や
教
科
書
の
文
字
を
写
す
の
は
極
め
て

困
難
。
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
が
低
い
の
で
、
一

度
に
覚
え
ら
れ
る
文
字
や
言
葉
が
少
な
い
か
ら

だ
。

②
　
ノ
ー
ト
の
マ
ス
や
行
に
合
わ
せ
て
書
く
の
は

極
め
て
困
難
。
微
細
運
動
が
苦
手
な
の
に
、
そ
の

子
に
合
っ
て
い
な
い
（
合
理
的
配
慮
が
さ
れ
て
い

な
い
）
大
き
さ
の
マ
ス
目
や
行
を
使
っ
て
い
る
か

ら
だ
。

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
た
と
え
わ
ず
か
な
文
字
数
や
簡
単
な
図

表
だ
と
し
て
も
、
ノ
ー
ト
に
写
す
こ
と
を
嫌
が
る
子
が
い

る
の
は
、
当
然
と
言
え
る
。

　
　
ノ
ー
ト
を
写
せ
る
た
め
の
支
援

　

小
学
四
年
生
を
担
任
し
て
い
た
と
き
、「
ノ
ー
ト
に
写

す
こ
と
」
を
嫌
が
る
子
が
い
た
。
仮
に
Ａ
さ
ん
と
す
る
。

　

Ａ
さ
ん
は
黒
板
を
写
す
こ
と
や
、
算
数
教
科
書
に
あ
る

「
ま
と
め
」
の
文
章
を
写
す
こ
と
な
ど
に
、
か
な
り
の
時

間
を
要
し
た
。
ノ
ー
ト
を
書
い
て
い
る
途
中
、「
も
う
嫌

だ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
机
に
突
っ
伏
す
こ
と
も
あ
っ

た
。

　

声
を
か
け
た
り
、
励
ま
し
た
り
し
て
も
、
状
況
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
次
の
方
法
を
取
っ
た
。

①　

保
護
者
の
方
と
相
談
し
、
大
き
め
の
マ
ス
目
の
ノ
ー

ト
を
使
わ
せ
る
。

②　
「
特
に
大
事
な
と
こ
ろ
」
を
私
が
選
び
、
そ
こ
だ
け

写
さ
せ
る
。

③　

写
せ
な
い
と
き
は
、
私
が
赤
鉛
筆
で
薄
く
書
き
、
そ

れ
を
な
ぞ
ら
せ
る
。

④　

写
せ
た
ら
褒
め
る
。

⑤　

写
せ
な
い
と
き
は
、
無
理
を
さ
せ
な
い
。

こ
れ
を
続
け
た
。

Ａ
さ
ん
を
六
年
生
ま
で
担
任
し
た
。
ノ
ー
ト
を
写
す
こ

と
は
、「
普
通
」
の
こ
と
に
な
っ
た
。

焦
ら
ず
、
焦
ら
せ
ず
、
支
援
を
続
け
た
こ
と
が
良
か
っ

た
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

山形県山形市立蔵王第一小学校 佐
さ

藤
とう

智
とも

彦
ひこ

子供の「大変さ」を理解し、
焦らず、焦らせず、支援する
「ノートに写すことを嫌がる子」がいるのは当然。その子に合った方法を考えよう。

「最後に残った数名」にどう向き合うのか：ノートに写すことも嫌がる子
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四
月
の
初
日
。
自
己
紹
介
の
時
間
を
取
っ
た
。

「
指
名
な
し
発
表
」
で
行
っ
た
。
自
分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

立
っ
て
発
表
す
る
方
法
で
あ
る
。

　
緊
張
し
な
が
ら
も
、
一
人
目
が
発
表
す
る
。

　
す
る
と
、
そ
の
挑
戦
に
励
ま
さ
れ
、
何
人
か
の
子
が
発

表
を
続
け
る
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
発
表
が
止
ま
る
。

「
こ
う
い
う
時
に
立
っ
て
発
表
す
る
人
が
成
長
し
ま
す
」

な
ど
の
励
ま
し
を
す
る
と
、
更
に
発
表
が
続
く
。

　
し
か
し
、
あ
と
残
り
数
名
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
完
全
に

発
表
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
子
た
ち
に
は
、「
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
表

を
さ
せ
る
か
？
」
が
重
要
に
な
る
。

　
そ
の
場
で
無
理
に
発
表
さ
せ
る
と
、
発
表
す
る
こ
と
自

体
を
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
来
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
に
向
け
て
、「
発
表
へ
の
耐

性
」
を
高
め
る
手
立
て
が
必
要
だ
。

①
　
日
々
、
指
名
な
し
発
表
で
感
想
を
言
う
場
を
つ

く
る

②
　
日
々
、「
列
指
名
」
で
意
見
を
言
う
場
を
つ
く
る

③
　「
暗
唱
」
に
全
員
の
前
で
挑
戦
す
る
場
を
つ
く
る

「
列
指
名
」
は
、
あ
る
列
の
児
童
全
員
に
、
順
番
に
発
言

さ
せ
る
指
名
方
法
で
あ
る
。
何
を
言
え
ば
い
い
か
分
か
ら

な
い
子
も
、
前
の
子
の
発
言
を
参
考
に
で
き
る
か
ら
、
答

え
や
す
い
。

「
暗
唱
」
は
、
短
い
詩
や
文
章
を
覚
え
て
、
見
な
い
で
唱

え
さ
せ
る
指
導
法
で
あ
る
。
全
員
の
前
で
挑
戦
す
る
と
い

う
緊
張
感
が
、
そ
の
子
の
成
長
を
促
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
々
の
指
導
の
中
で
「
発
表
へ
の
耐

性
」
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
来
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ

に
向
け
た
下
地
を
つ
く
る
。

冒
頭
の
ク
ラ
ス
で
の
、
あ
る
日
の
社
会
の
授
業
。

「
六
大
陸
三
海
洋
」
の
暗
唱
の
場
を
つ
く
っ
た
。

い
き
な
り
「
六
大
陸
三
海
洋
」
の
暗
唱
を
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
い
。
そ
こ
で
、「
三
大
陸
」
に
限
定
し
て
の
暗
唱

と
し
た
。
全
員
で
唱
え
、
パ
タ
ー
ン
を
変
え
て
何
度
も
唱

え
、
一
人
で
・
友
達
で
覚
え
る
時
間
も
つ
く
っ
た
。

こ
こ
が
、
来
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
っ
た
。

号
車
ご
と
に
、
暗
唱
へ
の
挑
戦
者
を
募
る
。

ど
の
子
も
勢
い
よ
く
立
ち
上
が
る
。

発
表
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
あ
の
子
も
立
て
た
。

一
人
一
人
と
挑
戦
を
終
え
、
合
格
を
告
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
全
員
合
格
と
な
っ
た
。

神奈川県横浜市立子安小学校 水
みず

本
もと

和
かず

希
き

全く発表しようとしない子
発表を無理にさせる必要はない。「発表への耐性」を高め、来るべきタイミングで挑戦を
促したい。
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第
一
に
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
子
供
の
こ
と
を
知
る

　

例
え
ば
、

①　

生
年
月
日
は
い
つ
か
？

②　

習
い
事
は
何
を
し
て
い
る
の
か
？

③　

趣
味
は
何
か
？

④　
「
推
し
」
は
何
な
の
か
？

⑤　

好
き
な
食
べ
物
は
何
か
？

な
ど
で
あ
る
。

　

右
記
の
よ
う
な
こ
と
を
も
と
に
、
休
み
時
間
等
に
話
題

を
投
げ
か
け
る
。

「
〇
〇
さ
ん
、
来
月
誕
生
日
な
ん
だ
よ
ね
？
」

「
〇
〇
さ
ん
は
、
□
□
を
推
し
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。
先
生

も
調
べ
た
ん
だ
け
ど
…
…
」

と
い
う
よ
う
に
、
で
あ
る
。

　

実
際
、
私
の
学
級
で
、
最
初
は
私
に
対
し
て
苦
手
意
識

を
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
子
供
へ
の
声
掛
け
が
、
次
の
も

の
で
あ
る
。

「
〇
〇
さ
ん
、
昨
日
は
陸
上
の
大
会
だ
っ
た
で
し
ょ
？　

走
り
幅
跳
び
で
三
メ
ー
ト
ル
六
一
セ
ン
チ
の
記
録
だ
っ
た

ね
。
こ
れ
は
、
あ
な
た
と
し
て
は
満
足
な
の
？
」

　

私
に
こ
う
言
わ
れ
た
子
供
は
、
当
然
、
驚
い
て
い
た
。

「
な
ぜ
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
い
つ
し
か
心
を
開
き
、
学
級
内
で
も
能
動
的

に
気
配
り
を
す
る
存
在
へ
と
変
貌
し
た
。

　

人
は
、
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
く
れ
る
人
に
対
し
て
好

意
を
寄
せ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
年
度
当
初
に
書
か
せ
る

「
自
己
紹
介
カ
ー
ド
」
な
ど
を
有
効
活
用
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

第
二
に
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
り
げ
な
く
良
さ
を
伝
え
る

「
先
生
は
自
分
の
こ
ん
な
所
も
見
て
い
て
く
れ
た
の

か
！
」
と
子
供
が
思
う
よ
う
な
視
点
で
、
そ
の
子
の
良
さ

を
伝
え
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
言
い
方
が
考
え
ら
れ
る
。

「
〇
〇
さ
ん
、
掃
除
の
時
に
最
後
ま
で
残
っ
て
掃
除
を
し

て
い
た
よ
ね
。
一
番
素
敵
な
姿
だ
っ
た
よ
」

「
〇
〇
さ
ん
、
ノ
ー
ト
に
□
□
っ
て
、
書
い
て
あ
っ
た
よ

ね
。
あ
の
意
見
、
も
の
す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た
よ
」

　

か
つ
て
、
発
言
を
極
端
に
嫌
う
学
年
を
担
任
し
た
、
そ

の
学
年
は
、
特
に
女
子
の
複
数
が
無
気
力
に
近
か
っ
た
。

さ
り
げ
な
く
良
さ
を
伝
え
続
け
て
、
お
よ
そ
一
か
月
半
。

あ
ん
な
に
斜
に
構
え
て
い
た
子
供
た
ち
が
激
変
し
た
。
発

言
を
我
先
に
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
私
に
も
発
言
さ

せ
て
！
」
と
言
う
ほ
ど
に
。

石川県金沢市立千坂小学校 石
いし

坂
ざか

陽
あきら

その子を知り、その子をよく見る
誰だって、自分を大切にしてほしい。自分のことを知ってくれて、よく見ていてくれる人に
対して、子供は大きく信頼を寄せる。

「最後に残った数名」にどう向き合うのか：先生なんて大嫌い！　と叫ぶ子

27 2025. 1

ど
の
子
も
大
切
に
す
る

ど
の
子
も
大
切
に
す
る    

指
導
法
│
一
人
の
例
外
も
な
く
│

特集
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教
科
書
に
書
き
込
ま
せ
る
。Padlet

の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
に
左
の
よ
う
に

書
き
込
ま
せ
て
も
よ
い
。
自
己
選
択

さ
せ
る
。

　

子
供
た
ち
が
教
科
書
、
も
し
く
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
見
せ
に
来
る
。

た
く
さ
ん
褒
め
る
。

「
わ
ぁ
！　

高
級
だ
な
ぁ
。
一
〇
〇

点
!!
」

「
こ
れ
は
先
生
、
思
い
付
か
な
っ
た

な
ぁ
。
一
五
〇
点
！
」

「
太
郎
君
の
考
え
は
、
こ
の
ク
ラ
ス

　

百
玉
そ
ろ
ば
ん
の
時
に
、
教
科
書

に
あ
る
「
10
が
３
つ
で
30
。
30
と
８

で
38
」
と
い
う
言
い
方
を
、
子
供
た

ち
に
教
え
て
お
く
。

　

百
玉
そ
ろ
ば
ん
の
パ
ー
ツ
と
、
教

科
書
の
パ
ー
ツ
を
つ
な
げ
て
お
く
の

で
あ
る
。教

科
書　

考
え
を
書
き
込
む

「
お
お
き
い　

か
ず
」

「
た
ね
が　

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」

　

教
師
が
ゆ
っ
く
り
読
む
。

「
女
の
子
が
言
っ
て
い
ま
す
」

「
な
ん
こ
あ
る
の
か
な
。」

「
ひ
わ
ま
り
の
た
ね
、
何
個
く
ら
い

あ
り
そ
う
で
す
か
？　

だ
い
た
い
」

２

「
隣
に
言
い
ま
し
ょ
う
」

（
三
〇
個
く
ら
い
）（
五
〇
個
く
ら
い
）

　

ど
の
発
言
も
笑
顔
で
に
こ
に
こ
し

な
が
ら
聞
く
。

「
あ
さ
が
お
の
た
ね
。
だ
い
た
い
何

個
か
な
」

（
五
〇
個
）（
一
〇
〇
個
）

　

こ
れ
も
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
、
教

師
は
聞
く
。

「
し
ほ
さ
ん
の
セ
リ
フ
、
指
で
押
さ

え
な
さ
い
」

「
読
み
ま
す
」

（
か
ず
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
…
。）

　

子
供
が
読
み
終
え
た
瞬
間
に
、
す

ぐ
に
教
師
が
言
う
。

「
か
ず
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
、
〇
で
か
こ
ん
だ
り
、
い
ろ

い
ろ
書
き
込
ん
だ
り
し
ま
す
」

「
先
生
は
、
答
え
が
知
り
た
い

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な

が
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
、

頭
の
中
が
知
り
た
い
の
で
す
」

「
で
き
た
ら
、
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
」

　

算
数
「
お
お
き
い
か
ず
」。

　

私
が
模
擬
授
業
を
し
て
い
る
の
で
、

ま
ず
は
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
動
画

を
見
て
ほ
し
い
。

百
玉
そ
ろ
ば
ん

「
順
唱
」「
逆
唱
」「
10
の
分
解
」

「
10
の
合
成
」
な
ど
を
す
る
。

　

そ
し
て
、
大
き
い
数
へ
進
む
。

「
38
」
を
は
じ
く
。
子
供
た
ち
は
、

す
ぐ
に
「
38
」
と
言
う
。
四
月
か
ら

百
玉
そ
ろ
ば
ん
で
学
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

「
こ
う
言
い
ま
す
。
10
が
３
個
で
30
。

30
と
８
で
38
で
す
」

１

「おおきいかず」
百玉そろばんが
大活躍する単元！
百玉そろばんでの言い方、教科
書での言い方を統一しておく。

東京書籍・１年②・P91-92

1年
Mathematics
算数

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

TOSS授業技量検定七段
林健広の算数授業
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で
最
初
の
考
え
だ
！　

一
五
〇
点
！
」

Padlet
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
に
書
い

て
い
る
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
他
の
子
は
参

考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
者
参
照

だ
。
な
か
な
か
書
け
な
い
で
困
っ
て
い

る
子
も
、
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
途
中
、
教
師
は
ひ
ま
わ
り
の

種
が
三
八
個
で
あ
る
こ
と
も
言
う
。

「
そ
う
だ
よ
ね
ぇ
。
答
え
は
48
だ
」

「
た
だ
先
生
が
さ
っ
き
も
言
っ
た
よ
う

に
、
答
え
が
知
り
た
い
の
で
は
な
い
」

「
み
ん
な
が
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か

を
知
り
た
い
ん
だ
よ
ね
」

　

算
数
が
苦
手
な
子
供
は
、
答
え
が

確
定
す
る
と
安
心
す
る
だ
ろ
う
。

　

早
く
持
っ
て
き
た
子
に
は
、
別
の
考

え
方
も
書
く
よ
う
に
言
う
。

　

教
科
書
に
は
更
に
書
き
込
ま
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、Padlet

の
サ
ン
ド

ボ
ッ
ク
ス
な
ら
で
き
る
。

　

事
前
に
教
師
は
、
子
供
た
ち
が
ど
ん

な
考
え
方
を
す
る
か
予
想
を
し
て
お
く
。

①　

10
ず
つ
囲
む

②　

５
ず
つ
囲
む

③　

２
ず
つ
囲
む

④　

１
個
ず
つ
囲
む

⑤　

囲
む
だ
け
で
な
く
「
10
」

「
５
」
な
ど
と
、
数
字
も
書
く

⑥　

さ
ら
に
「
10
＋
10
＋
10
＋

８
」
な
ど
と
、
式
も
書
く

⑦　

そ
の
他

さ
ら
に
途
中
で
、
評
価
規
準
、
評
価

基
準
も
示
す
。

「
囲
ん
だ
人
は
一
〇
〇
点
。
10
と
か
５

と
か
数
字
を
書
き
込
ん
だ
人
は
プ
ラ
ス

五
〇
点
の
一
五
〇
点
。
10
＋
10
な
ど
と

式
を
書
き
込
ん
だ
人
は
プ
ラ
ス
一
〇
〇

点
の
二
〇
〇
点
」

　

一
番
大
事
な
こ
と
は
、
教
師
が
驚
い

て
褒
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

一
年
生
だ
。
よ
く
意
味
が
分
か
ら
な

い
こ
と
を
書
い
て
い
た
と
し
て
も
、
教

師
が
驚
い
て
褒
め
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
。

「
わ
ぁ
！　

す
ご
い
ね
ぇ
。
頑
張
っ
た

ね
ぇ
。
先
生
に
、
も
う
ち
ょ
っ
と
教
え

て
く
れ
る
？
」
と
聞
け
ば
い
い
の
で
あ

る
。

考
え
を
説
明
す
る

　

子
供
た
ち
が
書
き
込
ん
だ
考
え
を
、

説
明
さ
せ
る
。

「
太
郎
君
、
前
に
来
て
説
明
し
ま
し
ょ

う
」

　

考
え
を
電
子
黒
板
に
写
す
。

　

一
年
生
だ
か
ら
、
説
明
が
そ
れ
ほ
ど

上
手
で
な
く
て
も
い
い
。

（
10
ず
つ
囲
み
ま
し
た
）

「
わ
ぁ
、
本
当
だ
ね
。
10
ず
つ
囲
ん
だ

ん
だ
ね
。
同
じ
考
え
を
し
た
人
？
」

「
花
子
さ
ん
は
、
別
の
考
え
を
し
て
い

ま
す
。
花
子
さ
ん
、
前
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
」

（
５
ず
つ
、
で
す
）

「『
５
ず
つ
囲
み
ま
し
た
』
ま
で
言
っ

て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

と
い
う
よ
う
に
、
教
師
が
サ
ポ
ー
ト
し

な
が
ら
説
明
さ
せ
る
。

「
教
科
書
、
次
の
ペ
ー
ジ
」

「
10
が
３
個
で
30
。
30
と
８
で
38
」

「
こ
れ
は
、
誰
と
同
じ
考
え
か
な
？
」

「
そ
う
、
さ
っ
き
前
で
説
明
し
て
く
れ

た
太
郎
君
だ
ね
。
10
ず
つ
囲
ん
だ
ん
だ

３

ね
」

「
教
科
書
は
10
ず
つ
囲
む
し
か
書
い
て

い
な
い
け
ど
、
み
ん
な
は
、
５
ず
つ
囲

ん
だ
り
、
２
つ
ず
つ
囲
ん
だ
り
し
た
人

も
い
た
。
教
科
書
に
な
い
や
り
方
だ
よ
。

ど
ち
ら
も
す
ご
い
ん
だ
！
」

※
百
玉
そ
ろ
ば
ん
（
ト
モ
エ
そ
ろ

ば
ん
）
は
、
教
育
技
術
研
究
所

で
購
入
で
き
ま
す
。

https://w
w
w
.tiotoss.jp

国
算 4・8・1月号特別企画！ 林健広の算数授業
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こ
の
よ
う
に
例
示
さ
せ
る
。

　

例
を
見
て
、
子
供
た
ち
は
ま
た
、

自
分
の
カ
ー
ド
の
分
類
を
試
み
る
。

「
さ
て
、
何
種
類
に
分
け
ま
し
た

か
？
」

「
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
そ

れ
以
上
」

　

私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
三
種
類
に
分

け
て
い
る
子
が
多
か
っ
た
。

教
科
書
の
分
類
を
知
る

「
さ
て
教
科
書
で
は
、
何
種
類
に
分

け
て
い
る
で
し
ょ
う
」

（
四
種
類
だ
）

　

す
ぐ
に
気
が
付
く
子
も
い
る
。

　

教
科
書
を
追
い
読
み
さ
せ
る
。

３

（
ア
イ
ス
）

（
ゴ
リ
ラ
）

（
ア
メ
リ
カ
）

　

子
供
た
ち
は
、
四
枚
を
参
考
に
カ

タ
カ
ナ
を
書
き
出
す
。

　

教
師
も
四
枚
を
書
き
、
提
示
す
る
。

　

教
科
書

に
載
っ
て

い
る
カ
タ

カ
ナ
を
書

け
ば
よ
い
。

　

思
い
付

か
な
い
子

へ
の
ヒ
ン

ト
と
な
る
。

カ
タ
カ
ナ
の
分
類

　

八
枚
を
全
員
が
書
い
た
こ
と
を
確

認
し
て
、
次
の
問
い
を
出
す
。

「
八
枚
の
カ
タ
カ
ナ
を
分
類
し
ま
す
。

仲
間
分
け
す
る
こ
と
で
す
。
さ
て
、

何
種
類
に
分
け
る
か
な
？
」

（
ワ
ン
ワ
ン
と
ニ
ャ
オ
は
一
緒
だ
）

（
二
種
類
に
分
け
た
よ
）

　

自
分
な
り
に
分
類
を
経
験
さ
せ
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

終
わ
っ
た
子
に
は
、
立
っ
て
友
達

同
士
に
説
明
さ
せ
る
。

　

ク
ラ
ス
の
半
分
ぐ
ら
い
が
分
け
終

わ
っ
た
ら
、
一
度
前
を
向
か
せ
る
。

「
先
生
の
カ
ー
ド
を
ど
う
分
け
ま
す

か
？　

や
っ
て
く
れ
る
人
？
」

２

カ
ー
ド
に
カ
タ
カ
ナ
を
書
く

　

八
枚
の
カ
ー
ド
を
配
り
、
次
の
よ

う
に
指
示
す
る
。

「
カ
タ
カ
ナ
の
学
習
で
す
。
先
生
の

ま
ね
を
し
て
カ
タ
カ
ナ
を
書
き
ま
す
」

「
一
枚
目
、
ワ
ン
ワ
ン
」

「
二
枚
目
、
ガ
ラ
ガ
ラ
」

「
三
枚
目
、
バ
ス
」

「
四
枚
目
、
イ
ン
ド
」

　

こ
の
よ
う
に
四
枚
に
そ
れ
ぞ
れ
四

つ
の
カ
タ
カ
ナ
を
書
か
せ
る
。

　

こ
の
四
つ
は
、
教
科
書
に
出
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

「
残
り
の
四
枚
に
カ
タ
カ
ナ
の
言
葉

を
書
き
な
さ
い
」

１

東京都小平市立小平第一小学校

千
ち

葉
ば

雄
ゆう

二
じ

教科書の言葉を例示し、
楽しく分類させよう
「カタカナはいくつに分類できる
のか？」を考えさせる授業。子供
がカタカナを書き、分類したくな
る展開の授業。日記など日常化さ
せ、カタカナを更に身近なものに！

光村図書・２年下・P84-85

2年
Japanese
国語

TOSS授業技量検定五段
千葉雄二の国語授業
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「
①
ど
う
ぶ
つ
の
鳴
き
声　

①
と
書
き

ま
す
」

「
②
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
音　

③
外
国

か
ら
来
た
こ
と
ば　

④
外
国
の
、
国
や

土
地
、
人
の
名
前
」

　

音
読
さ
せ
な
が
ら
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
さ

せ
る
。

「
土
地
は
、地
名
の
こ
と
だ
ね
。ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
か
ね
」

「
何
種
類
の
分
類
が
し
て
あ
る
？
」

（
四
種
類
）

「
さ
て
、
先
ほ
ど
の
先
生
と
書
い
た
四

枚
の
カ
ー
ド
に
も
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
し
ま

す
」

「
ワ
ン
ワ
ン
は
？
」

（
①
）

「
そ
う
、
①
ど
う
ぶ
つ
の
鳴
き
声
だ
ね
。

番
号
だ
け
付
け
ま
す
」

　

同
じ
よ
う
に
、
カ
ー
ド
に
②
ガ
ラ
ガ

ラ
、
③
バ
ス
、
④
イ
ン
ド
と
数
字
だ
け

書
か
せ
る
。

「
残
り
の
四
枚
、
教
科
書
の
分
け
方
で

分
類
し
ま
す
」

（
ア
イ
ス
は
③
か
な
）

「
何
が
多
く
分
け
ら
れ
る
か
な
？
」

　

子
供
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
分
類
の
作

業
に
入
る
。

「
終
わ
っ
た
子
は
立
っ
て
、
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
あ
げ
て
ね
」

（
タ
イ
は
？　

魚
？
）

（
国
の
タ
イ
だ
か
ら
④
）

（
先
生
②
が
な
か
っ
た
よ
）

　

分
類
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
問
う
。

「
一
番
多
か
っ
た
の
は
何
で
す
か
？
」

（
③
外
国
か
ら
き
た
言
葉
）

分
か
っ
た
こ
と
を
作
文
す
る

「
今
日
の
学
習
を
作
文
し
ま
す
」

　

や
っ
た
こ
と
を
中
心
に
、
ア
ウ
ト
ラ

イ
ン
を
示
し
な
が
ら
、
四
文
で
書
か
せ

る
。 ４

カ
タ
カ
ナ
で
書
く
言
葉

　

カ
タ
カ
ナ
で
書
く
言
葉
を
二

し
ゅ
る
い
に
分
け
ま
し
た
。

　

教
科
書
で
は
、
四
し
ゅ
る
い
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

八
枚
の
カ
ー
ド
を
四
種
類
で
分

け
る
と
、
③
外
国
か
ら
き
た
言
葉

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ガ
ラ
ガ
ラ
と
ワ
ン
ワ
ン
が
仲
間

外
れ
で
し
た
。

カ
タ
カ
ナ
で
書
く
言
葉

　

カ
タ
カ
ナ
で
書
く
言
葉
を
三

し
ゅ
る
い
に
分
け
ま
し
た
。

　

教
科
書
で
は
、
四
し
ゅ
る
い
に

分
け
ま
し
た
。

　

八
枚
の
カ
ー
ド
を
四
種
類
で
分

け
る
と
、
③
外
国
か
ら
き
た
言
葉

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ど
う
し
て
、
③
外
国
か
ら
き
た

言
葉
が
多
い
の
か
知
り
た
い
で
す
。

書
け
た
児
童
か
ら
、
最
後
の
四
文
目

の
感
想
を
指
名
な
し
発
表
さ
せ
る
。

　

こ
れ
は
、
書
け
て
い
な
い
子
へ
の
ヒ

ン
ト
と
時
間
調
整
の
た
め
で
あ
る
。

（
③
が
五
枚
も
あ
り
ま
し
た
）

（
カ
タ
カ
ナ
が
四
し
ゅ
る
い
に
分
け
ら

れ
る
な
ん
て
し
ら
な
か
っ
た
で
す
）

（
カ
タ
カ
ナ
を
分
け
る
と
い
ろ
い
ろ
な

分
け
方
や
な
き
ご
え
の
こ
と
が
わ
か
っ

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
）

（
家
で
も
っ
と
さ
が
し
て
な
か
ま
分
け

を
し
た
い
で
す
）

日
常
化
さ
せ
る

「
今
日
の
日
記
は
、『
カ
タ
カ
ナ
を
さ

が
そ
う
』
で
す
。
お
家
で
も
探
し
て
、

四
つ
に
分
類
し
て
み
て
ね
」

　

子
供
た
ち
は
学
校
で
習
っ
た
こ
と
を

使
い
た
が
る
。

　

二
時
間
目
は
、
教
科
書
、
日
記
の
言

葉
を
含
め
、
カ
タ
カ
ナ
で
短
文
を
た
く

さ
ん
つ
く
ら
せ
る
。

　

書
く
こ
と
で
更
に
身
に
付
く
。

５

国
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と
、
空
け
な
い
で
読
む
の
を
比
べ

な
が
ら
読
ん
で
ご
ら
ん
。

Ｔ
：
ど
ん
な
ふ
う
に
違
い
ま
す

か
？　
「
間
を
空
け
て
読
ん

だ
ら
、
こ
ん
な
ふ
う
に
違

い
ま
し
た
」
と
言
っ
て
か
ら
、

詩
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｃ
：
空
け
て
読
ん
だ
ら
「
上
を
見
て

い
る
よ
う
な
感
じ
」
が
し
ま
し
た
。

Ｃ
：
空
け
て
読
ん
だ
ら
、
本
当
に

「
出
た
」
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し

た
。

Ｃ
：
空
け
て
読
ん
だ
ら
「
ゆ
っ
た
り

し
た
感
じ
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

Ｔ
：「
ぼ
く
を　
み
て
い
る
」

も
、
間
を
空
け
る
の
と
、
空

け
な
い
の
と
比
べ
な
が
ら
、

読
ん
で
ご
ら
ん
。

Ｔ
：
ど
ん
な
ふ
う
に
違
い
ま
す
か
？

Ｃ
：
見
ら
れ
て
い
る
感
じ
が
強
く
な

る
と
思
い
ま
し
た
。

Ｃ
：
空
け
る
と
、
話
者
が
考
え
な
が

ら
こ
の
詩
を
読
ん
で
い
る
と
思
い

ん
で
い
た
人
が
二
人
い
ま

し
た
。

Ｔ
：
も
う
一
度
、
挑
戦
す
る
人
は
い

ま
す
か
？

挑
戦
者
に
音
読
を
さ
せ
る
。

教
科
書
の
空
白
を
意
識
し
て
読
む

子
が
増
え
て
い
く
。
教
科
書
ど
お
り

に
読
ん
で
い
た
子
数
人
に
、
再
度
音

読
を
さ
せ
る
。

Ｔ
：
ど
う
や
っ
て
読
む
と
、
教

科
書
ど
お
り
な
の
で
し
ょ

う
か
？

Ｃ
：
文
字
と
文
字
の
間
が
空
い
て
い

る
と
こ
ろ
を
空
け
て
読
ん
で
い
る

と
教
科
書
ど
お
り
で
す
。

Ｔ
：
間
が
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
何

か
所
あ
り
ま
す
か
？

Ｃ
：
二
か
所
で
す
。

読
み
の
変
化
を
確
認

Ｔ
：
最
初
の
間
の
と
こ
ろ
を
指
で
押

さ
え
ま
す
。
間
を
空
け
て
読
む
の

２

3年
Japanese
国語

を
意
識
し
て
読
む
と
、
読
み
方
が
す

ご
く
変
化
す
る
詩
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
空
白
を
意
識
し
て
読
め

て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
範

読
を
せ
ず
に
、
音
読
を
さ
せ
る
。

Ｔ
：
音
読
し
ま
す
。
三
回
読
ん
だ
ら

座
り
ま
す
。

Ｔ
：
何
連
の
詩
で
す
か
？

Ｃ
：
二
連
で
す
。

Ｔ
：
一
人
ず
つ
読
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

Ａ
さ
ん
か
ら
ど
う
ぞ
。

列
指
名
で
、
詩
の
最
初
か
ら
最
後

ま
で
音
読
さ
せ
る
。
教
師
は
、
一
人

一
人
に
評
価
を
せ
ず
に
聞
く
。

Ｔ
：
今
、
教
科
書
ど
お
り
に
読

音
読
で
確
認

こ
の
詩
に
は
、
一
字
空
き
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
二
か
所
あ
る
。

谷
和
樹
氏
は
、
国
語
の
読
解
の
授

業
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て

い
る
。

こ
の
行
に
だ
け
、
文
の
途
中
に

「
空
白
」
が
一
文
字
あ
り
ま
す
。

詩
の
よ
う
な
作
品
に
あ
る
こ
う

し
た
空
白
。
腕
の
い
い
授
業
者

は
、
決
し
て
見
逃
し
ま
せ
ん
。

（
谷
和
樹
の
「
教
育
新
宝
島
」

vol.43 Part1

）

「
い
ち
ば
ん
ぼ
し
」
も
、
空
白
や
連

１

「いちばんぼし」（まど・み
ちお）空白を意識して読む
空白を意識すると、読み方が変
わる。音読を通して「あれども
見えず」が見えてくる。

教育出版・３年下・P72-73

静岡県静岡市立清水有度第二小学校

手
て

塚
づか

美
み

和
わ

奈
な

良
ら

部
べ

芙
ふ

由
ゆ

子
こ

静岡県公立小学校
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ね
。

　
「
ま
る
で　
う
ち
ゅ
う
の　
目
の

よ
う
に
見
え
た
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

Ｔ
：
〜
の
よ
う
だ
と
い
う
文
を

使
っ
た
文
を
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
作
り
ま
し
ょ
う
。

一
つ
書
け
た
ら
、
持
っ
て

き
ま
す
。

一
つ
作
っ
た
子
か
ら
持
っ
て
こ
さ

せ
る
。
褒
め
て
、
文
を
黒
板
に
書
か

せ
る
。
黒
板
に
書
か
れ
た
文
を
次
々

に
み
ん
な
で
読
ん
で
い
く
。

最
後
ま
で
、
子
供
た
ち
が
熱
中
す

る
授
業
に
な
っ
た
。

Ｃ
：（
元
気
が
な
い
）
あ
あ

Ｃ
：（
び
っ
く
り
し
た
）
あ
あ
！

Ｃ
：（
暗
く
）
あ
あ
…
…

Ｃ
：（
尋
ね
る
よ
う
に
）
あ
あ
？

Ｃ
：（
感
動
し
て
）
あ
あ
ー
…
…

Ｃ
：（
静
か
な
）
ぁ
ぁ

Ｔ
：
今
度
は
、
い
ろ
い
ろ
な
「
あ

あ
」
で
「
あ
あ　

う
ち
ゅ
う
が　

ぼ
く
を　
み
て
い
る
」
を
音
読
し

ま
し
ょ
う
。

Ｔ
：
ど
の
読
み
方
が
、
気
に
入
り
ま

し
た
か
？　
な
ぜ
、
そ
の
読
み
方

が
気
に
入
っ
た
の
か
、
理
由
を

ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

書
い
た
も
の
を
、
一
人
ず
つ
発
表

さ
せ
る
。
理
由
を
言
っ
た
後
に
、

「
あ
あ　

う
ち
ゅ
う
が　

ぼ
く
を　

み
て
い
る
」

を
、
自
分
が
選
ん
だ
読
み
方
で
読
ま

せ
た
。

Ｃ
：
驚
い
て
い
る
「
あ
あ
」
が
良
い

と
思
い
ま
す
。
驚
き
と
感
動
を

も
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

Ｃ
：
発
見
し
た
「
あ
あ
」
が
良
い
と

思
い
ま
す
。
宇
宙
が
僕
を
見
て
い

る
こ
と
に
初
め
て
気
付
い
た
か
ら

で
す
。

Ｃ
：
感
動
の
「
あ
あ
」
が
い
い
と
思

い
ま
し
た
。
僕
も
こ
の
前
、
山
に

行
っ
て
、
星
空
を
見
て
同
じ
よ
う

な
声
を
出
し
た
か
ら
で
す
。

教
師
は
、
子
供
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ

の
読
み
方
を
、
全
て
肯
定
し
な
が
ら

聞
い
て
い
っ
た
。

自
分
の
読
み
方
で
味
わ
う

Ｔ
：
自
分
が
選
ん
だ
読
み
方
で
、

最
初
か
ら
最
後
ま
で
読
み

ま
し
ょ
う
。

最
初
に
全
文
を
音
読
し
た
時
よ
り
、

子
供
た
ち
の
読
み
方
が
明
ら
か
に
変

化
し
て
い
た
。

パ
ロ
デ
ィ
に
挑
戦

Ｔ
：「
う
ち
ゅ
う
の　

目
の
よ
う

だ
」
は
、
本
当
に
う
ち
ゅ
う
の
目

だ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

４５

ま
し
た
。

Ｃ
：
空
け
る
と
、「
ぼ
く
を
」
っ
て

言
っ
て
か
ら
「
見
て
い
る
」
こ
と

に
気
付
い
た
と
思
い
ま
し
た
。

Ｃ
：
空
け
る
と
、
や
っ
ぱ
り
僕
を
見

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

Ｔ
：「
連
」
と
「
一
文
字
の
空

き
」
を
意
識
し
て
、
も
う

一
度
読
み
ま
し
ょ
う
。

「
あ
あ
」
の
読
み
方
の
検
討

Ｔ
：
何
が
、
誰
が
、
僕
を
見
て
い
る

の
で
す
か
？

Ｃ
：
宇
宙
で
す
。

Ｔ
：「
宇
宙
が
僕
を
見
て
い
る
」
の

前
に
「
あ
あ
」
と
あ
り
ま
す
。

Ｔ
：
こ
の
「
あ
あ
」
は
ど
の
よ

う
に
読
ん
だ
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
？　

い
ろ
ん
な
読

み
方
で
「
あ
あ
」
を
言
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｃ
：（
普
通
に
）
あ
あ

３
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ご
ら
ん
。

発
問  

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
か
。

指
示  

五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
短

い
詩
を
、短
歌
と
言
い
ま
す
。言
っ

て
ご
ら
ん
。

発
問  

短
歌
は
、
全
部
で
何
音
か
ら

で
き
て
い
ま
す
か
。

【
三
一
音
】

発
問  

三
一
音
に
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
詠
ん
で
い
た
の
で
す
か
。
教

科
書
か
ら
見
付
け
て
ご
ら
ん
。

【
季
節
や
自
然
、人
生
、人
を
思
う
心
】

教
科
書
を
知
的
に
学
ぶ

　

東
京
書
籍
四
年
下
「
百
人
一
首
に

親
し
も
う
」
を
、
次
の
よ
う
に
展
開

し
た
。

　

こ
の
授
業
を
行
う
た
め
、
自
作
の

授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
た
。
記

事
中
の
画
像
は
全
て
コ
ン
テ
ン
ツ
の

も
の
で
あ
る
。

﹇
授
業
展
開
例
﹈

指
示  

先
生
の
後
に
つ
い
て
、
詠
み

ま
す
。

指
示  

こ
の
よ
う
な
詩
（
う
た
）
を
、

百
人
一
首
と
言
い
ま
す
。
言
っ
て

ご
ら
ん
。

指
示  
全
て
、
ひ
ら
が
な
で
表
し
ま

し
た
。
各
行
の
文
字
数
を
数
え
て

１

１ 月、百人一首を知
的に学ぶ
「百人一首に親しもう」授業展開。

4年

三重県玉城町立下外城田小学校

福
ふく

井
い

慎
まこと

東京書籍・４年下・P66-71

﹇
福
井
作
成
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
②
﹈

﹇
福
井
作
成
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
①
﹈

Japanese
国語

TOSS授業技量検定六段
福井慎の国語授業
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る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
か
。
そ
れ
ぞ

れ
、
何
と
言
い
ま

し
た
か
。

【
始
め
…
上
の
句
、

後
…
下
の
句
】

発
問  

短
歌
は
、
何

音
か
ら
で
き
て
い

ま
し
た
か
。

【
三
一
音
】

（
例
外
も
あ
り
）

発
問  

三
一
音
で
、

何
を
表
そ
う
と
し

た
の
で
す
か
。

【
季
節
や
自
然
、
人
生
、
人
を
思
う
心
】

指
示  

自
分
の
好
き
な
百
人
一
首
を
見

付
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
好
き
な
百
人
一
首
を
、
そ
の
理
由
と

と
も
に
交
流
し
て
も
よ
い
。

説
明  
百
人
一
首
は
、
有
名
な
短
歌
を

百
首
、
集
め
た
も
の
で
す
。

指
示  

先
生
の
後
に
つ
い
て
、
詠
み
ま

し
ょ
う
。

説
明  

こ
の
詩
を
二
つ
に
分
け
ま
し
た
。

始
め
の
部
分
を
、「
上
の
句
」、
後
の

部
分
を
、「
下
の
句
」
と
言
い
ま
す
。

発
問  

こ
の
詩
は
、
何
を
詠
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
季
節
や
自
然
、
人

生
、
人
を
思
う
心
か
ら
選
ん
で
ご
ら

ん
。

【
季
節
や
自
然
】

※
同
様
に
、「
田
子
の
浦
に
う
ち
出
で

て
見
れ
ば
白
妙
の
富
士
の
高
嶺
に

雪
は
降
り
つ
つ
」
の
詩
を
取
り
扱

う
。
こ
の
詩
で
は
、
字
あ
ま
り
を
教

え
る
。

※
「
奥
山
に
紅
葉
踏
み
分
け
鳴
く
鹿
の

声
聞
く
時
ぞ
秋
は
悲
し
き
」
の
詩
を

扱
う
。学

び
を
深
め
る

指
示  

先
生
の
後
に
つ
い
て
、
詠
み
ま

し
ょ
う
。

発
問  

上
の
句
は
、
ど
の
部
分
で
す
か
。

【
奥
山
に
紅
葉
踏
み
分
け
鳴
く
鹿
の
】

発
問  

下
の
句
は
、
ど
の
部
分
で
す
か
。

【
声
聞
く
時
ぞ
秋
は
悲
し
き
】

発
問  

こ
の
詩
は
、
何
を
詠
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

【
季
節
や
自
然
】

※
「
久
方
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
し

づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
む
」（
人
生

を
詠
ん
だ
詩
）、「
人
は
い
さ
心
も
知

ら
ず
古
里
は
花
ぞ
昔
の
香
に
に
ほ

い
け
る
」（
人
を
思
う
心
を
詠
ん
だ

詩
）
の
二
つ
の
詩
を
取
り
扱
う
。

発
問  

短
歌
は
、
二
つ
の
部
分
に
分
け

２

国
算 4・8・1月号特別企画！ 福井慎の国語授業
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肌　

Ｂ　

鼻　

Ｃ　

そ
の
他
』
と
い

う
よ
う
に
選
択
肢
を
示
し
た
方
が
良

い
」（
文
責
：
井
戸
）。

「
深
く
」
を
説
明
す
る

発
問
４  

「
深
く
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
で
す
か
。
説
明
で

き
る
人
。

　

子
供
た
ち
か
ら
出
た
三
つ
を
短
く

板
書
し
た
。

Ａ　
ふ
ん
だ
と
き
に
足
で
感
じ

た

Ｂ　
落
葉
の
色

Ｃ　
葉
が
つ
み
重
な
っ
て
い
る

　

私
が
考
え
て
い
た
三
つ
が
即
座
に

出
て
き
た
。
子
供
た
ち
を
褒
め
た
。

自
分
の
考
え
に
近
い
の
は
ど
れ
か
挙

手
さ
せ
た
。

　

こ
こ
は
、
Ａ
が
触
覚
、
Ｂ
Ｃ
が
視

覚
で
あ
る
。「
話
者
が
『
柿
の
落
葉

深
く
』
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
Ａ
の

触
覚
か
Ｂ
Ｃ
の
視
覚
か
を
尋
ね
る
と

４

「
解
釈
さ
せ
る
前
に
、
知
ら
な
い
言

葉
は
教
え
る
」「
画
像
や
映
像
で
示

す
」、
学
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
で
伴
一

孝
氏
か
ら
繰
り
返
し
教
わ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。落

葉
は
一
枚
か
、た
く
さ
ん
か

発
問
１  

落
葉
は
ど
れ
だ
け
落

ち
て
い
ま
す
か
。
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
、
一
枚
か
？　
た

く
さ
ん
か
？　
挙
手
し
ま
す
。

　
Ａ　
一
枚

　
Ｂ　
た
く
さ
ん

２

発
問
２  

こ
れ
は
、
た
く
さ
ん

で
す
。
ど
の
言
葉
か
ら
分
か

り
ま
す
か
。

　

こ
こ
で
は
、
た
く
さ
ん
で
あ
る
と

押
さ
え
、
そ
の
根
拠
と
な
る
言
葉
を

探
さ
せ
る
。「
深
く
」「
寒
さ
を
驚
き

ぬ
」
が
出
た
。
そ
こ
が
根
拠
と
な
る

理
由
を
簡
単
に
説
明
さ
せ
た
。

話
者
は
、
な
ぜ
驚
い
た
の
か

発
問
３  

「
驚
き
ぬ
」
は
「
驚

い
た
よ
」
と
い
う
意
味
で
す
。

話
者
は
、
な
ぜ
驚
い
た
の
で

す
か
。

「
風
が
冷
た
か
っ
た
か
ら
」「
ひ
ん

や
り
し
て
い
た
か
ら
」「
落
葉
が
た

く
さ
ん
落
ち
て
い
た
か
ら
」

　

授
業
後
、
伴
氏
に
こ
の
日
の
授
業

に
つ
い
て
説
明
し
、
質
問
を
し
た
。

「
こ
こ
の
発
問
は
、『
な
ぜ
』
と
問

う
の
で
は
な
く
、『
今
朝
の
寒
さ
を

ど
こ
で
感
じ
た
か
』
と
尋
ね
、『
Ａ　

３

字
余
り
を
扱
う

「
五
七
五
七
七
」「
上
の
句
、下
の
句
」

「
字
余
り　

字
足
ら
ず
」
を
教
え
る
。

こ
の
短
歌
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

指
で
数
え
さ
せ
る
。
最
後
が
「
九
」

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
九
」
の
字

余
り
か
ら
扱
う
。「
柿
」「
柿
の
落
葉
」

の
画
像
を
見
せ
る
。
柿
の
落
葉
は
、

オ
レ
ン
ジ
や
黄
色
、
赤
な
ど
明
る
い

色
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
、「
露
」
も

画
像
で
見
せ
て
、
水
蒸
気
が
冷
え
て
、

植
物
な
ど
に
付
い
て
い
る
水
滴
の
こ

と
で
あ
る
こ
と
、「
し
と
し
と
」
と

は
、
こ
の
水
滴
が
ぽ
た
ぽ
た
落
ち
る

様
子
を
言
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
る
。

１

伊藤左千夫の短歌
「おりたちて今朝の寒さを驚きぬ　
露しとしとと柿の落葉深く」
教えたいことも、考えさせたい
こともたくさんある。それを取
捨選択して授業することで、子
供が熱中する授業になる。

東京書籍・５年・P209

5年
Japanese
国語

愛知県豊田市立中山小学校
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良
い
」
と
伴
氏
。
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。

子
供
か
ら
出
た
意
見
を
ま
と
め
て
示
す

力
が
必
要
だ
。

落
葉
を
踏
ん
だ
の
か

「
ふ
ん
だ
と
き
に
足
で
感
じ
た
」
と
い

う
意
見
を
取
り
上
げ
、
尋
ね
た
。

発
問
５  

話
者
は
落
葉
を
踏
ん
だ

の
で
す
か
。
踏
ん
で
い
な
い
の

で
す
か
。

（
挙
手
で
確
認
後
）
踏
ん
だ
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
五
字
。
ど
れ
で
す
か
。

「
お
り
た
ち
て
」「
し
と
し
と
と
」

　

こ
の
二
つ
が
出
た
。

「
お
り
た
ち
て
」
を
先
に
扱
い
、
時
間

が
な
く
、「
し
と
し
と
と
」
を
扱
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
大
人
し
い
女
の

子
の
意
見
で
あ
る
。
悔
や
ま
れ
る
。

「
お
り
た
ち
て
」
を
漢
字
で
書
く
と
、

「
降
り
立
ち
て
」「
下
り
立
ち
て
」
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
を
扱
っ
た
後
、
次
の
発

問
を
し
た
。

５

発
問
６  

話
者
は
ど
こ
か
ら
ど
こ

へ
お
り
た
っ
た
の
で
す
か
。

「
玄
関
か
ら
外
に
出
た
」「
二
階
か
ら

階
段
を
お
り
て
一
階
へ
」「
玄
関
で
は

な
く
て
、
庭
に
お
り
る
こ
と
が
で
き
る

窓
か
ら
庭
へ
」

話
者
は
何
を
履
い
て
い
た
の
か

「
二
階
か
ら
一
階
へ
」
と
い
う
意
見
が

出
た
の
で
、
話
者
が
お
り
た
っ
た
の
は
、

家
の
中
か
外
か
確
認
し
た
。
こ
こ
で
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
外
」
の
可
能
性

が
高
い
こ
と
を
押
さ
え
た
。

発
問
７  

話
者
は
何
を
履
い
て
い

ま
し
た
か
。

「
長
靴
」「
草
履
」「
下
駄
」
と
い
う
意

見
が
出
た
。
そ
の
後
、「
話
者
は
、
本

当
に
何
か
を
履
い
て
い
た
の
で
す
か
」

と
尋
ね
た
。「
裸
足
！
」
と
声
が
上
が
っ

た
。
次
の
よ
う
に
板
書
し
た
。

６

Ａ　
長
ぐ
つ
、
く
つ

Ｂ　
ぞ
う
り
、
げ
た

Ｃ　
は
だ
し

　

こ
こ
は
、「
話
者
は
何
か
を
履
い
て

い
た
の
で
す
か
。そ
れ
と
も
、裸
足
だ
っ

た
の
で
す
か
」
と
聞
け
ば
よ
い
と
伴
氏
。

確
か
に
、
子
供
た
ち
に
あ
れ
こ
れ
考
え

さ
せ
る
と
良
い
場
合
も
あ
る
が
、
明
確

に
選
択
肢
を
与
え
て
考
え
さ
せ
た
方
が

こ
こ
で
は
分
か
り
や
す
い
。

下
の
句
を
説
明
す
る

　

こ
こ
ま
で
で
三
〇
分
。
残
り
五
分
と

な
っ
た
の
で
、最
後
に
こ
の
指
示
を
し
た
。

指
示  

こ
こ
ま
で
考
え
た
こ
と
を

も
と
に
、「
露
し
と
し
と
と
柿

の
落
葉
深
く
」
を
説
明
し
な
さ

い
。
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

【「
露
」「
し
と
し
と
」「
落
葉
」
に

ふ
れ
て
い
る
】

①　

柿
の
落
葉
が
露
で
ぬ
れ
て
い

７

る
。

②　

露
で
落
葉
が
し
と
し
と
と

な
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

③　

柿
の
落
葉
が
露
で
ぬ
れ
て
い

た
か
ら
し
と
し
と
と
書
い
た
と

思
い
ま
し
た
。

【「
深
く
」
に
も
ふ
れ
て
い
る
】

④　

露
の
し
っ
け
で
柿
の
落
葉
が

深
く
つ
も
る
と
い
う
意
味
。

⑤　

露
が
か
か
っ
た
落
葉
と
今
落

ち
た
落
葉
が
深
く
た
ま
っ
て
い

る
感
じ
。

【「
触
覚
」
に
も
ふ
れ
て
い
る
】

⑥　

落
葉
を
ふ
ん
だ
ら
、
す
い
て

き
を
足
で
感
じ
た
の
か
な
と
思

い
ま
し
た
。

⑦　

自
分
の
足
が
露
で
ぬ
れ
て
い

る
。

【
上
の
句
に
も
触
れ
て
い
る
】

⑧　

柿
の
落
葉
の
深
さ
を
感
じ
る

た
め
に
は
だ
し
で
出
て
、
は
だ

し
で
落
葉
を
ふ
む
と
、
寒
く
て

驚
い
た
。
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ま
す
。

指
示
２  

「
あ
」
の
付
く
言
葉
、

書
き
出
し
な
さ
い
。

　

同
様
に
、
共
有
す
る
。

発
問
２  

「
あ
」
一
文
字
で
、

共
通
の
意
味
が
あ
る
？　
な

い
？　

→
あ
り
ま
せ
ん
。

説
明
２  

意
味
は
な
く
、
音
の

み
を
表
す
文
字
を
表
音
文
字

と
言
い
ま
す
。

業
」
を
紹
介
す
る
。

授
業
の
実
際

指
示
１  

「
動
」
の
付
く
言
葉

を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
に
発
表
さ
せ
て
、
黒
板

に
出
さ
せ
て
い
く
。

発
問
１  

「
動
」
だ
け
で
、
意

味
が
あ
る
？　
な
い
？

→
あ
る
。「
う
ご
く
」
と
い
う
意
味
。

説
明
１  

一
文
字
で
意
味
を
表

す
文
字
を
表
意
文
字
と
言
い

２
参観日にお勧め、日
本の文字文化のすば
らしさを授業する
漢字は表意文字であり、我々が使って
いる「漢字かな交じり文」は先人の知
恵と工夫の結晶であることを知る。

6年

大阪府摂津市立鳥飼小学校

本
もと

吉
よし

伸
のぶ

行
ゆき

光村図書・６年・P200-202

日
本
の
文
字
文
化

　

光
村
図
書
一
月
教
材
に
、「
日
本

の
文
字
文
化
」
と
い
う
、
二
時
間
扱

い
の
単
元
が
あ
る
。
指
導
目
標
の
一

つ
が
、

　

語
句
の
由
来
な
ど
に
関
心
を

も
ち
、
仮
名
及
び
漢
字
の
由
来
、

特
質
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。（
知
・
技
⑶
ウ
）

で
あ
る
。

　

様
々
な
楽
し
い
活
動
に
よ
り
、
我

が
国
の
文
字
文
化
に
興
味
と
関
心
を

も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
参
観
日

等
に
お
勧
め
の
「
漢
字
文
化
の
授

１

発
問
３  

表
音
文
字
に
は
、
ひ

ら
が
な
以
外
に
ど
ん
な
も
の

が
あ
る
？

→
カ
タ
カ
ナ　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト　

ロ
ー
マ
字
な
ど
。

説
明
３  

現
在
使
わ
れ
て
い
る

表
音
文
字
は
、
二
七
種
類
く

ら
い
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
（
一
部
の
少
数
民
族
が

使
っ
て
い
る
も
の
は
省
く
）。

発
問
４  

現
在
使
わ
れ
て
い
る

表
意
文
字
は
、
何
種
類
く
ら

い
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？

→
現
存
し
て
い
て
主
に
使
わ
れ
て
い

る
の
は
一
種
類
。
漢
字
は
ほ
ぼ
唯
一

の
表
意
文
字
で
す
。

発
問
５  

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は

表
音
文
字
で
す
。
こ
の
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
ず
っ
と
表

音
文
字
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

か
？

Japanese
国語

TOSS授業技量検定五段
本吉伸行の国語授業



39 2025. 1

→
違
い
ま
す
。
初
め
は
、
意
味
の
あ
る

表
意
文
字
で
し
た
。

説
明
４  
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
限

ら
ず
、
文
字
は
、
お
お
む
ね
、

表
意
か
ら
表
音
に
代
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
つ
ま
り
、
文
字
の
進

化
は
、
表
意
か
ら
表
音
へ
と
い

う
考
え
方
が
あ
る
の
で
す
。

発
問
６  

そ
う
考
え
る
と
、
漢
字

は
、
遅
れ
た
文
字
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
意
見
に
賛

成
で
す
か
？　
反
対
で
す
か
？

（
簡
単
に
討
論
さ
せ
て
も
良
い
）

指
示
３  

次
に
画
面
に
出
る
字
を

一
瞬
で
読
み
な
さ
い
。

　

ロ
ー
マ
字
、
ひ
ら
が
な
、
漢
字
。
そ

れ
ぞ
れ
を
、
一
秒
だ
け
出
し
て
、
ど
れ

が
素
早
く
読
め
る
か
比
較
す
る
（
フ

ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・
pp
コ
ン
テ
ン
ツ
な

ど
を
活
用
）。

　

漢
字
は
素
早
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

説
明
５  

表
意
文
字
の
漢
字
は
、

今
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
前
に
中

国
か
ら
日
本
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

発
問
７  

中
国
か
ら
漢
字
が
伝
わ

る
ま
で
、
日
本
に
は
文
字
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？

→
な
か
っ
た
。

発
問
８  

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ

が
で
き
た
の
は
、
何
年
前
く
ら

い
で
し
ょ
う
？

→
お
お
む
ね
一
〇
〇
〇
年
前
。

発
問
９  

つ
ま
り
、
一
〇
〇
〇
年

間
は
、
日
本
人
は
、
漢
字
の
み

で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
漢

字
し
か
な
い
と
、
ど
う
頑
張
っ

て
も
表
せ
な
い
も
の
が
出
て
き

ま
す
。
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？

→
日
本
に
し
か
な
い
も
の
。
地
名
。
人

名
を
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

指
示
４
そ
の
困
っ
た
こ
と
を
あ

る
方
法
で
解
決
し
ま
し
た
。
読

み
ま
す
。

→
①
ひ
み
こ　

②
い
ず
も

説
明
６  

人
名
、
地
名
を
漢
字
の

表
音
の
性
質
を
利
用
し
て
、
表

す
よ
う
に
し
た
の
で
す
。
こ
の

よ
う
に
漢
字
の
音
を
当
て
て
、

表
し
た
も
の
を
万
葉
仮
名
と
い

い
ま
す
。

発
問
10  

最
古
の
書
物
。
古
事
記
、

万
葉
集
に
も
、
万
葉
仮
名
が
出

て
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
何
と

読
む
と
思
い
ま
す
か
？

　

全
て
「
や
ま
」
と
読
む
。

発
問
11  

こ
の
よ
う
に
、
も
は
や

暗
号
の
よ
う
な
も
の
で
、
読
み

に
く
い
。
そ
こ
で
開
発
さ
れ
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。何
で
す
か
？

→
カ
タ
カ
ナ
、
ひ
ら
が
な
の
登
場
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
漢
字
の
一
部
と
、

そ
の
音
を
利
用
し
て
、
ひ
ら
が
な
、
カ

タ
カ
ナ
が
で
き
た
の
で
す
。

　

我
々
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て

い
る
漢
字
か
な
交
じ
り
文
は
、
先
人
の

知
恵
の
結
晶
に
よ
り
、
残
っ
た
す
ば
ら

し
い
文
字
文
化
な
の
で
す
。

動画
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「
一
度
食
塩
を
溶
か
し
た
水
に
更
に

食
塩
は
溶
け
る
の
か
？
」
と
問
い
、

予
想
さ
せ
、
教
師
実
験
で
、
ま
だ
溶

け
る
こ
と
を
見
せ
る
。
そ
し
て
「
食

塩
や
ミ
ョ
ウ
バ
ン
の
溶
け
る
量
に
限

り
は
あ
る
か
」
と
問
い
を
も
た
せ
、

予
想
と
そ
の
理
由
を
、
生
活
経
験
を

基
に
書
か
せ
る
。

「
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
の
使
い
方
」
と

「
計
量
ス
プ
ー
ン
す
り
切
り
一
杯
の

量
り
方
」
を
教
え
る
。

下
図
を
示
し
、
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

１
問
題
を
つ
か
む

２
実
験
器
具
の
使
い
方
を
習
得

の
目
盛
り
の
読
み
方
を
二
点
教
え
る
。

①　

水
を
入
れ
て
横
か
ら
見
る
と
、

水
面
の
中
央
が
凹
ん
で
い
る
。

②　

真
横
か
ら
液
面
を
見
る
と
、
正

確
に
読
み
取
れ
る
。

次
に
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
で
50
ｍ

Ｌ
を
量
る
練
習
を
す
る
。
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
児
童
は
教
師
の
と
こ
ろ

に
来
て
実
技
テ
ス
ト
を
す
る
。
合
格

し
た
ら
ミ
ニ
先
生
と
し
て
他
の
子
に

合
格
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

こ
こ
で
ク
ラ
ス
全
員
を
合
格
さ
せ
る
。

次
に
、「
計
量
ス
プ
ー
ン
の
す
り

切
り
」
も
練
習
す
る
。
計
量
ス
プ
ー

ン
で
量
り
取
り
、
割
り
箸
で
す
り
切

る
。
班
で
お
互
い
に
確
認
さ
せ
る
。

　

計
量
ス
プ
ー
ン
で
す
り
切
り
一
杯

ず
つ
水
に
入
れ
、
ガ
ラ
ス
棒
で
か
き

混
ぜ
て
、
何
杯
溶
け
る
か
調
べ
る
。

溶
け
残
り
が
出
た
ら
止
め
て
、
記
録

す
る
。
食
塩
の
実
験
後
、
ミ
ョ
ウ
バ

ン
も
実
験
す
る
。

結
果
か
ら
、
溶
け
る
量
に
限
り
が

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
の
に
よ
っ

て
溶
け
る
量
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に

も
気
付
か
せ
、
ま
と
め
る
。

物
が
水
に
溶
け
る
量
に
は

限
り
が
あ
る
。

物
に
よ
っ
て
、
水
に
溶
け
る

量
に
は
違
い
が
あ
る
。

３
実
験
結
果
か
ら
ま
と
め
る

理科

基礎・基本

Science

実験道具の使い方
を習得させてから
実験を行う
合格した子をミニ先生にし
て、全員がメスシリンダー
を使えるようにする。

大阪府貝塚市立東山小学校

蔭
かげ

西
にし

孝
たかし

東京書籍・５年・P101-102
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る
。複

数
の
方
法
で
確
か
め
る
こ
と
で
、

よ
り
確
か
に
な
る
。
時
間
が
あ
れ
ば
、

１
の
実
験
で
砂
糖
も
確
か
め
さ
せ
る
。

そ
う
す
る
と
、
後
半
で
確
か
め
る
白

い
粉
が
三
種
類
に
な
り
、
探
究
を
よ

り
楽
し
め
る
。

さ
せ
る
。
次
の
も
の
を
準
備
す
る
。

・
二
種
類
の
白
い
粉

・
ミ
ョ
ウ
バ
ン
と
食
塩

・
電
子
て
ん
び
ん

・
計
量
用
の
小
さ
な
カ
ッ
プ

・
計
量
ス
プ
ー
ン

・
す
り
切
り
用
の
割
り
箸

結
果
は
溶
け
る
量
が
少
な
い
方
が

ミ
ョ
ウ
バ
ン
で
あ
り
、
同
じ
体
積
で

比
べ
た
と
き
、
重
い
方
が
食
塩
で
あ

「
水
に
物
が
溶
け
る
量
に
は
限
度
が

あ
る
か
」
と
い
う
問
い
を
確
認
し
、

予
想
と
実
験
方
法
を
記
入
す
る
。
そ

の
際
、
次
の
指
導
を
す
る
。

①　

水
の
か
さ
を
量
る
と
き
、
ビ
ー

カ
ー
の
目
盛
り
で
は
な
く
、
メ
ス

シ
リ
ン
ダ
ー
を
使
う
。

②　

使
い
た
い
道
具
を
全
て
ノ
ー
ト

に
書
く
。

③　

食
塩
と
ミ
ョ
ウ
バ
ン
で
調
べ
る
。

班
ご
と
に
教
師
が
確
か
め
、
合
格

し
た
班
か
ら
実
験
を
す
る
。
結
果
を

共
有
し
、「
溶
け
る
量
に
は
限
度
が

あ
る
こ
と
」「
物
に
よ
っ
て
溶
け
る

１
溶
け
る
量
の
限
度
を
確
か
め
る

量
は
違
う
こ
と
」
を
確
認
す
る
。

　

食
塩
と
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
用
意
し
、

次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

ど
ち
ら
が
ミ
ョ
ウ
バ
ン
か
食

塩
か
分
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

見
分
け
る
方
法
を
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
班
で
出
し
な
さ
い
。

　

予
想
さ
れ
る
児
童
の
考
え
。

・
な
め
る
。

・
水
に
溶
け
る
量
を
比
べ
る
。

・
重
さ
を
比
べ
る
。

・
見
た
目

　

な
め
る
以
外
の
方
法
で
、
実
験
を

２
二
つ
の
白
い
粉
を
判
定
す
る

理科
Science

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び

実験結果を基に、
物質を見分ける
探究活動をする
学んだ知識を生かして、
様々な方法で正体を確かめ、
探究的な学びへつなげる。

大阪府貝塚市立東山小学校

蔭
かげ

西
にし

孝
たかし

東京書籍・５年・P101-102
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言
っ
た
り
、
友
達
の
意
見

を
聞
い
た
り
し
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
が
自
由
に
議
論
す
る
た

め
に
は
、
学
級
が
安
心
し
て
何
で
も

言
え
る
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
教
師
は
、
子
供
の

シ
ー
ト
や
発
言
を
見
取
り
、
目
の
前

に
い
る
子
供
た
ち
に
必
要
な
発
問
を

考
え
る
。
こ
の
ク
ラ
ス
な
ら
、
次
の

発
問
を
す
れ
ば
、
熱
中
す
る
だ
ろ
う
。

発
問
１  

こ
の
バ
ス
停
に
、
ど

ん
な
ル
ー
ル
が
あ
れ
ば
、
み

ん
な
幸
せ
に
な
り
ま
す
か
。

扱
っ
た
授
業
の
基
本
型
と
な
る
。

　

教
科
書
を
読
み
聞
か
せ
た
あ
と
、

次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

指
示
１  

「
学
び

方
シ
ー
ト
」

の
手
順
ど
お

り
に
ま
と
め
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
は
、Canva

ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
を
開
き
、
入
力
す
る
。

指
示
２  

「
改
善
点
」
が
書
け

た
ら
、
友
達
の
と
こ
ろ
に

行
っ
て
、
自
分
の
意
見
を

２
「
雨
の
バ
ス
て
い
り
ゅ
う
所
で
」

を
学
び
方
シ
ー
ト
で
授
業
す
る

　

道
徳
に
つ
い
て
、
谷
和
樹
氏
は
、

教
科
書
の
読
み
物
教
材
の
多
く

は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
な
い

と
語
っ
て
い
る
。

　

実
際
の
生
活
場
面
は
、
そ
ん
な
に

単
純
で
は
な
い
。
様
々
な
状
況
が
複

雑
に
絡
み
合
う
。
だ
か
ら
、
読
み
物

教
材
で
授
業
し
て
も
、
実
際
の
生
活

に
必
要
な
道
徳
的
実
践
力
は
身
に
付

か
な
い
。

　

し
か
し
、
教
科
書
で
あ
る
以
上
、

１

谷
和
樹
氏
の
「
道
徳
セ
ミ

ナ
ー
」

使
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

リ
ア
リ
テ
ィ
の
な
い
読
み
物
教
材

か
ら
、
子
供
が
何
を
学
ぶ
の
か

　

通
常
の
授
業
で
は
、　

主
人
公
の

行
動
に
問
題
が
あ
り
、
そ
の
行
動
を

改
善
さ
せ
よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
の
発

問
が
多
い
。
し
か
し
、
実
生
活
で
起

こ
る
問
題
は
、
一
人
の
行
動
で
起
こ

る
の
で
は
な
い
。
他
人
や
そ
の
場
の

状
況
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

　

リ
ア
リ
テ
ィ
の
な
い
読
み
物
資
料

か
ら
「
そ
の
場
の
状
況
を
推
定
し
、

様
々
な
角
度
か
ら
問
題
を
検
証
し
て

い
く
」。
こ
れ
が
、
教
科
書
教
材
を

「道徳学び方シート」
で、考え議論する
道徳を実践する②
道徳的実践力を高めるため
には、リアリティのない読
み物教材の違和感を、自由
に指摘できる学級の雰囲気
が必要だ！

4年道徳

兵庫県洲本市立安乎小学校

堀
ほり

田
た

和
かず

秀
ひで

日本文教出版・４年
Ｐ48-53

「雨のバスていりゅう所で」

※シート全体はデジタル版で。



新

43   2025. 1

　学 習 指 導 要 領 対 応 　道徳・英語・オンラインの授業実践

教科書に掲載されている学習のゴールは、
「将来の夢について発表できるようになろ
う」である。そこで、TOSS型英会話の「三
構成法」で、対話の形にして変換して指導する。
１　単語練習（Ｔ：教師　Ｃ：児童）
Ｔ：singer   C：singer
Ｔ：cook	 C：cook
Ｔ：soccer player　Ｃ：soccer player
　この３つの語彙を扱う。それぞれ２回→１
回→０回でリピートさせる。ほかにも職業に
関わる語彙が掲載されているが、後のアク
ティビティで増やしていく。

２―１　状況設定
　翻訳せずに、状況をイメージさせ、意味を
理解させる。
Ｔ：�Yoshikawa sensei, I want to be a 

singer. 
　　Because, I like music. 

スライドを使いながら、教師の夢を紹介する。
２―２　問答練習
①　答え方の練習
　先ほど取り上げた３つの語彙で練習する。
Ｔ：I want to be a singer.
Ｃ：I want to be a singer.
②　問答練習１
Ｔ：What do you want to be?
Ｃ：I want to be a singer.　
③　個別練習
　３名立たせて、個別に答えさせる。
④　問い方の練習
Ｔ：What do you want to be?
Ｃ：What do you want to be?
⑤　問答練習２
Ｃ：What do you want to be?
Ｔ：I want to be a singer.　

３　アクティビティ
①　ペアで会話練習

Ｃ：What do you want to be?
Ｃ：I want to be a singer.　
　この段階では、３つの職業から選択する。
②　自分の夢を言う
Ｔ：Everyone, What do you want to be?
Ｃ：I want to be a basketball player.
　　I can play basketball.
　何名かに発表させる。その後、職業に関わ
る語彙をリピートし、自分の夢と理由を言え
るようにする。
③　会話を広げる
Ｔ：�Yoshikawa sensei, I want to be a 

singer. 
　　Because, I like music. 
　さらに理由を一文増やします。例えば？
　教師の夢を例にして、一文付け加える。次
に、子供も、理由を一文増やす。一文ずつな
ので、無理なく会話を広げることができる。

「My Dream」自分
の夢を、友達と伝え
合うまでのステップ
「三構成法」で指導することで、
自分の夢を、一方的な発表で
終わらせず、友達と伝え合う
ことができる。これこそが、
TOSS英会話の基本型である。

埼玉県草加市立新里小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

開隆堂

6年英語
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なやり方をしているのか見たい時でも、広い
シートを探さなくていい。参照したい子のア
イコンをクリックすると、すぐにその子の画
面にいくことができる。
　FigJamで共同編集させる場面では、ぜひ
活用したい機能である。

FigJamで子供の
画面を「見取る」
ワザ
オンラインホワイトボード
の１つ、FigJam（フィグ
ジャム）には、共同編集
中に、子供一人一人の操
作画面を追いかける「フォ
ロー」という機能がある。
この機能を活用するとク
ラウド空間の子供の活動
を、より見取りやすくなる。

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える

学びのプラットフォーム活用編

１　共同編集で子供の活動を「見取る」
　共同編集をさせている時、一人一人が、ど
のような作業をしているのか見取りたい。
　見取ることができれば、その子の取組みを
褒めたり、価値付けたり、さりげなくサポー
トしたりすることができる。
　今までは、机間巡視をしながら、教師の端
末でクラウド内を見ていた。
　画面を拡大しながら、どの子がどのような
作業をしているのか確認していくのだ。
　FigJamというアプリには、子供の作業を

「見取る」際に、強い味方となる機能がある。

スポットライト・フォロー機能

　この機能を使うと、見取りたい子を選び、
クリックするだけで、その子の見ている画面
や作業を、教師の画面に反映することができる。

２　ワンクリックで「フォロー」
　やり方は簡単だ。画
面右上に、共同編集者
のアイコンがずらっと
並んでいる。
　その中から、フォ
ローしたい子のアイコ
ンをクリックすると、今、その子が見ている
画面に、自動的に移動する。
　その子が画面をズームすると
教師の画面もズームされる。見
ている操作画面のまま、教師も
確認できるのだ。
　例えば、写真の読み取りなど
では、その子が「写真のどこに
注目しているのか」も、画面の
動きから見取ることができる。

３　他者参照でも有効
　この「フォロー機能」は子供
同士でも使える。他の人がどん
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

「ファクトチェック」とは
「その情報が正しいのか、
間違っているのか調べる
こと」だ。教科書の情報
と比較させ、ファクト
チェックの重要性を実感
させよう。

生成AIの情報を
ファクトチェックする
活動を組み込もう

情報活用能力を伸ばす指導法

新時代の

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

１　社会科３年「火事からまちを守る」
　教育出版の教科書には、火事の現場で消火
にあたる消防士さんの写真が掲載されている。
この写真をそのまま読み取らせる前に、次の
ような活動を取り入れた。
説明   AIに次のようなお願いをしてみました。
「小学校３年生社会科「消防士さんのお仕
事」を教えるイラストを生成してください」
するとAIはイラストを描いてくれました。

　子供たちから歓声が上がる。しかし、すぐ
に「なんか変だよ…」という声も上がった。
発問   このイラストは正しいですか。

２　教科書の写真や資料と比較させる
　子供たちは「正しくない」と言う。どこが
正しくないのか、ノートに書かせて発表させ
る。「消防車の色が違う」「消防士さんの帽子
の色が違う」「車の屋根から水をかけない」
などの意見が出された。
　その後、教科書の写真や資料を調べさせ、
生成AIが描いたイラストの間違いを指摘さ
せた。間違いは、Googleスライドを子供たち
に共有し、付箋で書き込ませた。

イラストと教科書を比較させることで、よ
り注意深く教科書の写真や資料を読み取ろう
としていた。また、生成AIが出した情報にも、

「間違った内容」が含まれていることがある
ことに気付かせることができた。

３　ファクトチェックの重要性を教える
授業の最後に次のように伝えた。
説明   AIの情報をすぐに信じるのではなく、
他の情報と比較しながら、正しいかどうか
をチェックしていくことが大切です。

【参考文献】
谷和樹監修『９歳から知っておきたいAIを味方につ
ける方法』（マイクロマガジン）
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３
成
功
体
験
が
後
押
し
す
る

　

今
年
度
担
当
し
て
い
る
中
学
一
年

生
三
ク
ラ
ス
に
対
し
て
「
興
味
が
あ

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
や
り
取

り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
実

施
し
た
。
時
間
は
一
分
間
と
し
、
前

半
は
教
師
の
質
問
に
対
し
て
生
徒
が

答
え
る
、
後
半
は
そ
の
逆
と
い
う
流

れ
に
し
た
。
担
当
す
る
一
〇
〇
名
の

生
徒
の
う
ち
、
九
〇
名
が
ス
ム
ー
ズ

な
や
り
取
り
を
展
開
し
た
。
英
語
を

話
せ
た
と
い
う
子
供
た
ち
自
身
の
実

感
が
、
そ
の
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も

如
実
に
表
れ
て
い
た
。

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
指
導
を
基
軸
に
、
復

文
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
、
ス
ピ
ー
チ
、
フ

リ
ー
ト
ー
ク
と
続
く
。
こ
こ
ま
で
は

一
切
文
字
を
見
せ
て
い
な
い
。

上
図
で
示
し
た
と
お
り
、
初
め
は

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
用
い
て
、
会
話

の
内
容
や
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

音
声
で
の
や
り
取
り
を
十
分
に
行
っ

て
か
ら
、
そ
の
後
に
文
字
を
見
せ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
記
号
が
単
語
や
構
文
と

対
応
し
て
い
る
か
ら
、
子
供
た
ち
は

文
字
と
音
を
結
び
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
（
私
は
北
海
道
の
加
藤
心
氏
か

ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
実
践
を
続
け

て
今
が
あ
る
。
年
に
三
回
開
催
さ
れ

て
い
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
学
英
語
セ
ミ

ナ
ー
に
欠
か
さ
ず
参
加
し
、
実
践
に

取
り
入

れ
て
き

た
）。

１
英
会
話
で
英
語
モ
ー
ド
に
す
る

　

授
業
冒
頭
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話

を
組
み
込
ん
で
い
る
。
活
発
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
英
会
話

活
動
は
、
子
供
た
ち
を
即
座
に
英
語

モ
ー
ド
に
す
る
。
声
を
出
す
、
英
語

を
使
っ
て
や
り
取
り
す
る
、
み
ん
な

の
前
で
発
表
す
る
な
ど
、
動
き
が
伴

う
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

子
供
た
ち
が
退
屈
す
る
こ
と
な
く
英

語
授
業
に
入
っ
て
い
け
る
。

２
読
み
書
き
へ
の
発
展

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
は
、
四
技
能

統
合
型
の
授
業
も
実
現
す
る
。
二
文

TOSS型英会話で、
子供 たちの心の
コップを上向きに
する
コミュニケーションの楽
しさを実感した生徒は、
英語の学習に前向きに取
り組むようになる。

宮城県石巻市立蛇田中学校

三
み

浦
うら

裕
ゆう

司
じ

英 語
授 業 実 践
学 校 の中
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数 学
授 業 実 践
中 学 校 の

箱ひげ図を
どう授業するか
最初は先生問題でデータ
の個数を少なくして考え
させることで、四分位数
の求め方を押さえる。

富山県上市町立上市中学校

加
か

藤
とう

佑
ゆう

典
すけ

様
の
手
順
で
右
半
分
の
中
央
値
を
求

め
、
四
分
位
数
の
求
め
方
を
押
さ
え

て
い
く
。

そ
の
後
、
最
小
値
、
最
大
値
と
四

分
位
数
の
三
つ
の
値
を
丸
で
囲
ま
せ
、

箱
ひ
げ
図
を
か
か
せ
る
。

　

そ
の
後
、
数
学
ス
キ
ル
や
再
度
先

生
問
題
を
出
し
て
演
習
す
る
。

３
教
科
書
の
題
材
は
手
放
す

　

先
生
問
題
で
基
本
事
項
を
押
さ
え

た
た
め
、
教
科
書
は
手
放
す
。

「
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
販
売
個
数
の
箱

ひ
げ
図
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
気
付
い
た
こ
と
を

ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し
ょ
う
」

　

箱
ひ
げ
図
か
ら
デ
ー
タ
の
分
析
を

さ
せ
る
。

　

学
級
の
実
態
に

よ
っ
て
は
、
中
央
値

の
求
め
方
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
。
小

さ
い
順
に
並
べ
て
、

真
ん
中
の
値
を
求
め

る
こ
と
を
押
さ
え
る
。

こ
の
デ
ー
タ
の
中
央

値
を
求
め
た
後
、
次
の
指
示
を
出
す
。

「
右
半
分
を
手
で
隠
し
な
さ
い
」

「
左
半
分
の
中
央
値
を
求
め
な
さ
い
」

　

右
半
分
を
隠
す
こ
と
で
、
左
半
分

の
真
ん
中
を
求
め
る
こ
と
が
視
覚
的

に
分
か
り
や
す
く
な
る
。

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
」

　

右
半
分
の
中
央
値
を
求
め
る
こ
と

を
生
徒
に
言
わ
せ
る
。
先
ほ
ど
と
同

１
教
科
書
の
題
材
は
難
し
い

　

中
学
校
二
年
生
の
数
学
で
は
、
最

後
の
単
元
で
「
箱
ひ
げ
図
」
が
あ
る
。

箱
ひ
げ
図
は
、
統
計
デ
ー
タ
の
一
つ

で
、
デ
ー
タ
の
分
布
が
一
目
で
分
か

る
よ
う
に
示
さ
れ
た
図
で
あ
る
。

　

箱
ひ
げ
図
を
授
業
す
る
と
き
に
困

る
の
は
、
い
き
な
り
数
の
多
い
デ
ー

タ
を
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。

東
京
書
籍
の
教
科
書
の
題
材
は
、

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
販
売
数
で
あ
り
、

デ
ー
タ
の
個
数
が
四
〇
個
以
上
あ
る
。

箱
ひ
げ
図
を
か
く
と
き
、
デ
ー
タ
を

小
さ
い
順
に
並
べ
て
、
三
つ
の
区
切

り
の
値
を
求
め
な
い
と
い
け
な
い
。

こ
れ
を
四
分
位
数
と
い
う
。
デ
ー
タ

が
四
〇
個
以
上
だ
と
、
数
学
が
苦
手

な
生
徒
に
と
っ
て
は
、
手
間
が
か

か
っ
て
面
倒
だ
。
箱
ひ
げ
図
の
学
習

が
難
し
い
と
感
じ
て
し
ま
う
の
だ
。

２
デ
ー
タ
の
個
数
を
少
な
く
す
る

　

そ
こ
で
、
い
き
な
り
教
科
書
の
題

材
で
授
業
す
る
の
で
は
な
く
、
先
生

問
題
で
デ
ー
タ
の
個
数
を
少
な
く
し

て
考
え
さ
せ
る
。
黒
板
に
右
下
の
よ

う
に
デ
ー
タ
を
八
個
並
べ
た
も
の
を

提
示
し
、
次
の
発
問
を
す
る
。

「
こ
の
デ
ー
タ
の
中
央
値
を
求
め
な

さ
い
」

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践



条
件
㋓
を
逐
一
指
導
で
は
な
く
、

向
山
型
で
ど
う
授
業
す
る
か

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
へ
の
挑
戦
！

算数

木き

村む
ら 

重し
げ

夫お

48

最
初
は
端
的
に
教

え
る
べ
き
だ
。

「
表
を
見
て
ご
ら
ん
。

縦
は
自
分
チ
ー
ム
、

横
は
相
手
チ
ー
ム
で

す
。
表
は
横
に
見
ま

す
」「『
㋐
Ａ
は
Ｄ
に

は
負
け
た
』
と
あ
り

ま
す
。
Ａ
か
ら
横
に

見
て
、
Ｄ
の
下
の
✕
を

な
ぞ
り
な
さ
い
」「『
Ａ

は
Ｄ
に
は
負
け
た
』
を

逆
に
見
る
と
、『
Ｄ
は

Ａ
に
は
勝
っ
た
』
で
す
。

Ｄ
の
横
、
Ａ
の
下
に
○

で
す
。
同
時
に
二
つ
の

○
✕
が
決
ま
り
ま
す
。
な
ぞ
り
な
さ
い
（
Ａ
─

Ｆ
も
同
様
に
扱
う
）。

　

多
く
の
応
募
者
は
例
示
の
○
✕
を
見
落
と
し

て
い
た
。
位
置
を
確
認
し
て
な
ぞ
ら
せ
た
い
。

　

東
京
の
利
田
氏
。
プ
ラ
ス
一
〇
点
。

指
示
５  

上
か
ら
鉛
筆
で
、「
✕
」
と
「
○
」

を
な
ぞ
っ
て
ご
ら
ん
。

　

北
海
道
の
中
田
氏
。
プ
ラ
ス
一
二
点
。

「
㋐
の
文
を
表
に
書
き
ま
す
。
す
で
に
書
い
て

あ
る
の
で
な
ぞ
り
ま
す
」

　

㋐
を
教
え
た
ら
、
㋑
と
㋒
は
自
分
た
ち
で
や

ら
せ
た
い
。
向
山
氏
は
言
う
。

　

つ
ま
ん
な
い
と
こ
ろ
で
し
つ
こ
く
や
る

と
、
子
ど
も
が
算
数
を
嫌
い
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
よ
。（
向
山
型
算
数
セ
ミ
ナ
ー

高
松
２
０
０
１
年
）

「
同
じ
よ
う
に
し
て
、
㋐
㋑
㋒
を
表
に
書
い
て

ご
ら
ん
な
さ
い
。
で
き
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
」

　

こ
れ
ね
、
た
ぶ
ん
持
っ
て
来
さ
せ
る
間

に
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
り
と
か
、
答
え

が
聞
こ
え
た
り
と
か
。
い
い
ん
で
す
よ
、

そ
れ
で
。「
あ
っ
そ
う
か
」
と
言
っ
て
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
の
で
す
ね
。
こ

れ
を
30
人
全
部
に
書
か
せ
て
、
一
気
に
わ

か
ら
せ
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。「
で
き
た

ら
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
言
っ
て
、

や
っ
て
い
く
間
に
考
え
さ
せ
る
の
で
す
。

　

さ
て
、
ポ
イ
ン
ト
は
条
件
㋓
で
あ
る
。

低
級
：
教
師
が
逐
一
説
明
す
る
。

中
級
：
教
師
が
一
問
一
答
で
問
う
。

高
級
：
子
供
に
考
え
さ
せ
る
。

　

滋
賀
の
溝
口
氏
。
教
師
が
全
部
説
明
し
た
。

向山型に挑戦！

東
京
都
日
本
文
化
大
学
講
師

子
ど
も
は
表
の
見

方
と
書
き
方
を
知
ら

な
い
。
最
初
は
端
的

に
教
え
る
べ
き
だ
。

「
表
を
見
て
ご
ら
ん
。

縦
は
自
分
チ
ー
ム
、

横
は
相
手
チ
ー
ム
で

す
。
表
は
横
に
見
ま

す
。
」

「
『
㋐
Ａ
は
Ｄ
に
は
負

向
山
型
算
数
に
挑
戦
２
０
２
５
年
一
月
号

条条
件件
㋓㋓
をを
逐逐
一一
指指
導導
でで
はは
なな
くく
、、

向向
山山
型型
でで
どど
うう
授授
業業
すす
るる
かか
。。

東
京
都
八
王
子
市

日
本
文
化
大
學
講
師

木
村

重
夫
（
き
む
ら

し
げ
お
）

㋐AはDには負けたがFには勝った。

㋑BはEには負けたがCにもFにも勝った。

㋒CはFには負けたがDには勝った。

㋓２位のチームは４勝１敗であった。

㋔AはFより勝ち数が多かった。

け
た
』
と
あ
り
ま
す
。
Ａ
か
ら
横
に
見
て
、
Ｄ

の
下
の
✕
を
な
ぞ
り
な
さ
い
。
」
「
『
Ａ
は
Ｄ
に

は
負
け
た
』
を
逆
に
見
る
と
、
『
Ｄ
は
Ａ
に
は

勝
っ
た
』
で
す
。
Ｄ
の
横
、
Ａ
の
下
に
○
で
す
。

同
時
に
２
つ
の
○
✕
が
決
ま
り
ま
す
。
な
ぞ
り

な
さ
い
。
（
Ａ
ー
Ｆ
も
同
様
に
扱
う
。
）

挑
戦
課
題
の
表
に
は
例
示
の
○
✕
が
４
つ
あ

る
。
多
く
の
応
募
者
は
こ
れ
を
見
落
と
し
て
い

た
。
位
置
を
確
認
し
て
な
ぞ
ら
せ
た
い
。

東
京
の
利
田
氏
。
プ
ラ
ス
１
０
点
。

指
示
５

上
か
ら
鉛
筆
で
、
「
✕
」
と
「
○
」

を
な
ぞ
っ
て
ご
ら
ん
。

北
海
道
の
中
田
氏
。
プ
ラ
ス
１
２
点
。

「
㋐
の
文
を
表
に
書
き
ま
す
。
す
で
に
書
い
て

あ
る
の
で
な
ぞ
り
ま
す
。
」

㋐
を
教
え
た
ら
、
㋑
と
㋒
は
自
分
た
ち
で
や

ら
せ
た
い
。
向
山
氏
は
言
う
。

つつ
まま
んん
なな
いい
とと
ここ
ろろ
でで
しし
つつ
ここ
くく
やや
るる

とと
、、
子子
どど
もも
がが
算算
数数
をを
嫌嫌
いい
にに
なな
っっ
てて
しし
まま

いい
まま
すす
よよ
。。
（
向
山
型
算
数
セ
ミ
ナ
ー
高
松
２
０
０
１
年
）

「
同
じ
よ
う
に
し
て
、
㋐
㋑
㋒
を
表
に
書
い
て

ご
ら
ん
な
さ
い
。
で
き
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
。
」

ここ
れれ
ねね
、、
たた
ぶぶ
んん
持持
っっ
てて
来来
ささ
せせ
るる
間間
にに

子子
どど
もも
たた
ちち
がが
考考
ええ
たた
りり
とと
かか
、、
答答
ええ
がが
聞聞

ここ
ええ
たた
りり
とと
かか
。。
いい
いい
んん
でで
すす
よよ
、、
そそ
れれ
でで
。。

「「
ああ
っっ
そそ
うう
かか
」」
とと
言言
っっ
てて
でで
きき
るる
よよ
うう
にに

なな
れれ
ばば
良良
いい
のの
でで
すす
ねね
。。
ここ
れれ
をを
３３
００
人人
全全

部部
にに
書書
かか
せせ
てて
、、
一一
気気
にに
わわ
かか
らら
せせ
よよ
うう
とと

はは
しし
まま
せせ
んん
。。
「「
でで
きき
たた
らら
持持
っっ
てて
いい
らら
っっ

しし
ゃゃ
いい
」」
とと
言言
っっ
てて
、、
やや
っっ
てて
いい
くく
間間
にに
考考

ええ
ささ
せせ
るる
のの
でで
すす
。。

さ
て
、
ポ
イ
ン
ト
は
条
件
㋓
で
あ
る
。

㋓
２
位
の
チ
ー
ム
は
４
勝
１
敗
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
ど
う
授
業
す
る
か
。

低
級
：
教
師
が
逐
一
説
明
す
る
。

中
級
：
教
師
が
一
問
一
答
で
問
う
。

高
級
：
子
ど
も
に
考
え
さ
せ
る
。

子
ど
も
は
表
の
見

方
と
書
き
方
を
知
ら

な
い
。
最
初
は
端
的

に
教
え
る
べ
き
だ
。

「
表
を
見
て
ご
ら
ん
。

縦
は
自
分
チ
ー
ム
、

横
は
相
手
チ
ー
ム
で

す
。
表
は
横
に
見
ま

す
。
」

「
『
㋐
Ａ
は
Ｄ
に
は
負

向
山
型
算
数
に
挑
戦
２
０
２
５
年
一
月
号

条条
件件
㋓㋓
をを
逐逐
一一
指指
導導
でで
はは
なな
くく
、、

向向
山山
型型
でで
どど
うう
授授
業業
すす
るる
かか
。。

東
京
都
八
王
子
市

日
本
文
化
大
學
講
師

木
村

重
夫
（
き
む
ら

し
げ
お
）

㋐AはDには負けたがFには勝った。

㋑BはEには負けたがCにもFにも勝った。

㋒CはFには負けたがDには勝った。

㋓２位のチームは４勝１敗であった。

㋔AはFより勝ち数が多かった。

け
た
』
と
あ
り
ま
す
。
Ａ
か
ら
横
に
見
て
、
Ｄ

の
下
の
✕
を
な
ぞ
り
な
さ
い
。
」
「
『
Ａ
は
Ｄ
に

は
負
け
た
』
を
逆
に
見
る
と
、
『
Ｄ
は
Ａ
に
は

勝
っ
た
』
で
す
。
Ｄ
の
横
、
Ａ
の
下
に
○
で
す
。

同
時
に
２
つ
の
○
✕
が
決
ま
り
ま
す
。
な
ぞ
り

な
さ
い
。
（
Ａ
ー
Ｆ
も
同
様
に
扱
う
。
）

挑
戦
課
題
の
表
に
は
例
示
の
○
✕
が
４
つ
あ

る
。
多
く
の
応
募
者
は
こ
れ
を
見
落
と
し
て
い

た
。
位
置
を
確
認
し
て
な
ぞ
ら
せ
た
い
。

東
京
の
利
田
氏
。
プ
ラ
ス
１
０
点
。

指
示
５

上
か
ら
鉛
筆
で
、
「
✕
」
と
「
○
」

を
な
ぞ
っ
て
ご
ら
ん
。

北
海
道
の
中
田
氏
。
プ
ラ
ス
１
２
点
。

「
㋐
の
文
を
表
に
書
き
ま
す
。
す
で
に
書
い
て

あ
る
の
で
な
ぞ
り
ま
す
。
」

㋐
を
教
え
た
ら
、
㋑
と
㋒
は
自
分
た
ち
で
や

ら
せ
た
い
。
向
山
氏
は
言
う
。

つつ
まま
んん
なな
いい
とと
ここ
ろろ
でで
しし
つつ
ここ
くく
やや
るる

とと
、、
子子
どど
もも
がが
算算
数数
をを
嫌嫌
いい
にに
なな
っっ
てて
しし
まま

いい
まま
すす
よよ
。。
（
向
山
型
算
数
セ
ミ
ナ
ー
高
松
２
０
０
１
年
）

「
同
じ
よ
う
に
し
て
、
㋐
㋑
㋒
を
表
に
書
い
て

ご
ら
ん
な
さ
い
。
で
き
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
。
」

ここ
れれ
ねね
、、
たた
ぶぶ
んん
持持
っっ
てて
来来
ささ
せせ
るる
間間
にに

子子
どど
もも
たた
ちち
がが
考考
ええ
たた
りり
とと
かか
、、
答答
ええ
がが
聞聞

ここ
ええ
たた
りり
とと
かか
。。
いい
いい
んん
でで
すす
よよ
、、
そそ
れれ
でで
。。

「「
ああ
っっ
そそ
うう
かか
」」
とと
言言
っっ
てて
でで
きき
るる
よよ
うう
にに

なな
れれ
ばば
良良
いい
のの
でで
すす
ねね
。。
ここ
れれ
をを
３３
００
人人
全全

部部
にに
書書
かか
せせ
てて
、、
一一
気気
にに
わわ
かか
らら
せせ
よよ
うう
とと

はは
しし
まま
せせ
んん
。。
「「
でで
きき
たた
らら
持持
っっ
てて
いい
らら
っっ

しし
ゃゃ
いい
」」
とと
言言
っっ
てて
、、
やや
っっ
てて
いい
くく
間間
にに
考考

ええ
ささ
せせ
るる
のの
でで
すす
。。

さ
て
、
ポ
イ
ン
ト
は
条
件
㋓
で
あ
る
。

㋓
２
位
の
チ
ー
ム
は
４
勝
１
敗
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
ど
う
授
業
す
る
か
。

低
級
：
教
師
が
逐
一
説
明
す
る
。

中
級
：
教
師
が
一
問
一
答
で
問
う
。

高
級
：
子
ど
も
に
考
え
さ
せ
る
。
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言
い
換
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」（
２
位
が
４
勝

１
敗
と
い
う
こ
と
は
、
１
位
は
５
勝
で
あ
る
、

な
ど
と
引
き
出
し
た
い
」

　

向
山
氏
の
指
示
は
次
の
と
お
り
だ
っ
た
。

５
番
目
。「
Ｅ
チ
ー
ム
よ
り
お
そ
い
チ
ー

ム
が
１
つ
だ
け
あ
っ
た
。」
あ
っ
た
と
い

う
と
こ
ろ
の
右
に
矢
印
を
書
き
な
さ
い
。

こ
れ
と
同
じ
意
味
の
こ
と
を
、
違
う
言
い

方
で
書
い
て
、
で
き
た
ら
も
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
。（
↓
Ｅ
チ
ー
ム
は
４
位
だ
っ
た
）

　

右
の
指
示
を
追
試
し
よ
う
。

　

㋓
「
２
位
の
チ
ー
ム
は
４
勝
１
敗
で

あ
っ
た
。」
あ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
の
右

に
矢
印
を
書
き
な
さ
い
。
こ
れ
と
同
じ
意

味
の
こ
と
を
、
違
う
言
い
方
で
書
い
て
、

で
き
た
ら
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

（
↓
１
位
の
チ
ー
ム
は
５
勝
で
あ
っ
た
）

　

肝
心
要
の
と
こ
ろ
は
教
え
ず
子
供
に
思
い
っ

き
り
思
考
さ
せ
、
乗
り
越
え
さ
せ
る
の
だ
。

で
は
、
１
位
に
な
る
た
め
に
は
何
勝
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
。（
５
勝
）

　

子
供
に
も
っ
と
考
え
さ
せ
る
べ
き
だ
。

　

工
夫
し
た
の
が
北
海
道
の
中
田
氏
。
三
六
点
。

⑧
「
実
は
書
か
れ
て
い
る
こ
と
以
外
に
も
情
報

が
隠
れ
て
い
る
の
で
す
」

⑨
「
Ｄ
は
~
、
Ｆ
は
~
。
と
い
う
文
を
㋐
の
隣

に
書
き
な
さ
い
」（
中
略
）

⑮
「
㋓
の
隠
れ
情
報
を
作
文
し
な
さ
い
」

（
Ｃ
と
Ｆ
は
３
位
以
下
で
あ
る
）

（
一
位
は
５
勝
０
敗
で
あ
っ
た
）

　

向
山
氏
の
先
行
実
践
を
調
べ
た
の
が
、
北
海

道
の
布
村
氏
。
五
〇
点
満
点
中
四
五
点
。

（
２
）
表
を
使
っ
た
授
業
と
し
て
、
先
行
実
践

を
検
索
し
た
。
す
る
と
、
戸
井
和
彦
氏
へ
の
向

山
氏
の
介
入
が
あ
っ
た
、
※
『
向
山
型
算
数
教

え
方
教
室
』
二
〇
〇
二
年
一
月
号
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
条
件
を
分
か
り
や
す
く
さ
せ
て
い
た
。

（
中
略
）「
㋓
と
同
じ
意
味
に
な
る
よ
う
に
、

　

こ
の
部
分
、
五
〇
点
満
点
中
一
〇
点
。

「
２
位
が
４
勝
１
敗
と
い
う
こ
と
は
、
１
位
は

負
け
な
し
の
５
勝
と
い
う
こ
と
で
す
」

　

神
奈
川
の
宮
森
氏
。
一
問
一
答
二
〇
点
。

発
問
４  

㋓
の
条
件
「
２
位
の
チ
ー
ム
は
４

勝
１
敗
で
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
１
位

の
チ
ー
ム
は
何
勝
何
敗
で
す
か
？

　

愛
知
の
岩
井
氏
。
一
問
一
答
二
〇
点
。

指
示  

２
位
が
４
勝
１
敗
と
い
う
こ
と
は
、

優
勝
は
何
勝
に
な
り
ま
す
か
。（
５
勝
）

　

東
京
の
利
田
氏
。
一
問
一
答
二
〇
点
。

指
示
10  

㋓
を
読
み
ま
す
。（
２
位
の
チ
ー
ム

は
４
勝
１
敗
で
あ
っ
た
）

発
問
４  

と
い
う
こ
と
は
、
１
位
の
チ
ー
ム
は
、

何
勝
で
す
か
。（
５
戦
全
勝
で
す
）

　

宮
城
の
菅
野
氏
。
一
問
一
答
二
〇
点
。

発
問  

㋓
の
条
件
、
２
位
は
４
勝
１
敗
で
す
。
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「
嫌
い
」
を
細
分
化
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

こ
ち
ら
の
価
値
観
を
押
し
付
け
ず
、
一
緒
に
理
解
を
深
め
る
。

Ａ
君
は
嫌
い
な
こ
と
や
も
の
が
多
い
。
嫌
い
な

人
に
は
名
指
し
で
「
嫌
い
」
と
直
接
言
っ
て
し
ま

う
。
嫌
い
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
服
や
グ
ッ
ズ
を
持
っ

て
い
る
人
を
見
か
け
る
と
「
嫌
い
だ
か
ら
着
な
い

で
！
」「
捨
て
て
！
」
と
要
求
を
す
る
。
そ
し
て
、

相
手
を
怒
ら
せ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
。

「
言
っ
ち
ゃ
ダ
メ
」
と
注
意
さ
れ
る
が
、
ま
た

次
の
日
も
同
じ
こ
と
を
言
い
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
。

１　
「
嫌
い
」
と
感
じ
る
こ
と
自
体
は
認
め
る

べ
き
で
あ
る

重
要
な
の
は
Ａ
君
の
考
え
方
を
変
え
る
こ
と

を
目
的
に
す
る
の
で
は
な
く
、
Ａ
君
が
「
嫌

い
」
と
感
じ
る
こ
と
自
体
を
認
め
る
こ
と
で
あ

る
。
最
終
的
に
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が

理
想
的
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
価
値
観
を
無

理
に
変
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
押
し
付
け
に
な

り
か
ね
な
い
。「
嫌
い
」
と
思
う
こ
と
は
自
然

な
感
情
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
一
緒
に
そ
の

感
情
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
し
た
。

２　

Ｏ
Ｋ
な
「
嫌
い
」
と
Ｎ
Ｇ
な
「
嫌
い
」

Ａ
君
は
不
安
な
こ
と
が
あ
る
と
口
に
出
し
て

し
ま
う
。
こ
の
嫌
い
に
関
連
す
る
言
動
も
そ
の
一

環
で
あ
る
。
し
か
し
、「
嫌
い
」
で
あ
る
こ
と
を

必
ず
し
も
言
っ
て
は
い
け
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
「
雷
が
嫌
い
」
な
ど
。
Ａ
君
と
具
体
例

を
紙
に
書
き
な
が
ら
一
緒
に
整
理
し
て
み
た
。

⑴
　
囲
碁

「
囲
碁
は
難
し
い
か
ら
嫌
い
だ
」

Ｏ
Ｋ
：
囲
碁
が
苦
手
だ
か
ら
嫌
だ
と
思
う
こ
と

Ｎ
Ｇ
：
囲
碁
を
楽
し
ん
で
い
る
人
に
向
か
っ
て

「
僕
は
囲
碁
が
苦
手
だ
か
ら
囲
碁
し
な
い

で
！
」
と
言
う
こ
と

⑵
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
そ
れ
を
見
る
と
嫌
な
気
持
ち
に
な
る
」

Ｏ
Ｋ
：
見
た
く
な
い
と
思
う
こ
と

Ｎ
Ｇ
：
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
絵
が
描
か
れ
た

も
の
を
持
つ
人
に
「
捨
て
て
！
」
と
言
う
こ
と

⑶
　
苦
手
な
人

「
僕
の
邪
魔
を
す
る
か
ら
嫌
い
」

Ｏ
Ｋ
：
邪
魔
さ
れ
た
く
な
い
と
思
う
こ
と

Ｎ
Ｇ
：
ま
だ
何
も
さ
れ
て
い
な
い
の
に
「
邪
魔

し
そ
う
だ
か
ら
嫌
い
」
と
言
う
こ
と

　

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
一
つ
の
「
嫌
い
」
に
つ

い
て
何
が
嫌
な
の
か
、
Ｏ
Ｋ
と
Ｎ
Ｇ
の
境
界
は

何
か
を
具
体
例
で
考
え
た
。

①　

思
う
こ
と

②　

口
に
出
す
こ
と

③　

相
手
に
行
動
を
要
求
す
る
こ
と

こ
の
三
つ
の
違
い
を
整
理
し
、
言
っ
て
い
い

こ
と
・
言
わ
な
い
方
が
い
い
こ
と
の
区
別
を
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
彼
が
感
じ

る
「
嫌
い
」
を
「
細
分
化
」
し
、
少
し
ず
つ
抽
象

的
な
考
え
方
を
理
解
で
き
る
よ
う
手
助
け
を
し
た
。

３　

Ａ
君
の
行
動
の
変
化

　

Ａ
君
は
、
ま
だ
他
者
に
対
し
て
直
接
「
嫌

い
」
と
言
っ
て
し
ま
う
場
面
が
多
く
、
不
安
は

強
い
。
し
か
し
、
も
の
に
対
す
る
「
嫌
い
」
か

ら
生
ま
れ
る
要
求
は
減
り
つ
つ
あ
る
。
最
近
、

Ａ
君
か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
き
た
。

「
一
緒
に
、
嫌
い
に
つ
い
て
話
し
た
い
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
翔
和
学
園
教
務　

榛は
ん

谷が
い

朗
あ
き
ら

榛谷　朗
ＮＰＯ法人翔和学園教務

翔和学園でのドラマ
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Ｓ
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事
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Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
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Ｓ
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Ｅ
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Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
代
表
取
締
役

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
授
業
が
か
な
り

浸
透
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
探
究
型
授
業
な

ど
で
は
、「
タ
イ
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
」

は
必
須
と
な
っ
て
く
る
。

　

二
〇
二
二
年
度
に
小
嶋
学
級
四
年

生
の
公
開
授
業
を
半
年
間
に
わ
た
っ

て
行
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
参
観
者
が
口
を
そ
ろ

え
た
の
が
、
タ
イ
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
の

高
さ
で
あ
っ
た
。

「
大
人
よ
り
も
全
然
早
い
」

「
勤
務
校
の
中
学
生
も
敵
わ
な
い
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
の
中
に
は
、
Ｌ
Ｄ
※
１
の
子
供
た

ち
も
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
※
２
の
子
供
た
ち
も
含

ま
れ
て
い
た
。
そ
の
子
た
ち
に
定
型
の

中
学
生
が
敵
わ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
か
な
り
継
続
的
な
指
導
と

環
境
づ
く
り
を
三
年
生
の
時
か
ら

行
っ
て
き
て
い
た
そ
の
成
果
で
あ
る
。

１　

常
に
デ
バ
イ
ス
に
触
れ
る
環
境

を
つ
く
っ
た

　

休
み
時
間
も
授
業
時
間
も
引
き
出

し
に
デ
バ
イ
ス
を
入
れ
て
お
く
。
必

要
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
使
え
る
環
境
を

つ
く
っ
た
。
デ
バ
イ
ス
を
触
る
時
間

を
、
ま
ず
は
増
や
し
た
。

２　

タ
イ
ピ
ン
グ
の
時
間
を
意
図
的

に
位
置
付
け
た

　

一
つ
は
、
タ
イ
ピ
ン
グ
ゲ
ー
ム
や

ア
プ
リ
な
ど
を
一
斉
に
行
う
時
間
を

国
語
や
総
合
な
ど
に
位
置
付
け
た
。

こ
の
こ
と
で
タ
イ
ピ
ン
グ
の
速
さ
や

量
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３　

タ
イ
ピ
ン
グ
の
文
字
量
を
意
識

さ
せ
る
工
夫

「
学
習
目
標
」
や
「
振
り
返
り
」
な

ど
を
児
童
自
身
が
打
つ
ア
プ
リ
に
、

「
自
分
の
書
い
た
文
字
量
が
即
反
映

さ
れ
る
」
数
式
を
入
れ
て
お
く
。

　

こ
の
こ
と
で
毎
時
間
の
学
習
目
標

や
振
り
返
り
、
自
分
自
身
が
ど
の
く

ら
い
の
文
量
を
書
い
た
の
か
を
毎
時

間
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

４　

ほ
ぼ
全
て
の
教
科
で
デ
バ
イ
ス

を
用
い
る

　

二
学
期
後
半
か
ら
は
、
ほ
ぼ
ど
の

教
科
で
も
デ
バ
イ
ス
を
用
い
る
よ
う

に
な
っ
た
。
会
社
活
動
や
日
記
で
も

タ
イ
ピ
ン
グ
を
用
い
た
活
動
に
シ
フ

ト
し
て
い
っ
た
の
で
、
学
級
全
体
が

タ
イ
ピ
ン
グ
の
名
人
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
し
て
も
、
タ
イ
ピ
ン
グ
が
極
端

に
遅
い
子
供
た
ち
が
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
タ
イ
ピ
ン
グ
が
で
き
な
い
子
供
へ
の
支
援
プ
ラ
ン

タ
イ
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
は
、
年
間
を
通
し
て
と
に
か
く
数
を
こ
な
す
環
境
を
つ
く
る
。
そ
の
上
で
、
で

き
な
い
子
へ
の
個
別
支
援
を
行
う
。

　

ど
ん
な
に
練
習
し
て
も
、
タ
イ
ピ

ン
グ
を
覚
え
る
の
が
難
し
く
、
速
さ

も
極
端
に
遅
い
。

　

そ
の
よ
う
な
子
供
た
ち
に
、
無
理

や
り
タ
イ
ピ
ン
グ
を
強
制
す
る
の
は

個
別
最
適
と
は
言
わ
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
タ
イ
ピ
ン
グ
の
機
会

を
保
証
し
な
が
ら
も
、

「
鉛
筆
で
書
い
て
も
良
い
と
い
う
配

慮
」

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

小
嶋
学
級
で
も
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で

学
習
す
る
シ
ー
ト
や
学
習
に
関
す
る

資
料
な
ど
は
、

「
数
人
分
は
全
て
印
刷
し
て
用
意
し

て
お
い
た
」

の
で
あ
る
。
鉛
筆
で
取
り
組
ん
だ
学

習
シ
ー
ト
な
ど
は
、
写
真
で
取
り
込

ま
せ
て
、
ク
ラ
ウ
ド
上
に
共
有
し
、

他
の
子
と
同
じ
よ
う
に
参
照
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
い
た
。

　

こ
の
こ
と
で
「
ど
の
子
も
取
り
残

さ
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
学
習
」
と

な
っ
た
。

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
】

@
oshietekojit

※
１  

学
習
障
害

※
２  

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
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一

自
己
肯
定
感
が
親
子
で

受
け
継
が
れ
る
？

　

自
己
肯
定
感
が
低
い
人
の
中
に
は

「
自
分
の
親
も
自
己
肯
定
感
が
低

か
っ
た
…
」
と
思
う
人
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
私
た
ち
は
何
か
を
学
習

す
る
と
き
、
他
者
の
行
動
を
手
本
に

す
る
。
他
者
の
行
動
に
対
し
、
そ
の

人
が
ど
の
よ
う
な
思
考
の
も
と
行
動

し
た
の
か
を
推
測
し
、
そ
の
行
動
の

結
果
何
を
得
て
い
る
の
か
を
観
察
し

て
、
学
習
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

人
の
考
え
方
の
土
台
が
形
成
さ
れ

る
の
が
幼
少
期
と
い
う
こ
と
か
ら
、

自
己
肯
定
感
に
与
え
る
親
の
影
響
力

は
大
き
い
と
い
え
る
。
親
の
口
癖
や

生
活
ス
タ
イ
ル
、
そ
う
い
っ
た
も
の

を
子
供
は
吸
収
し
て
受
け
継
ぐ
こ
と

が
多
く
、
自
己
肯
定
感
の
高
低
も
連

鎖
す
る
可
能
性
が
高
い
。
自
己
肯
定

感
の
高
低
が
世
代
間
で
受
け
継
が
れ

る
一
方
で
、
そ
れ
を
断
ち
切
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

二
　
自
己
肯
定
感
を
高
め
た
り

安
定
さ
せ
た
り
す
る
方
法

①
　
パ
ワ
ー
ナ
ッ
プ

　

コ
ー
ネ
ル
大
学
の
社
会
心
理
学
者

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ー
ス
が
提
唱
す
る

仮
眠
方
法
で
あ
る
。

　

睡
眠
不
足
に
な
る
と
身
体
的
だ
け

で
な
く
、
精
神
的
に
も
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
低
下
す
る
。
睡
眠
不
足
に
陥

ら
な
い
た
め
、
昼
休
み
な
ど
の
休
憩

時
間
を
活
用
し
て
仮
眠
を
取
る
方
法

が
パ
ワ
ー
ナ
ッ
プ
で
あ
る
。

　
一
五
〜
二
〇
分
の
仮
眠
、
ま

た
は
目
を
閉
じ
て
じ
っ
と
休
憩

す
る
だ
け
で
、
夜
の
三
時
間
の

睡
眠
に
匹
敵
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

短
時
間
の
睡
眠
で
あ
れ
ば
、
子
供

も
大
人
も
可
能
で
あ
る
。
目
を
閉
じ

て
い
る
間
、
自
分
の
呼
吸
に
注
目
す

る
な
ど
し
て
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の

要
素
を
取
り
入
れ
る
と
、
注
意
集
中

力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。

②
　
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

　

物
事
の
見
方
を
変
え
る
。
つ
ま
り
、

「
否
定
語
を
肯
定
語
に
変
え
る
」
こ

と
が
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
否

定
語
を
継
続
し
て
浴
び
せ
ら
れ
た
子

供
は
、
否
定
語
で
自
分
を
評
価
す
る

よ
う
に
な
る
。

「
な
ん
で
自
分
は
〇
〇
が
で
き
な
い

の
だ
ろ
う
…
」
と
自
己
肯
定
感
が
低

下
し
や
す
く
な
る
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
に
子
供
を
陥
ら

せ
な
い
た
め
に
も
、「
歩
き
ま
す
！
」

「
〇
〇
す
る
よ
」
な
ど
肯
定
語
で
関

わ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

自
己
肯
定
感
は
決
し
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
気
付
き
で

調
節
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
自
己
肯
定
感
が
ど
の
よ
う

に
人
生
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
そ

の
子
に
あ
っ
た
自
己
肯
定
感
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
方
法
を
子
供
と
一
緒
に
考

え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

参
考
・
引
用
文
献
：
中
島
輝
（
二
〇

二
一
年
）『
何
が
あ
っ
て
も
「
大
丈

夫
。」
と
思
え
る
よ
う
に
な
る
自
己

肯
定
感
の
教
科
書
』
Ｓ
Ｂ
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ

医療・療育現場からの発信！

自
己
肯
定
感
と
は

自
分
が
自
分
で
あ
る
こ
と
に
満
足
し
、
価
値
あ
る
存
在
と
し
て
受
け
入

れ
ら
れ
る
こ
と
。

笹さ
さ

野の

達た
つ

哉や

㈱
ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ

安原 昭博
安原こどもクリニック　院長

安原ドクター語録語録
から学ぶ

特別支援教育

アドバイザー



特別支援教育  専門家の視点 特別支援教育の指導システム＆
全国で大人気
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 手づくり教材

１　

身
近
な
素
材
を
活
用
す
る

「
こ
ん
な
も
の
で
い
い
の
か
」
と
思
わ
ず
言
っ

て
し
ま
う
素
材
で
も
、
活
用
の
仕
方
で
立
派
な

教
材
に
な
る
。
子
供
の
や
り
た
い
気
持
ち
を
第

一
に
、
教
材
や
活
動
を
考
え
て
い
き
た
い
と
、

常
日
頃
思
っ
て
い
る
。

　

私
は
、
身
近
な
素
材
を
教
材
に
し
、
授
業
を

し
て
い
る
。
柔
軟
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
明
確
な
ね

ら
い
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
は
生
き
生

き
と
活
動
す
る
。
身
近
な
素
材
と
は
、
例
え
ば

次
の
も
の
で
あ
る
。

紙
コ
ッ
プ
、
紙
皿
、
新
聞
紙
、
折
り
紙
、
水
、

石
、
砂
、
葉
っ
ぱ
、
木
、
磁
石
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル

ど
れ
も
、身
の
回
り
に
あ
っ
て
、百
円
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
簡
単
に
手
に
入
る
素
材
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
も
と
に
、
子
供
の
困
っ
て
い
る
こ
と
に

対
応
す
る
教
材
を
作
成
す
る
。

２　

紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
た
教
材

　

例
え
ば
、
紙
コ
ッ
プ
で
10
の
補
数
を
学
ぶ
教

材
「
紙
コ
ッ
プ
ト
ー
タ
ス
」
を
作
成
し
た
。

　

作
り
方
は
、
紙

コ
ッ
プ
の
底
に

０
〜
10
ま
で
の

数
字
を
書
く
だ

け
（
二
セ
ッ
ト
）。

　

ね
ら
い
と
使

い
方
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

【
ね
ら
い
】

①　

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
（
短
期
記
憶
）
を
鍛

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　

10
の
補
数
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
工
夫
点
・
使
い
方
】

①　

底
を
隠
し
て
、
一
つ
ず
つ
ひ
っ
く
り
返
す
。

②　

足
し
て
10
に
な
っ
た
ら
、
開
け
た
数
だ
け

紙
コ
ッ
プ
を
も
ら
え
る
。

③　

10
を
超
え
て
し
ま
っ
た
ら
、
元
に
戻
す
。

④　

時
間
内
で
、
多
く
紙
コ
ッ
プ
を
獲
得
し
た

人
が
勝
ち
。

　

神
経
衰
弱
と
た
し
算
の
要
素
が
あ
り
、
楽
し
み

な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
力
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

教
材
を
発
信
す
る

　

本
連
載
で
は
、
様
々
な
教
材
に
つ
い
て
発
信

し
て
き
た
。
紹
介
し
た
の
は
、
ほ
ん
の
一
部
で

あ
る
。

　

私
は
、
教
材
作
成
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
の

実
態
を
把
握
し
、
修
正
し
な
が
ら
教
材
づ
く
り

を
し
て
い
る
。
最
初
か
ら
う
ま
く
い
く
こ
と
は

少
な
い
。
そ
の
失
敗
も
含
め
て
、
多
く
の
方
に

教
材
づ
く
り
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
拙
イ
ン
ス
ラ
グ
ラ
ム
で
は
、
様
々

な
教
材
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
自
分
に

と
っ
て
些
細
な
情
報
で
も
、
他
の
人
に
と
っ
て

は
価
値
あ
る
情
報
に
な
り
得
る
。

　

情
報
は
発
信
す
る
と
こ

ろ
に
集
ま
る
。
今
後
も
、

個
人
情
報
に
配
慮
し
な
が

ら
積
極
的
に
情
報
発
信
や

共
有
を
し
て
い
く
。

身
の
回
り
の
身
近
な
素
材
を
教
材
に
す
る

柔
軟
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
明
確
な
ね
ら
い
を
も
つ
こ
と
が
、
教
材
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
る
。

山
梨
県
甲
府
市
立
国
母
小
学
校
　
武た

け

井い

恒
ひ
さ
し



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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「
五
色
百
人
一
首
」
で
荒
れ
た
学
級
が
安
定
す
る
！

知
的
な
活
動
で
ル
ー
ル
も
身
に
付
く
最
強
教
材
。

山や
ま

崎ざ
き

慧け
い

北
海
道
様
似
郡
様
似
町
立
様
似
小
学
校

「
秋
の
田
の
〜
」「
は
い
っ
！
」

　

私
の
声
に
か
ぶ
せ
て
、
ク
ラ
ス
全

員
の
声
が
響
き
渡
る
。
前
年
度
に
崩

壊
し
た
学
級
を
四
月
か
ら
受
け
も
っ

た
。
初
日
か
ら
五
色
百
人
一
首
を
始

め
た
。
以
降
、
朝
の
会
の
終
わ
り
に
、

毎
日
必
ず
行
っ
た
。
五
色
百
人
一
首

を
導
入
し
て
か
ら
数
日
後
、
学
級
で

ル
ー
ル
を
守
る
風
土
が
生
ま
れ
始
め

た
。【
ル
ー
ル
を
守
っ
た
方
が
楽
し

い
】
と
い
う
こ
と
を
子
供
た
ち
が
体

感
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
光
景
を

見
た
同
僚
は
「
あ
れ
だ
け
ル
ー
ル
を

破
っ
て
い
た
の
に
」
と
驚
い
て
い
た
。

毎
日
繰
り
返
す
こ
と
で
、
札
を
取

る
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
な
る
。
早
い
子

は
数
日
で
「
決
ま
り
字
」※
を
覚
え

始
め
る
。
半
年
ほ
ど
た
て
ば
ク
ラ
ス

の
大
半
は
、「
は
じ
め
の
五
音
以

内
」
で
札
を
取
れ
る
よ
う
に
な
る
。

教
室
の
前
を
通
る
他
ク
ラ
ス
の
子
供

や
職
員
は
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
目

を
丸
く
し
て
い
た
。
そ
の
光
景
を
見

て
、
他
の
学
級
・
学
年
か
ら
「
や
っ

て
み
た
い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。

今
で
は
、
半
分
以
上
の
学
級
が
五
色

百
人
一
首
を
導
入
し
て
い
る
。

五
色
百
人
一
首
に
よ
っ
て
、
驚
く

ほ
ど
学
級

が
安
定
し

た
。
私
の

学
級
経
営

の
軸
と

な
っ
て
い

る「
最
強
」

の
教
材
で

あ
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！

中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
生
徒
た
ち
が
、

植
物
好
き
に
な
る
！

名
前
を
覚
え
、
見
付
け
る
楽
し
さ
か
ら
味
わ
う
。

荒あ
ら

川か
わ

拓ひ
ろ

之ゆ
き

栃
木
県
高
根
沢
町
立
阿
久
津
中
学
校

「
ハ
コ
ベ
」

「
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
」

「
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
」

正
進
社
の
「
わ
く
わ
く
ず
か
ん
フ

ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
を
授
業
の
最
初

に
行
い
、
そ
の
後
、「
し
ょ
く
ぶ
つ

は
か
せ
」
を
使
っ
て
校
内
の
植
物
観

察
に
行
っ
た
。

中
学
生
の
特
別
支
援
学
級
の
子
供

た
ち
に
行
っ
た
が
、
冊
子
の
「
わ
く

わ
く
ず
か
ん
し
ょ
く
ぶ
つ
は
か
せ
」

と
合
わ
せ
て
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

使
う
こ
と
で
、
数
種
類
の
植
物
と
名

前
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

た
め
、
校
庭
に
行
っ
て
、
自
分
た
ち

で
「
し
ょ
く
ぶ
つ
は
か
せ
」
を
使
い

な
が
ら
、
す
ぐ
に
探
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
ま
で
「
雑

草
」
と
言
っ
て
一
緒
に
し
て
い
た
も

の
を
、
い
く
つ
か
の
特
徴
か
ら
、
自

分
で
見
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
先
生
、
こ
れ
は
〇
〇
で
す
よ
ね
」

「
そ
う
だ
ね
。
よ
く
分
か
っ
た
ね
」

「
や
っ
た
ー
。
や
っ
ぱ
り
そ
う
だ
っ

た
ー
」

そ
の
後
も
一
生
懸
命
、
校
庭
に
あ

る
植
物
の
名
前
を
調
べ
て
い
た
。

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
と
「
わ
く

わ
く
ず
か
ん
」
を
セ
ッ
ト
で
使
う
こ

と
で
、
自
分
で
見
付
け
る
喜
び
を
体

験
さ
せ
ら
れ
た
。

※
そ
の
歌
を
特
定
す
る
音
の
こ
と
。



話し合い活動には、暗黙知がある。
　授業の中で、教師が介入をなるべくせずに、話し合い活動を子供に任せることである。

ここで、疑問が生じた。意見を言えない子は、結論を受け入れるだけになってしまう。
2023年11月に特別活動中国大会で、誰一人の例外もなく、話し合い活動に参加させる方法

を提案した。討論指導にヒントがあった。ま
ず、ノートに意見を書かせることである。授
業の中で、思考ツールに教師が書き込みをし、
視覚的にアシストすることで、リアルタイム
で全員の思考の土俵が整い、意見を述べる材
料が揃う。子供たちは、見本を見ながら、思
考ツールに考えをまとめ、全員が発表するこ
とができた。いつも発表できずにいたＡ君が
当日堂々と発表するドラマが起こった。

話し合い活動の暗黙知を疑う
誰一人の例外もなく、話し合い活動に全員参加させるツール。

山口県下関市立垢田小学校　下
しも

窪
くぼ

理
り

政
せい

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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「
春
」
の
授
業
で
は
向
山
学
級
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
材
文
を
板
書
し
た
だ
け
で
読
み
始

め
る
姿
や
、
詩
を
絵
に
し
た
後
に
す

ぐ
に
向
山
氏
に
見
せ
る
姿
な
ど
、
と

に
か
く
「
向
山
先
生
に
見
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
子
供
た
ち
の
意
欲
が

感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
要
因

の
一
つ
は
「
向
山
氏
に
よ
る
多
彩
な

褒
め
」
だ
と
考
え
た
。

ん
〜
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
〜
！

　

絵
を
見
せ
に
き
た
子
供
に
声
を
か

け
た
シ
ー
ン
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
。
こ
の
感
嘆
の
「
ん
〜
」
が
絶
妙

だ
。
こ
の
一
言
で
、
見
せ
に
き
た
子

供
は
う
れ
し
く
な
る
に
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
注
目
し
た
い
の
は
向
山
氏

の
所
作
で
あ
る
。「
な
る
ほ
ど
〜
！
」

と
言
い
な
が
ら
ノ
ー
ト
を
手
で
ポ
ン

と
叩
い
て
い
る
。
向
山
氏
が
心
か
ら

驚
き
、
納
得
し
た
様
子
が
、
言
葉
だ

け
で
な
く
動
作
に
も
表
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
微
細
な
身
体
の
使
い
方
の

連
続
に
よ
っ
て
、
子
供
を
「
激
励
」

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら

れ
る
ワ
ン
シ
ー
ン
で
あ
る
。

すぐに使える学級活動のコツ
話し合い活動 学級レク お楽しみ会・ ・ etc

　デジタル連動

向山洋一向山洋一のの言葉言葉
から学ぶから学ぶ教育実践教育実践
～「向山洋一映像全集」より～～「向山洋一映像全集」より～

微
細
な
身
体
の
使
い
方
に
よ
っ
て

生
ま
れ
る
「
激
励
」

映
像
全
集
第
二
巻
「
春
」
の
授
業
映
像
か
ら
向
山
氏
の
身
体
性

を
学
ぶ
。

平ひ
ら

松ま
つ

靖や
す

行ゆ
き

岡
山
県
倉
敷
市
立
粒
江
小
学
校

向山洋一向山洋一のの言葉言葉
から学ぶから学ぶ教育実践教育実践
～「向山洋一映像全集」より～～「向山洋一映像全集」より～

動画



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践
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TOSSランドで教師の語り・ 
趣意説明をパワーアップ！
 語りや趣意説明が苦手でも、TOSSランドで大丈夫。

宮崎県串間市立福島小学校 南
みなみ

谷
たに

智
ち

昭
あき

「子供たちにどんな語りを、趣意説明をしたらよいのだろう？」
若い時、すごく悩んだのが、子供にどんな語り・趣意説明をするかだった。
経験が少ない時、どんな語り・趣意説明が子供に届くのか分からなかった。サークルの先輩

たちの語り・趣意説明が輝いて見えた。ではどうすれば、語りや趣意説明の力を上げるのか？
今はTOSSランドがある。
TOSSランドで「語り」と検索すると540件以上、「趣意説明」と検索すると240件以上ヒット

する。
例えば、田中一智氏の「ノートまとめの趣意説明は『お弁当作り』で」の語り。ノートまと

めのイメージがすごくもちやすい趣意説明である。
私はこのような趣意説明をパワーポイントにして語ることが多い。
子供にも言葉だけではなく、視覚的にも訴えるのでより伝わる。
また、パワーポイントにすれば他の先生にも共有できる。私は学年の共有フォルダに作成し

たデータを入れ、自由に活用してもらうようにしている。また、これを使って授業してくださ
いと言っている。そうすれば学年で同じ指導を共有できる（パワーポイントのURLをのせる）。

私もTOSSランドに語り・趣意説明をアップしている。また、「語りと趣意説明の部屋」とい
うYouTubeチャンネルを作り・400本ほどの語りをアップしている。さらに、この語りをTOSS
ランドにも順次アップしている。
「ノートまとめ」に関する語りや趣意説明は複数もっていた方がよい。形を変えて何度も話し
たり、目の前の子供の実態によって変化させたりする必要があるからだ。

語りや趣意説明で悩んでいる先生方は、ぜひTOSSランドを活用してほしい。

ダウンロードはデジタルトークラインで。

【今月のコンテンツ】
TOSSランド
「語り」「趣意説明」

TOSS指導法授業が激変！ 最前線

語りと趣意説明の部屋→
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ん
で
く
れ
た
か
ら
、
と
も
考
え
ま
し

た
」
と
い
う
よ
う
に
、
よ
り
詳
し
く

発
表
し
て
い
た
。

二
発
問
に
合
わ
せ
て
即
編
集

　
そ
の
後
、「
父
の
話
を
聞
い
て
、

主
人
公
の
気
持
ち
は
ど
う
変
わ
り
ま

し
た
か
」
と
発
問
を
出
す
。
話
の
前

か
ら
後
で
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
一

つ
の
シ
ー
ト
に
二
つ
の
こ
と
を
書
か

せ
た
い
。「
先
生
が
シ
ー
ト
を
編
集

す
る
の
で
、
そ
の
間
に
考

え
な
さ
い
」
と
言
い
、
そ

の
場
で
シ
ー
ト
を
編
集
し

た
。
書
き
込
ま
せ
る
列
を

二
つ
作
り
、
間
に
行
を
挿

入
し
て
「
か
ら
」
を
並
べ

た
。「
か
ら
」
の
左
に
話

を
聞
く
前
、
右
に
後
の
気

持
ち
を
書
か
せ
た
。
一
つ

の
シ
ー
ト
に
変
化
の
前
と

後
を
書
か
せ
る
こ
と
で
、

子
供
た
ち
は
「
変
化
」
を

意
識
し
て
考
え
を
書
く
こ

と
が
で
き
た
。

る
し
る
し
」。
教
材
を
読
み
聞
か
せ
、

「
命
は
、
な
ぜ
、
大
切
な
の
で
す

か
」
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
い
た
発
問

を
出
し
、
考
え
を
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー

ト
に
書
き
込
ま
せ
る
。「
近
く
の
人

と
相
談
し
た
り
、
他
の
人
が
書
い
た

こ
と
を
ま
ね
し
た
り
し
て
も
い
い
で

す
よ
」
と
言
う
と
、
ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
が
さ
ら
に
埋
ま
っ
て
い
く
。

半
分
以
上
が
埋
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

「
書
い
て
い
な
い
け
れ
ど
考
え
を
言

い
た
い
人
や
自
分
の
考
え
を
説
明
し

た
い
人
は
ど
う
ぞ
」
と
発
言
を
促
す
。

「
最
初
は
一
つ
だ
け
の
命
だ
か
ら
、

と
考
え
た
け
れ
ど
、
他
の
人
の
考
え

を
見
て
、
お
母
さ
ん
が
一
生
懸
命
生

「
○
年
○
組
の
補
欠
を
お
願
い
し
ま

す
」
出
勤
し
て
す
ぐ
に
言
わ
れ
る
。

担
任
外
を
し
て
い
る
と
、
発
生
す
る

事
態
で
あ
る
。
補
欠
案
も
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
も
な
い
。
授
業

の
準
備
時
間
は
、
子
供
が
登
校
し
て

く
る
わ
ず
か
な
時
間
や
休
み
時
間
の

み
。
し
か
し
、
端
末
が
整
備
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な
時
で
も
授
業
の
準
備
が

短
時
間
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を
用
意

　
あ
る
日
の
補
欠
授
業
は
、
道
徳
。

す
ぐ
に
用
意
し
た
の
が
出
席
番
号
順

に
子
供
の
名
前
を
並
べ
た
だ
け
の
ス

プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
。
子
供
の
名
前
は
、

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
名
簿
を
コ

ピ
ー
し
て
貼
り
付
け
た
。
ス
プ
レ
ッ

ド
シ
ー
ト
は
、
学
級
のClassroom

で
課
題
と
し
て
配
信
。
以
前
か
ら
全

て
の
学
級
に
「
教
師
」
と
し
て
登
録

し
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
ス
ム
ー

ズ
に
配
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
配
信
し
た
後
で
も
編
集
で
き
る
の

が
ク
ラ
ウ
ド
の
便
利
な
と
こ
ろ
。
授

業
前
の
休
み
時
間
に
思
い
付
き
、
名

前
の
横
の
列
を
書
き
込
み
や
す
い
よ

う
に
広
げ
た
。
さ
ら
に
、
シ
ー
ト
を

い
く
つ
か
複
製
。
複
製
し
た
シ
ー
ト

の
タ
ブ
に
、
教
科
書
を
見
な
が
ら
そ

の
場
で
考
え
た
発
問
を
打
ち
込
ん
だ
。

　
教
材
は
、
四
年
生
の
「
生
き
て
い

スプレッドシート
で急な補欠でも
スムーズに授業が
できる
クラウドによる共有と端
末を活用することで、短
時間の準備で授業ができ
る。

北海道登別市立鷲別小学校

髙
たか

橋
はし

賢
けん

治
じ

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

※名前は仮名。



58

を
拭
き
な
が
ら
、
そ
の
子
の
一
日
の

様
子
や
言
葉
を
思
い
出
す
。
以
前
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ

た
方
法
だ
。

　

一
人
一
人
に
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に

褒
め
言
葉
を
か
け
た
い
。

　

そ
う
思
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
子

と
の
会
話
す
ら
、
思
い
出
せ
な
い
こ

と
も
あ
る
。

「
ご
め
ん
ね
…
…
」
と
思
い
な
が
ら
、

机
を
丁
寧
に
拭
く
。
そ
し
て
、
明
日

こ
そ
、
目
を
合
わ
せ
て
し
っ
か
り
見

よ
う
と
決
意
す
る
。

３　

結
果
で
は
な
く
行
動
を
褒
め
る

　

で
き
た
結
果
を
褒
め
る
の
で
は
な

く
、
や
ろ
う
と
し
た
行
動
を
褒
め
る
。

向
山
氏
は
、
そ
れ
を
「
褒
め
て
、
褒

め
て
、
褒
め
ま
く
る
」
と
表
現
し
て

い
る
。

　

や
ろ
う
と
し
た
瞬
間
を
見
取
っ
て

褒
め
る
と
、
子
供
は
と
っ
て
も
う
れ

し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
る
。
な
か
な

か
で
き
な
い
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
挑

戦
し
続
け
る
。

３　

結
果
で
は
な
く
行
動
を
褒
め
る

字
を
褒
め
る
こ
と
も
あ
る
、

　

全
部
ひ
ら
が
な
で
、
習
っ
た
漢
字

を
一
文
字
だ
け
使
っ
て
書
い
て
い
た

子
も
い
た
。
そ
の
子
の
前
向
き
な
気

持
ち
が
愛
お
し
く
な
る
。
ラ
ブ
レ

タ
ー
を
書
く
の
だ
と
思
い
な
が
ら
書

い
て
い
る
と
、
普
段
の
生
活
で
、
見

え
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
よ

う
に
な
る
。
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書
き
続

け
て
い
る
と
、
子
供
か
ら
の
ラ
ブ
レ

タ
ー
も
届
く
。

　

保
護
者
か

ら
も
、「
日
記

の
コ
メ
ン
ト

の
子
供
へ
の

励
ま
し
の
言

葉
が
う
れ
し

い
」
と
い
っ

た
感
謝
の
言

葉
が
届
く
よ

う
に
な
る
。

２　

子
供
の
机
を
拭
く

　

子
供
が
帰
っ
た
後
。
教
室
を
掃
き
、

整
頓
を
し
、
子
供
の
机
を
拭
く
。
机

２　

子
供
の
机
を
拭
く

１　

ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書
く
よ
う
に

　

日
記
の
コ
メ
ン
ト
は
、
ラ
ブ
レ

タ
ー
を
書
く
よ
う
に
書
く
。
子
供
は
、

教
師
か
ら
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
待
っ
て

い
る
。
向
山
氏
の
教
え
だ
。

１　

子
供
の
名
前
を
入
れ
て
呼

び
か
け
る
よ
う
に
書
く
。

２　

心
か
ら
す
て
き
だ
な
あ
と

思
う
こ
と
を
見
付
け
る
（
本

当
の
こ
と
）。

３　

長
い
文
章
で
書
く
。

　

た
と
え
二
〜
三
行
の
日
記
で
も
、

長
い
文
章
で
コ
メ
ン
ト
を
書
く
。

　

毎
回
、
毎
回
、
同
じ
内
容
を
繰
り

１　

ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書
く
よ
う
に

返
し
て
書
い
て
い
る
子
の
日
記
で
も
、

毎
回
、
毎
回
、
褒
め
る
こ
と
を
見
付

け
て
書
く
。

　

向
山
氏
は
言
う
。

誉
め
る
こ
と
が
な
く
て
も
誉
め

る
。
指
導
し
よ
う
、
指
導
し
よ

う
と
思
う
と
だ
め
で
す
ね
。

（「
ズ
バ
リ
答
え
る　

向
山
洋
一

の
教
育
Ｓ
Ｏ
Ｓ　

０
２
６
」

T
oss M

edia

）

　

褒
め
る
こ
と
が
な
く
て
も
褒
め
る
。

　

そ
う
思
い
な
が
ら
日
記
を
読
む
と
、

「
褒
め
る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
こ

と
は
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
日
記
の

内
容
を
褒
め
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
文

向山先生の
「褒め技」を追試する

どのくらい褒めることが「褒め
る」なのか、具体的な行動を
通して「褒める修業」をし続
ける。

静岡県静岡市立清水有度第二小学校

手
て

塚
づか

美
み

和
わ

学年別

低学年    中学年    高学年    中高 

学級経営のポイント
すぐに使える



59 2025. 1

①　

好
き
な
フ
レ
ー
ム
や
グ
リ
ッ
ド

を
選
ぶ
。

②　

画
像
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
。

③　

画
像
を
挿
入
し
た
い
フ
レ
ー
ム

や
グ
リ
ッ
ド
の
場
所
に
移
動
す
る
。

こ
の
と
き
、
画
像
の
大
き
さ
を
変

え
ら
れ
る
限
界
が
あ
る
た
め
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
写
ら
な
い
部
分
も
出

て
く
る
の
で
、
フ
レ
ー
ム
や
グ
リ
ッ

ド
の
型
を
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

学
級
通
信
を
作
成
す
る
時
間
を
短

縮
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
を
、
こ
れ
か

ら
も
実
践
し
て
い
き
た
い
。

４　
「
図
形
の
塗
り
つ
ぶ
し
」

↓
「
図
」
↓
「
画
像
の
挿
入

フ
ァ
イ
ル
か
ら
」
を
選
択
し
て

載
せ
た
い
画
像
を
選
択
す
る
。

こ
の
と

き
、
画
像
の

縮
尺
は
基
の

図
形
の
も
の

に
な
る
。
顔
の
写
真
を
載
せ
る
と
き

は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
横
に
伸
び

て
太
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
だ
。

 C
anva

　

最
近
は
、Canva

を
活
用
し
て
デ

ザ
イ
ン
性
の
あ
る
学
級
通
信
も
作
成

で
き
る
。Canva

で
も
た
く
さ
ん
の

画
像
を
素
早
く
簡
単
に
挿
入
で
き
る

方
法
が
あ
る
。

フ
レ
ー
ム
や
グ
リ
ッ
ド

フ
レ
ー
ム
や
グ
リ
ッ
ド
の
使
い
方

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 C
anva

　

子
供
の
作
文
、
図
工
の
絵
、
遠
足

の
様
子
を
、
た
く
さ
ん
の
写
真
で
学

級
通
信
に
載
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

①　

画
像
を
一
枚
ず
つ
コ
ピ
ー

②　

画
像
を
貼
り
付
け
る
。

③　

大
き
さ
を
変
え
て
、
移
動

と
い
う
作
業
で
は
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
う
。
あ
る
機
能
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
素
早
く
簡
単
に
た
く
さ
ん
の

画
像
を
挿
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 W
ord

１　
「
挿
入
」
↓
「
図
形
」
で

画
像
を
貼
る
基
に
な
る
図
を

作
る
。

 W
ord

四
角
で
も
丸
で
も
好
き
な
形
の
図

形
を
挿
入
す
る
。

２　

載
せ
た
い
画
像
の
枚
数
だ

け
、
図
を
コ
ピ
ー
し
て
貼
り

付
け
る
。

こ
の
と
き
、「Ctrl
＋
Ｃ
」（
コ
ピ
ー
）

と
「Ctrl

＋
Ｖ
」（
貼
り
付
け
）
を
使

う
と
キ
ー
ボ
ー
ド
だ
け
で
操
作
完
了
。

３　

コ
ピ
ー
し
た
図
を
移
動
さ

せ
る
。

画
像
を

載
せ
た
い
好

き
な
場
所
に

移
動
さ
せ
る
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

学級通信で
素早く簡単に
たくさんの画像を
挿入する方法

「たくさんの画像を挿入す
るのって時間がかかる…」
を解決！

群馬県高崎市立吉井中央中学校

横
よこ

堀
ぼり

勇
ゆう

太
た

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！
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あ
る
日
、
音
楽
の
教
科
書
を
開
く

と
「
ソ
プ
ラ
ノ
と
ア
ル
ト
の
二
つ
の

パ
ー
ト
を
教
え
る
」
と
書
い
て
い
た
。

そ
の
時
、「
話
す
聞
く
ス
キ
ル
」

の
「
追
い
読
み
」「
交
代
読
み
」
の

指
示
の
「
型
」
が
そ
の
ま
ま
音
楽
の

授
業
で
使
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
。

「
追
い
読
み
」
と
同
じ
よ
う
に
、
私

の
ソ
プ
ラ
ノ
の
ま
ね
を
さ
せ
た
。
同

様
に
ア
ル
ト
を
歌
っ
た
。
そ
の
後
、

「
交
代
読
み
」
と
同
じ
よ
う
に
、
子

供
が
ソ
プ
ラ
ノ
で
私
が
ア
ル
ト
に
分

か
れ
て
歌
い
、
次
は
ソ
プ
ラ
ノ
と
ア

ル
ト
を
交
代
し
て
歌
っ
た
。
そ
の
ほ

か
に
、
教
室
の
半
分
に
分
か
れ
て

歌
っ
た
り
、
男
女
交
代
し
た
り
し
て

歌
っ
た
り
し
た
。
次
々
と
授
業
は
進

み
、
子
供
た
ち
は
、
楽
し
そ
う
に

歌
っ
て
い
た
。

「
型
」
を
一
つ
身
に
付
け
て
お
く
と

他
教
科
で
も
応
用
が
利
く
こ
と
を
実

感
で
き
た
。
授
業
技
量
検
定
の
受
検

が
普
段
の
授
業
に
生
か
さ
れ
た
瞬
間

で
あ
っ
た
。

理
由
は
、
Ｄ
表
の
突
破
に
は
組
立

て
と
順
序
が
重
要
視
さ
れ
る
か
ら
だ
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
授
業
で
あ
れ
ば
、

ゼ
ロ
か
ら
自
分
で
考
え
な
い
と
い
け

な
い
が
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
で
あ

れ
ば
三
構
成
法

と
い
う
「
型
」

を
も
と
に
、
コ

ン
テ
ン
ツ
を
作

成
す
れ
ば
い
い
。

コ
ン
テ
ン
ツ

が
で
き
れ
ば
、

「
型
」
が
決
ま
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
身
に
付
け
る

こ
と
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

週
三
回
以
上
サ
ー
ク
ル
で
模
擬
授
業

を
し
た
。「
型
」
が
身
に
付
き
、
す

ら
す
ら
と
発
問
・
指
示
が
言
え
る
よ

う
に
な
っ
た
頃
に
、
Ｄ
表
を
突
破
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

３　

音
楽
の
授
業
で
生
き
る

　

初
任
校
に
い
た
頃
、
音
楽
の
授
業

が
特
に
苦
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

ど
う
授
業
し
た
ら
い
い
の
か
、
分
か

ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
で
身
に

付
け
た
力
は
教
室
で
生
か
さ
れ
る
。

「
型
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
苦
手
な
音
楽
の
授
業
で
も
生
か

す
こ
と
が
で
き
た
。

１　

25
級
ま
で

「
話
す
・
聞
く
ス
キ
ル
」（
正
進

社
）
で
受
検
し
た
。
理
由
は
発
問
・

指
示
の
「
型
」
が
決
ま
っ
て
い
る
か

ら
だ
。
Ｄ
表
は
授
業
の
基
礎
・
基
本

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
、

「
型
」
を
身
に
付
け
る
の
に
最
適
だ
。

「
木
谷
と
い
え
ば
、『
春
暁
』」
と
思

わ
れ
る
く
ら
い
模
擬
授
業
を
し
た
。

一
〇
〇
回
以
上
し
た
。
模
擬
授
業
を

始
め
た
頃
、
ど
こ
の
サ
ー
ク
ル
に

行
っ
て
も
コ
メ
ン
ト
は
一
緒
だ
っ
た
。

「
え
〜
」
と
い
う
口
癖
が
あ
る
こ
と

だ
。
な
ぜ
そ
の
口
癖
が
出
る
の
か
は

明
確
で
あ
っ
た
。
緊
張
す
る
と
発

問
・
指
示
が
出
な
く
な
る
か
ら
だ
。

そ
れ
で
も
継
続
し
た
。
五
〇
回
を
超

え
る
と
、
緊
張
し
て
も
発
問
・
指
示

が
自
然
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

七
〇
回
を
超
え
る
と
子
役
の
先
生
た

ち
の
表
情
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。「
型
」
が
身
に
付
い
て
く

る
と
口
癖
の
「
え
〜
」
を
言
わ
な
く

な
っ
て
い
た
。

２　

Ｄ
表
突
破
ま
で

Ｄ
表
突
破
を
目
指
し
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
型
英
会
話
で
受
検
し
た
。

ここを意識するとここを意識すると授業授業がが変わる変わる！！
凄腕教師になるため凄腕教師になるためのスキルスキル

授業技量検定Ｄ表より

Ｄ表は「型」を
身に付 けることが

大切

「型」を身に付ければ、他教科
でも生かされる。

大阪府枚方市立船橋小学校

木
き

谷
や

圭
けい

介
すけ
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T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSSあんしん先生ガード

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できますのでトラブルに対応します。
利用料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSSあんしん先生ガードホームページ　https://toss-senseiguard.com

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：木村雄介

転
勤
１
年
目
で

次
年
度
転
勤
で
き
る
の
か

転
勤
一
年
目
で
す
。
対
応
の
難

し
い
保
護
者
の
い
る
ク
ラ
ス
を
担

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
事

前
に
何
も
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
保
護
者
か
ら
責
め
ら
れ

て
も
、
校
長
は
「
あ
な
た
の
対
応

が
悪
い
か
ら
だ
」
と
守
っ
て
く
れ

ま
せ
ん
。
保
護
者
と
も
管
理
職
と

も
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
の
で
転
勤

し
た
い
の
で
す
が
、
一
年
で
転
勤
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

等
で
規
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
単

に
内
部
的
な
目
安
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
よ
う
に
特
定
の
保
護
者
と
の

関
係
が
悪
化
し
、
そ
の
保
護
者
対
応
に

学
校
全
体
で
の
負
担
が
増
大
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
対
象
と
さ
れ
て
い
る
教

員
が
転
勤
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
対
応

の
負
担
が
縮
小
で
き
ま
す
。
学
校
と
し

て
も
転
勤
を
認
め
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

の
で
、
一
年
で
の
異
動
が
認
め
ら
れ
る

の
で
す
。

　

異
動
の
希
望
が
多
い
と
実
際
に
異
動

を
調
整
す
る
人
事
担
当
者
の
負
担
が
大

き
く
な
る
の
で
、
希
望
を
抑
制
し
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
例
外
も
多
く
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
現
状
に
苦
し
ん
で
い
る

先
生
方
は
、
ま
ず
異
動
の
希
望
を
き
ち

ん
と
出
し
た
方
が
良
い
の
で
す
。

　

そ
の
出
し
方
で
す
が
、
口
頭
で
は
な

く
、
文
字
で
伝
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
異
動
希
望
調
査
票
な
ど
の
書
類
が

な
い
な
ら
、
日
付
、
氏
名
を
入
れ
た
文

書
を
作
成
し
て
、
直
接
、
教
育
委
員
会

に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
確
実
に
希
望
を

伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

教
育
委
員
会
に
お
い
て
実
際
に
異
動

の
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
一
月
下

旬
か
ら
で
す
が
、
早
め
に
出
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

小
三
の
子
が
学
校
に
ピ
ア
ス
を

付
け
て
き
ま
し
た
。
学
校
の
き
ま

り
で
ピ
ア
ス
は
禁
止
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
保
護
者
に
伝
え
た

と
こ
ろ
、「
穴
が
ふ
さ
が
る
の
で

付
け
さ
せ
て
お
き
た
い
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
危
険
な
の
で
外
さ
せ

た
い
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
権
限

が
学
校
に
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

転
勤
の
時
期
に
つ
い
て
、
五
年
を
経

な
い
と
で
き
な
い
等
の
ル
ー
ル
を
聞
き

ま
す
。
し
か
し
、
条
例
や
規
則
、
細
則
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い
じ
め
問
題
は
、
初
期
対
応
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
最
初
の
段
階
で
あ
れ
ば
、
傷

口
が
開
い
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
の
関

係
性
も
修
復
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。

向
山
氏
の
『
い
じ
め
の
構
造
を
破
壊
す
る
法

則
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
で
紹
介
し
て
い
る
実

践
で
あ
る
。

い
じ
め
の
最
初
の
段
階
は
、
机
を
離
す
行
為

で
あ
る
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
世
界
で
は
、
小
さ
な
声

で
の
冷
や
か
し
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
は
、
初
期
の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
な

い
こ
と
だ
。

そ
の
後
の
向
山
氏
の
対
応
を
追
試
す
る
。

○
○
君
、
ど
う
し
て
机
を
離
し
た
の
で
す
か
。

み
ん
な
聞
い
た
で
し
ょ
う
。
○
○
君
は
、
何

と
な
く
机
を
離
し
た
そ
う
で
す
。
先
生
は
違
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
○
○
君
は
、
何
と
な
く
机

を
離
し
た
思
う
人
は
手
を
挙
げ
て
ご
ら
ん
な
さ

い
。○

○
君
の
反
応
。「
隣
の
子
が
い
や
だ
か
ら

離
し
た
」

　
隣
の
子
が
嫌
だ
か
ら
席
を
離
し
た
。
そ

れ
は
、
先
生
は
良
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

み
ん
な
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
集
団
を
味
方
に
付
け
て
対

応
す
る
の
で
あ
る
。

冷
や
か
し
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
言
葉
の
中

身
を
少
し
変
更
す
る
だ
け
で
、
対
応
可
能
で
あ

る
。い

じ
め
問
題
に
、
瞬
時
に
初
期
対
応
で
き
る

よ
う
、
教
師
な
ら
、
向
山
氏
の
対
応
を
身
に
付

け
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
ん
な
時
、
ど
う
す
る
？

い
じ
め
問
題
が
は
び
こ
る
教
室
。

教
室
で
は
教
師
の
怒
鳴
り
声
が
響
き

渡
る
。

一
向
に
改
善
し
な
い
状
況
。

保
護
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
の
電
話
も

入
り
続
け
、
疲
弊
し
て
い
く
。

学級崩壊を防ぐ

若手若手
必読！必読！

向山実践の
トンイポ

福
岡
県
北
九
州
市
立
永
犬
丸
西
小
学
校

大お
お

井い

隆た
か

夫お

い
じ
め
問
題
は
最
初
が
肝
心
！

荒
れ
の
芽
を
見
逃
さ
ず
、
そ
の
場
で
瞬
時
に
対
応
す
る
か
ら
こ
そ
、
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

逆
に
、
初
期
対
応
を
間
違
え
る
と
子
供
も
教
師
も
苦
し
い
日
々
が
続
く
。
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来
る
価
値
の
あ
る
学
校
づ
く
り
最
前
線

実
際
に
成
果
を
上
げ
た
シ
ス
テ
ム
と
方
法
論
と
を
も
っ
て
、
心
あ
る
学
校
の
「
来
る
価
値
の
あ

る
学
校
づ
く
り
」
に
寄
与
す
る
。

　

十
月
、
要
請
を
受
け
て
様
々
な
案
件
に
関
わ

り
、
午
後
九
時
に
帰
宅
し
た
。
全
て
、
目
の
前

に
相
手
が
い
る
仕
事
だ
。
反
応
も
即
座
に
返
っ

て
く
る
。

何
よ
り
の
修
業
で
あ
る
。
今
日
も
出
し
切
っ

た
。
そ
う
言
え
る
。

　

二
〇
代
は
担
任
と
生
徒
指
導
主
事
を
務
め
な

が
ら
週
二
四
〜
二
六
コ
マ
授
業
し
て
い
た
。

　

四
〇
代
の
今
、
時
に
二
九
コ
マ
授
業
し
て
い

る
。
教
室
に
入
れ
ず
学
習
支
援
室
で
過
ご
す
生

徒
や
病
気
等
で
家
に
い
な
が
ら
学
ぶ
生
徒
を
相

手
に
、
空
き
時
間
に
個
別
授
業
を
す
る
か
ら
で

あ
る
。
一
般
的
な
一
八
コ
マ
前
後
の
授
業
者
に

比
べ
、
お
よ
そ
二
倍
の
経
験
を
積
め
る
。
当
然

な
が
ら
、
そ
の
ぶ
ん
腕
の
上
が
り
も
見
込
め
る
。

　

学
年
主
任
と
担
任
と
研
究
主
任
を
兼
務
し
、

諸
分
掌
の
サ
ポ
ー
ト
役
も
務
め
る
。
ゆ
え
に

少
々
大
変
だ
が
、
力
を
付
け
る
た
め
に
は
量
を

こ
な
す
の
が
必
要
不
可
欠
だ
。
そ
う
規
定
し
、

自
ら
進
ん
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

前
人
未
到
の
地
に
手
を
伸
ば
す
。
そ
の
た
め

に
、
前
人
未
踏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開
拓
す
る
。

令
和
の
公
立
学
校
現
場
で
「
来
る
価
値
の
あ

る
学
校
づ
く
り
」
を
推
し
進
め
る
の
が
自
身
の

務
め
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
二
五
年
間
で
形
に
し
た
こ
と
は

少
な
く
な
い
。

・
県
最
下
位
か
ら
中
上
位
へ
の
学
力
向
上
実
現

・
諸
学
校
行
事
で
の
生
徒
全
員
参
加
実
現

・
非
行
問
題
行
動
ゼ
ロ
の
実
現

・
小
中
連
携
に
よ
る
不
登
校
ゼ
ロ
の
実
現

・
支
援
級
か
ら
通
常
級
へ
の
措
置
替
え
増

・
学
年
生
徒
全
員
の
第
一
志
望
校
合
格

・
以
上
を
実
現
す
る
た
め
の
授
業
力
向
上
研
修
、

生
徒
指
導
力
向
上
研
修
、
学
校
教
育
相
談
体

制
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
他

　

地
教
委
と
の
連
携
に
よ
る
、
全
国
に
類
を
見

な
い
中
大
連
携
他
、
語
り
出
せ
ば
キ
リ
が
な
い
。

　

毎
週
末
の
セ
ミ
ナ
ー
以
外
に
、
年
度
末
ま
で

に
小
学
校
、
中
学
校
、
私
立
学
校
計
一
〇
校
超

に
研
修
講
師
と
し
て
出
向
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
全
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
関
係
者
か
ら
の
依
頼
で

は
な
い
。
既
に
あ
る
関
係
性
の
中
で
仕
事
が
生

ま
れ
る
の
で
な
く
、
新
た
な
つ
な
が
り
が
次
々

と
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

我
々
の
実
践
の
、
確
か
な
広
が
り
を
実
感
す

る
。

　

複
数
校
で
成
果
を
上
げ
た
シ
ス
テ
ム
と
方
法

論
を
シ
ェ
ア
し
、
全
体
最
適
に
寄
与
し
た
い
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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く
り
し
て
い
ま
す
。

「
ゆ
っ
く
り
書
く
人
」
は
「
忘
れ
る

の
も
ゆ
っ
く
り
」
し
て
い
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
忘
れ
た
ら
ま
た
練

習
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。

　

早
く
覚
え
る
人
も
、
お
そ
く
覚

え
る
人
も
、
一
つ
の
個
性
で
す
か

ら
、
ど
ち
ら
で
も
い
い
の
で
す
。

「
人
に
よ
っ
て
違
う
」

と
い
う
こ
の
趣
意
説
明
。

非
常
に
巧
み
で
あ
り
、
効
果
的
で

あ
る
。

向
山
氏
が
意
図
的
に
組
み
立
て
た

構
成
に
な
っ
て
お
り
、「
趣
意
説

明
」
と
い
う
よ
り
「
語
り
」
に
近
い
。

こ
の
後
、
こ
の
趣
意
説
明
に
「
ラ

ス
ト
ス
パ
ー
ト
」
が
か
か
る
。（

続
く
）

し
か
し
そ
こ
で
、
向
山
氏
は
次
の

よ
う
に
付
け
加
え
る
の
だ
。

私
の
推
定
だ
が
、
お
そ
ら
く「
間
」

を
少
し
取
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

５
回
で
覚
え
る
人
も
い
る
で

し
ょ
う
し
、
15
回
か
か
る
人
も
い

る
で
し
ょ
う
。

　
（
間
）

　

先
生
は
30
回
書
か
な
い
と
覚
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
「
先
生
は
30
回
」
と
い
う
の

が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

先
生
が
三
〇
回
な
ら
、
自
分
は

も
っ
と
た
く
さ
ん
か
も
し
れ
な
い
、

と
い
う
「
い
い
意
味
で
の
バ
イ
ア

ス
」
が
か
か
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
向
山
氏
は
続
け
る
。

こ
こ
か
ら
後
の
展
開
は
、
私
に
は

思
い
も
よ
ら
な
い
展
開
だ
。

　

で
も
、
早
く
覚
え
る
人
は
早
く

忘
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ゆ
っ

く
り
書
く
人
は
忘
れ
る
の
も
ゆ
っ

【
向
山
洋
一
の
趣
意
説
明
集
】
６

⑤
「
漢
字
の
練
習
回
数
」
を
教
え
る

（
前
号
の
続
き
）

「
漢
字
の
練
習
回
数
」
に
つ
い
て
の

向
山
氏
の
趣
意
説
明
。

そ
の
中
で
「
個
人
差
」
に
言
及
す

る
場
面
で
あ
る
。

　

何
回
書
い
た
ら
覚
え
る
の
か
、

人
に
よ
っ
て
違
う
は
ず
で
す
。
37

人
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

違
い
が
あ
り
ま
す
。
37
人
全
員
が

同
じ
だ
と
し
た
ら
、
気
持
ち
悪
い

こ
と
で
す
。
人
さ
ま
ざ
ま
だ
か
ら

い
い
の
で
す
。
５
回
で
覚
え
る
人

も
い
る
で
し
ょ
う
し
、
15
回
か
か

る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

数
値
を
巧
み
に
使
っ
て
い
る
。

三
七
人
い
る
ク
ラ
ス
。
そ
の
三
七

人
が
全
員
同
じ
な
ら
気
持
ち
悪
い
と

い
う
言
い
方
。
そ
し
て
五
回
で
覚
え

る
人
も
い
る
し
、
一
五
回
か
か
る
人

も
い
る
と
い
う
言
い
方
。

な
る
ほ
ど
と
思
う
。

た
だ
、
こ
こ
ま
で
な
ら
、
私
で
も

思
い
付
き
そ
う
な
気
は
す
る
。

子
供
た
ち
も

「
そ
う
だ
よ
な
。
僕
は
何
回
書
け
ば

覚
え
ら
れ
る
か
な
」

と
思
っ
て
聞
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

東京都・玉川大学教職大学院教授

谷
たに

和
かず

樹
き

【解説】授業の原則10カ条
「趣意説明の原則」（11）

むしろ「語り」に近い向山氏の
趣意説明。「数値の使い方」「具
体的な例の挙げ方」「それぞれ
の個性を大切にする言い回し」
……そうした点を学び、他の場
面でも応用していきたい。

～子供が変わる教師のベーシックスキル～

谷 和樹
教授の

「授業の原則10カ条」
講  座
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私
は
、
図
工
が
苦
手
だ
っ
た
。
中
学
校
二
年

の
美
術
の
成
績
は
五
段
階
で
最
低
ラ
ン
ク
の
１
。

し
か
も
、二
学
期
連
続
。シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。「
図

工
の
セ
ン
ス
が
な
い
」
と
本
気
で
思
っ
た
。

　

そ
の
私
が
教
師
に
な
っ
た
。
当
然
、
図
画
工

作
科
の
授
業
を
ど
う
進
め
れ
ば
よ
い
の
か
悩
ん

だ
。
特
に
、
絵
が
苦
手
な
子
の
指
導
を
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

教
師
四
年
目
、
酒
井
臣
吾
氏
の
実
技
講
座
を

初
め
て
受
け
た
。
酒
井
氏
の
言
う
と
お
り
に
描

い
て
い
く
と
、
楽
し
く
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き

た
。
自
分
で
も
驚
く
よ
う
な
絵
が
仕
上
が
っ
た
。

酒
井
氏
が
私
の
作
品
を
力
強
く
褒
め
て
く
れ
た

の
が
う
れ
し
か
っ
た
。

「
酒
井
式
で
な
ら
、
図
工
の
授
業
が
で
き
る
」

　

早
速
、
酒
井
式
の
授
業
を
、
担
任
を
し
て
い

た
三
年
生
に
し
た
。
子
供
た
ち
は
楽
し
く
描
い

た
。
作
品
に
対
す
る
満
足
度
も
高
か
っ
た
。

　

子
供
た
ち
全
員
の
絵
を
写
真
に
撮
り
、
酒
井

氏
へ
郵
送
し
た
。
毎
時
間
の
実
践
記
録
も
、
子

供
た
ち
全
員
の
感
想
も
入
れ
た
（
当
時
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
）。

　

す
ぐ
に
、
酒
井
氏
か
ら
、
長
文
の
返
事
が
来

た
。
驚
く
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
た
。

　

上
木
先
生
、
す
ば
ら
し
い
実
践
で
し
た
。

　

ま
ず
一
見
し
て
、
色
の
美
し
さ
に
う
っ

と
り
し
ま
し
た
。
先
生
の
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
は
と
て
も
安
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

色
彩
に
よ
く
出
て
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
か
た
つ
む
り
の
線
が
で
き
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
す
ば
ら
し
い
実
践

で
す
。
よ
く
や
り
ま
し
た
。〈
後
略
〉

　

酒
井
氏
に
褒
め
ら
れ
た
私
は
、「
図
工
の
授

業
を
も
っ
と
や
り
た
い
」
と
思
っ
た
。

　

こ
の
後
、
私
は
、
酒
井
式
の
実
践
を
積
み
重

ね
て
い
く
。
酒
井
氏
に
郵
送
し
た
シ
ナ
リ
オ
の

数
は
、
三
〇
作
品
を
越
え
た
。
そ
の
度
に
、
酒

井
氏
か
ら
、
長
文
の
返
事
が
届
い
た
。

　

酒
井
氏
の
自
宅
に
も
、
何
度
も
通
っ
た
。
子

供
た
ち
の
作
品
の
実
物
を
見
て
い
た
だ
い
た
。

　

酒
井
氏
の
講
座
が
あ
れ
ば
、「
追
っ
か
け
」

の
よ
う
に
参
加
し
た
。
酒
井
式
の
模
擬
授
業
も
、

目
の
前
で
、
何
度
も
行
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
酒
井
式
の
授
業
力
を
高

め
て
い
っ
た
。

　

私
は
、
図
工
が
苦
手
な
教
師
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
酒
井
氏
に
よ
っ
て
励
ま
さ
れ
、
育
て
ら

れ
、
自
信
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
結
果
、
絵

が
苦
手
な
子
も
集
中
す
る
指
導
が
で
き
た
。
私

は
、
酒
井
氏
に
出
会
い
、
指
導
を
受
け
続
け
る

こ
と
で
、
豊
か
な
教
師
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
た
。
酒
井
氏
と
の
出
会
い
に
感
謝
！

　
図
工
が
苦
手
だ
っ
た
私
の
「
教
師
道
」

授
業
技
量
を
高
め
る
に
は
、
師
に
つ
い
て
、
何
度
も
指
導
を
受
け
る
し
か
な
い
。

福
井
県
越
前
市
立
神
山
小
学
校

上う
え
 き木
信の

ぶ

弘ひ
ろ

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道
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一
　
気
に
な
る
著
者
名

　
渋
沢
秀
雄
『
明
治
の
読
本
』
の
表
紙
を
改
め
て

見
た
と
き
に
、
真
っ
先
に
注
目
し
た
箇
所
は
、
著

者
名
で
あ
っ
た
。
折
し
も
、
本
年
は
日
本
の
お
札

の
肖
像
が
新
し
く
変
わ
っ
た
時
期
で
あ
り
、
渋
沢

栄
一
が
登
場
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
さ
か
と
思
い
つ
つ
も
奥
付
を
見
る
と
、
そ
こ

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

「
明
治
二
十
五
年
東
京
生
ま
れ
。
東
大
仏
法
科
卒
。

実
業
家
渋
沢
栄
一
の
四
男
。
随
筆
家
。」

　
思
っ
た
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
本
の
表
紙
を
め
く
る
と
、
遊
び

紙
の
部
分
に
次
の
書
き
込
み
が
あ
っ
た
。

「
明
治
生
ま
れ
の
わ
た
し
は
、
こ
の
本
が
懐
か
し

く
て
六
月
二
日
銀
座
で
こ
れ
を
買
っ
た
松
井
四
郎
」

　
一
宮
文
庫
に
は
、
こ
の
松
井
四
郎
の
名
前
印
が

押
さ
れ
て
い
た
本
が
複
数
冊
置
い
て
あ
っ
た
。

　
松
井
四
郎
氏
は
、
大
森
第
四
小
学
校
の
元
教
師

で
あ
り
、
大
量
の
ご
自
分
の
蔵
書
を
寄
贈
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
多
く
の
先
生
方
が
職
員
図
書

と
し
て
活
用
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
校
舎
の
建
替

え
な
ど
で
廃
棄
処
分
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
き
に
、

向
山
氏
は
一
部
の
本
の
引
取
り
手
と
な
っ
た
。

　
松
井
氏
の
押
印
が
あ
る
書
物
を
見
る
と
、
そ
の

当
時
の
大
四
小
の
研
究
熱
心
さ
が
嫌
で
も
伝
わ
っ

て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
感
想
を
向
山
氏
に
も
伝
え

た
こ
と
が
あ
る
が
、
向
山
氏
も
共
感
さ
れ
て
い
た
。

二
　
本
書
に
は
目
次
な
し

　
こ
の
本
は
ど
ん
な
本
な
の
か
、
目
次
を
見
て
概

要
を
つ
か
も
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
始
め
や
終
わ

り
の
方
を
め
く
っ
て
も
目
次
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
ど
ん
な
本
か
大

体
が
つ
か
め
な
い
。「
ま
え
が
き
」
も
な
し
。「
あ

と
が
き
」
は
あ
っ
た
の
で
そ
れ
を
読
む
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
本
の
初
出
は
、
月
刊
誌
『
親
と
子
』
で
の

渋
沢
氏
の
連
載
七
九
回
分
（
昭
和
四
六
年
〜
五
二

年
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
章
の
本
文
に
は
、

見
出
し
の
か
わ
り
に
一
か
ら
七
十
九
ま
で
の
通
し

番
号
が
付
い
て
い
た
。
こ
の
月
刊
誌
は
昭
和
二
九

年
の
子
供
の
日
に
発
行
さ
れ
た
。
終
戦
後
の
混
乱

時
代
の
少
年
非
行
の
激
増
や
望
ま
し
い
親
子
関
係

づ
く
り
。
ま
た
四
〇
年
代
後
半
か
ら
の
家
庭
教
育

の
弱
体
化
や
社
会
道
徳
の
低
下
な
ど
が
懸
念
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
ら
を
改
善
し
、
世
論
を
喚
起
し
た

い
と
の
願
い
か
ら
こ
の
月
刊
誌
が
発
刊
さ
れ
た
こ

と
を
渋
沢
氏
が
感
銘
し
て
執
筆
を
さ
れ
た
。

三
　
向
山
氏
が
注
目
し
た
箇
所

　
折
り
込
み
は
何
か
所
か
見
ら
れ
た
が
、マ
ー
カ
ー

ラ
イ
ン
は
三
か
所
で
あ
っ
た
。

　
忍
耐
力
、
教
訓
に
よ
る
教
育
、
善
事
の
強
要
と

い
っ
た
渋
沢
氏
の
言
葉
に
引
か
れ
て
い
る
。
明
治

期
の
国
定
教
科
書
で
あ
る
か
ら
、
取
り
上
げ
ら
れ

る
内
容
や
文
章
も
そ
の
類
が
多
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
昭
和
期
の
教
科
書
と
も
対

比
が
さ
れ
お
り
、
国
語
の
読
み
物
と
い
う
よ
り
、

道
徳
の
教
材
と
し
て
活
用
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　
向
山
氏
に
こ
の
本
を
「
雪
小
三
人
会
※
」
で
お
見

せ
し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
た

が
、
突
然
あ
る
歌
を
懐
か
し
そ
う
に
口
ず
さ
ん
だ
。

　
後
で
そ
の
箇
所
を
探
し
た
が
、
お
そ
ら
く
こ
こ

に
違
い
な
い
。
そ
の
ペ
ー
ジ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

南
北
朝
、
尊
氏
、
正
成
、
湊
川
の
戦
い
等
で
あ
る
。

　
そ
の
歌
は
、
私
も
よ
く
知
っ
て
い
る
「
大
楠
公

の
唄
」
で
あ
っ
た
。

明
治
時
代
の
国
語
教
科
書
を

随
筆
に
す
る

〝
教
育
の
本
質
に
重
要
な
示
唆
を
投
げ
か
け
る
明
治
人
の
気

骨
〞
と
帯
に
示
さ
れ
て
い
る
。

板い
た

倉く
ら

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

『明治の読本』
（渋沢秀雄著　北洋社 ）

※
向
山
洋
一
・
師
尾
喜
代
子
・
板
倉
弘
幸
の
、
雪
谷
小
学
校
で
同

学
年
を
組
ん
で
い
た
三
人
が
、
定
期
的
に
集
ま
る
会
合
。
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
大
事
な
こ
と

自
分
の
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
指
導
を
し
て
く
だ
さ
る
師
匠
を
も
つ
。

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
教
師
の
無
駄
な
発
言
を

削
っ
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
年
後
に
、
点
字
の
授
業
を
し
て
、
向
山
先
生

に
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

の
時
の
向
山
先
生
の
言
葉
が
な
か
っ
た
ら
、

多
分
、
今
の
僕
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す

「
八
割
い
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
が
、
僕
に

と
っ
て
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

当
時
、
み
ん
な
向
山
先
生
か
ら
何
か
言
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
き
れ

ば
褒
め
て
も
ら
い
た
い
な
と
、
僕
は
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
誰
も
聞
け
な
い
の
で
す
。
し

か
し
、
伴
先
生
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。

「
師
匠
、
ご
指
導
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
っ
た

ら
、
向
山
先
生
が
一
言
「
精
進
し
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
た
ん
で
す
。

そ
こ
か
ら
何
が
良
か
っ
た
の
か
を
読
み
取
っ

て
い
く
の
で
す
。
も
う
禅
問
答
み
た
い
で
す
。

で
も
、
師
匠
と
弟
子
の
関
係
み
た
い
な
と
こ
ろ

が
す
ご
く
面
白
か
っ
た
で
す
。
今
は
高
段
者

の
先
生
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ

う
い
う
先
生
方
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
、
評
価

し
て
い
た
だ
く
の
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
が
大
事
で
す
。

マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
授
業
し
た
時
で
す
。
授
業
が

終
わ
っ
た
後
、
会
場
が
ド
ン
引
き
し
て
い
る
の

が
実
感
と
し
て
分
か
り
ま
し
た
。
早
く
帰
り
た

い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
向
山
先
生
が
、

休
憩
し
て
い
る
僕
の
隣
に
ど
か
っ
と
座
っ
た
の

で
す
。
当
時
、
あ
ま
り
向
山
先
生
と
お
話
し
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
河
田
先
生
、
お
疲
れ
様
。
河
田
く
ん
の
授
業

は
、
今
日
は
半
分
い
ら
な
か
っ
た
な
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ズ
ド
ン
と
く
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
さ
ら
に
、
そ
の
後

「
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
言
っ
た
ら
、
そ
の
後
、
間
髪
入
れ
ず
に
向
山

先
生
か
ら
、

「
い
や
、
八
割
い
ら
な
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
言
わ
れ
て
、
も
う

ズ
ド
ン
と
な
っ
て
、「
う
ー
ん
、
何
が
足
り
な

か
っ
た
ん
だ
ろ
う
」
と
考
え
ま
し
た
。

　
考
え
て
み
る
と
、
無
駄
が
多
か
っ
た
と
思
い

自
分
の
授
業
に
満
足
す
る
こ
と
が
な
か

な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
河
田
先
生
の
授
業

に
は
い
つ
も
惹
き
つ
け
ら
れ
ま
す
。
河

田
先
生
ご
自
身
が
、
明
ら
か
に
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
た
と
感
じ
ら
れ
た
時
期
は

あ
り
ま
し
た
か
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

河か
わ

田た

孝た
か

文ふ
み

山
口
県
下
関
市
立

向
山
小
学
校

師
匠
の
言
葉
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

私
は
自
分
の
授
業
に
満
足
し
た
こ
と
が

今
ま
で
一
回
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
普
通
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
思
う
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
向
上
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

僕
が
そ
れ
を
実
感
し
た
の
は
、
九
七
年
の
サ

A

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

今
ど
き
の
学
校
の
人
員
体
制

　

管
理
職
に
は
、
次
年
度
の
人
員
体
制
の
整

備
と
い
う
大
き
な
仕
事
が
あ
る
。
四
月
一
日

に
、
円
滑
な
人
事
配
置
を
す
る
。
こ
れ
が
、

文
科
省
、
任
命
権
者
の
都
道
府
県
教
育
委
員

会
、
学
校
設
置
者
の
市
町
村
教
育
委
員
会
、

そ
し
て
学
校
管
理
職
の
最
重
要
事
項
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
人
事
は
ミ
ズ
モ
ノ
。
期
待
し
た

人
材
の
退
職
や
該
当
者
の
不
足
、
本
人
の
就

職
意
思
の
迷
い
、
採
用
予
定
者
の
力
不
足
な

ど
の
事
案
も
発
生
す
る
。

　

時
に
は
、
子
供
の
急
な
転
入
や
転
出
で
学

級
数
が
増
減
す
る
。
あ
る
い
は
、
重
度
障
害

児
や
日
本
語
を
話
せ
ぬ
外
国
籍
の
子
供
の
急

な
転
入
な
ど
で
、
緊
急
的
に
ス
タ
ッ
フ
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
あ
る
。

三
　
学
校
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
拡
充

　

学
校
は
、
常
勤
の
教
員
と
常
勤
の
技
能
系

は
和
菓
子
老
舗
の
「
よ
ね
や
」
本
店
。
銘
菓

「
栗
む
し
羊
羹
」
と
近
年
人
気
の
「
ぴ
ー
な
っ

つ
最
中
」。
店
内
は
、
老
若
男
女
で
ご
っ
た

返
す
。

　

参
拝
客
で
賑
わ
う
神
社
仏
閣
に
は
、
和
菓

子
名
店
が
集
ま
る
。
浅
草
寺
の
舟
和
「
芋
よ

う
か
ん
」、
と
げ
ぬ
き
地
蔵
の
塩
大
福
、
亀

戸
天
神
の
船
橋
屋
の
「
元
祖
く
ず
餅
」、
柴

又
帝
釈
天
の
草
団
子
。
変
わ
ら
ぬ
味
を
今
に

伝
え
る
。

二
　
次
年
度
に
向
け
て
の
人
員
整
備

　

学
校
は
、
冬
休
み
が
明
け
る
と
、
そ
ろ
そ

ろ
新
年
度
の
準
備
に
取
り
掛
か
る
。
次
年
度

の
教
育
課
程
編
成
が
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
全
教
職
員
で
、
次
年
度
の
学
校
の
姿

を
描
き
実
現
す
る
こ
と
が
、
充
実
し
た
教
育

活
動
の
保
証
に
な
る
。

一
　
成
田
山
新
勝
寺
の
初
詣

　

千
葉
県
北
東
部
に
あ
る
成
田
山
新
勝
寺
。

首
都
圏
で
有
数
の
初
詣
客
を
集
め
る
。
江
戸

時
代
は
、
江
戸
市
内
を
出
て
途
中
の
船
橋
宿

に
泊
ま
り
旅
装
を
整
え
た
。

　

歌
舞
伎
市
川
宗
家
が
信
心
す
る
不
動
尊
で

あ
る
。
現
在
の
一
三
代
市
川
團
十
郎
（
前
市

川
海
老
蔵
）
は
、
二
人
の
子
供
（
市
川
新
之

助
と
市
川
ぼ
た
ん
）
を
連
れ
て
折
々
に
成
田

不
動
尊
を
訪
問
す
る
。
や
が
て
小
学
生
の
新

之
助
に
も
、
海
老
蔵
、
そ
し
て
一
四
代
團
十

郎
を
襲
名
す
る
日
が
来
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

江
戸
の
人
々
は
正
月
歌
舞
伎
で
、
團
十
郎

の
「
助
六
」
や
「
勧
進
帳
」
を
見
て
、
新
春

を
寿こ

と
ほ

い
だ
。

　

新
勝
寺
参
道
に
う
な
ぎ
店
が
並
ぶ
。
テ
レ

ビ
の
グ
ル
メ
番
組
に
も
よ
く
登
場
す
る
。
ど

の
店
先
も
大
行
列
が
で
き
る
。
参
道
の
中
心

の

新
時
代

81

学
校
物
語

学
校
物
語

学
校
物
語
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東
京
下
町
の
小
学
校
。
通
常
の
学
級
が
一

二
学
級
と
特
別
支
援
学
級
の
、
東
京
で
は
標

準
的
な
規
模
。
学
級
担
任
の
ほ
か
に
、
音
楽
、

図
工
、算
数
少
人
数
の
教
員
。
講
師
（
三
名
）、

理
科
支
援
員
、
特
別
支
援
専
門
員
、
特
別
支

援
指
導
員
、
特
別
支
援
補
助
員
な
ど
。
さ
ら

に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
巡
回
心
理

士
、
学
校
司
書
、
学
習
指
導
補
助
員
、
ク
ラ

ス
支
援
員
、
生
活
ス
ク
ー
ル
ア
ッ
プ
指
導
補

助
員
（
三
名
）、ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
（
二
名
）、
I
C
T
支
援
員
（
二
名
）、

A
L
T
、
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
シ
ス
タ
ン

ト
。
そ
し
て
、
副
校
長
補
佐
、
用
務
（
四
名
）、

交
通
誘
導
員
（
四
名
）、
給
食
は
民
間
委
託

で
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
外
。
学
校
教
職
員
は
常

勤
二
八
名
、
非
常
勤
三
二
名
、
合
計
六
〇
名
。

一
学
級
当
た
り
四
~
五
名
の
大
人
が
い
る
。

　

管
理
職
は
、
多
様
な
職
種
の
勤
務
管
理
を

す
る
。
出
退
勤
時
間
、
有
給
休
暇
、
交
通
費

等
、
仕
事
は
次
第
に
複
雑
に
な
っ
て
い
く
。

　

次
年
度
の
四
月
一
日
に
向
け
て
、
こ
れ
だ

け
多
様
で
資
格
の
有
無
や
勤
務
条
件
も
異
な

る
非
常
勤
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
で
き
る
か
ど
う

か
。
管
理
職
に
と
っ
て
、
人
集
め
の
悩
ま
し

い
日
が
続
く
。

心
に
授
業
参
観
し
、
途
中
で
私
や
理
科
支
援

員
に
質
問
す
る
。
授
業
中
の
子
供
に
も
、
授

業
の
様
子
を
尋
ね
て
い
た
。
文
科
大
臣
は
、

理
科
支
援
員
の
配
置
に
共
感
を
抱
い
た
よ
う

に
見
え
た
。
一
五
年
ほ
ど
前
、
東
日
本
大
震

災
の
前
の
頃
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
次

第
に
、
学
校
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
予
算

を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
二
四
年
度
文
科
省
予
算
。
教
育
業
務

支
援
員
の
全
小
中
学
校
へ
の
配
置
（
二
八
一

〇
〇
名
）
は
じ
め
、
学
習
指
導
員
（
一
一
〇

〇
〇
名
）
副
校
長
・
教
頭
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支

援
員
（
一
〇
〇
〇
名
）
の
配
置
。
人
的
整
備

は
大
幅
に
拡
充
し
た
。

　

い
つ
の
時
代
も
、
人
員
を
増
や
す
た
め
の

予
算
獲
得
は
、
予
算
担
当
や
議
会
か
ら
厳
し

い
抵
抗
に
あ
う
。
行
財
政
改
革
の
時
代
、「
定

数
削
減
と
予
算
有
効
活
用
」
が
歓
迎
さ
れ
る
。

「
人
を
増
や
す
計
画
」
は
、
国
民
や
県
民
の

賛
成
を
得
に
く
い
。
し
か
し
、「
学
校
は
ブ

ラ
ッ
ク
職
場
」
と
い
う
風
評
被
害
と
い
う
リ

ス
ク
と
引
換
え
に
、
人
員
増
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
は
教
育
界
に
と
っ
て
朗
報

で
あ
る
。

職
員
で
構
成
さ
れ
て
き
た
。
戦
後
初
期
は
、

事
務
職
員
さ
え
も
配
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

私
の
小
学
校
三
年
生
頃
、
品
川
区
立
旗
台
小

学
校
に
、「
事
務
の
セ
ン
セ
イ
」
と
呼
ば
れ

る
男
性
が
赴
任
し
て
き
た
。
い
つ
も
職
員
室

の
机
で
、
そ
ろ
ば
ん
を
は
じ
い
て
い
た
。
他

の
教
師
と
は
別
の
雰
囲
気
を
も
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
妊
娠
中
の
体
育
授
業
負
担
軽
減

の
講
師
な
ど
、
少
し
ず
つ
非
常
勤
教
職
員
が

配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

学
校
の
多
忙
化
が
進
み
、
慢
性
的
な
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
が
課
題
に
な
っ
て
い
た
。

　

私
が
全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長
時
代
、

学
校
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
拡
充
を
運
動
方

針
に
掲
げ
た
。
泰
明
小
学
校
に
は
、
先
駆
的

に
理
科
支
援
員
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
理
科

室
の
整
備
や
実
験
器
具
の
準
備
な
ど
で
、
業

務
改
善
に
役
立
っ
て
い
た
。

　

高
木
義
明
文
部
科
学
大
臣
か
ら
、
三
日
後

に
泰
明
小
学
校
を
視
察
し
た
い
と
い
う
連
絡

が
あ
っ
た
。
急
遽
、
六
年
理
科
の
実
験
場
面

を
視
察
授
業
に
し
た
。
事
前
に
文
科
大
臣
に
、

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
必
要
性
を
レ
ク

チ
ャ
ー
し
、
理
科
室
へ
案
内
し
た
。

　

文
科
大
臣
と
随
行
の
文
科
省
職
員
ら
は
熱
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こ
と
に
驚
く
学
生
が
多
い
。

　

私
の
勤
め
て
い
る
大
学
は
、
外
国
語
大
学

な
の
で
、
語
学
が
好
き
な
学
生
が
多
い
。
学

生
た
ち
に
「
語
学
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
な
ら
、

大
学
よ
り
専
門
学
校
の
方
で
集
中
的
に
学
ぶ

方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
聞
く
と
、「
専

門
学
校
は
学
ぶ
期
間
が
短
い
し
、
大
学
卒
業

の
学
歴
が
欲
し
い
か
ら
大
学
に
来
た
」
と
答

え
る
。
今
は
、
学
歴
よ
り
実
力
尊
重
の
社
会

だ
と
思
う
が
、
大
学
卒
業
の
肩
書
を
重
視
し

て
い
る
。
大
学
と
い
う
「
学
校
」
に
何
を
期

待
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

大
学
の
授
業
で
、
小
中
高
校
時
代
を
振
り

返
り
、
も
っ
と
学
び
た
か
っ
た
内
容
を
挙
げ

て
も
ら
う
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
が
る
。

・
英
会
話
中
心
の
英
語

・
パ
ソ
コ
ン
教
育

・
税
金
や
投
資
な
ど
お
金
に
関
す
る
こ
と

・
実
社
会
で
の
マ
ナ
ー
や
社
会
常
識

・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
問
題

　

実
際
生
活
に
役
立
つ
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

逆
に
、
必
要
な
い
と
思
う
も
の
と
し
て
は
、

古
文
・
漢
文
が
い
つ
も
挙
が
る
。
社
会
に
出

二
　
学
校
で
学
び
た
い
内
容

校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
大

学
及
び
高
等
専
門
学
校
と
す
る
。」

　

ま
た
、
学
校
教
育
法
で
は
、「
学
校
」
で

は
な
い
が
、
学
校
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、

同
法
第
一
二
四
条
で
、
専
修
学
校
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

「
第
一
条
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
教
育
施
設

で
、
職
業
若
し
く
は
実
際
生
活
に
必
要
な
能

力
を
育
成
し
、
又
は
教
養
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
次
の
各
号
に
該
当
す
る
組

織
的
な
教
育
を
行
う
も
の
は
、
専
修
学
校
と

す
る
。（
各
号
省
略
）」

　

専
修
学
校
の
う
ち
、
高
校
卒
業
者
を
受
け

入
れ
る
も
の
が
専
門
学
校
と
称
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
の
授
業
で
、「
学
校
」
九
種
類
を
答

え
さ
せ
る
と
、
専
門
学
校
が
入
っ
て
い
な
い

　

教
育
基
本
法
第
一
条
は
、
教
育
の
目
的
と

し
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
教
育
は
、
人
格
の
完
成
を
目
指
し
、
平
和

で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し

て
必
要
な
資
質
を
備
え
た
心
身
と
も
に
健
康

な
国
民
の
育
成
を
期
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」

　

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
中
心
的
役

割
を
果
た
す
も
の
が
、公
教
育
た
る
「
学
校
」

で
あ
る
。「
学
校
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
教

育
法
第
一
条
で
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。

「
こ
の
法
律
で
、
学
校
と
は
、
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学

一
　
教
育
基
本
法
第
一
条

教
育
の
目
的

人
生
と
い
う
も
の
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
。
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感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
正
解
の
な
い
問
題
を
グ
ル
ー
プ
で
議

論
し
て
発
表
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

し
か
し
、
最
近
、
大
学
生
で
は
も
う
遅
い
の

で
は
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

無
料
塾
で
中
学
生
を
教
え
て
い
る
。

　

だ
が
、
中
学
生
の
方
が
、
夏
休
み
の
宿
題
、

休
み
明
け
テ
ス
ト
、
高
校
受
験
の
圧
な
ど
で
、

大
学
生
よ
り
、
学
び
に
自
由
が
な
く
、
が
ん

じ
が
ら
め
で
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
る
ゆ
と

り
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
子
供
た
ち
の
た
め
に
よ
か
れ
と

思
い
、
構
築
し
て
き
た
「
学
校
」。
本
当
に
、

教
育
基
本
法
第
一
条
の
大
き
な
目
的
の
実
現

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。
教
育
に
携
わ
る

一
人
一
人
が
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

察
し
て
き
た
知
の
蓄
積
が
「
学
問
」
で
あ
る
。

そ
れ
を
「
学
校
」
で
は
、
子
供
た
ち
に
理
解

で
き
る
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
凝
縮
し
て
、

教
科
、
科
目
と
し
て
提
供
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
子
供
が
そ
の
ど
こ
に
反
応
す
る
か
は
、
予

測
不
能
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
学
問

分
野
が
で
き
る
だ
け
広
く
披
露
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
学
問
か
ら
派
生
し
た
実
用
的

知
識
、
技
能
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
専
修
学
校
や

そ
の
他
の
教
育
機
関
で
対
応
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
知
識
を

た
だ
網
羅
的
に
覚
え
て
お
く
必
要
は
な
い
。

Ａ
Ｉ
が
す
ぐ
に
人
間
よ
り
正
確
に
提
供
し
て

く
れ
る
。
人
間
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ

ら
の
知
識
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
判
断
し
、

行
動
し
て
い
く
力
で
あ
る
。
そ
の
思
考
の
訓

練
を
「
学
校
」
で
は
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
「
学
校
」
で
の
学
び
の
本
質

を
子
供
た
ち
に
も
理
解
さ
せ
、
自
分
の
人
生

を
真
に
豊
か
に
す
る
学
び
の
楽
し
さ
を
実
感

さ
せ
る
教
育
が
重
要
で
あ
る
。

　

私
の
大
学
で
の
講
義
は
、
そ
の
よ
う
な
問

題
意
識
で
、
何
と
か
、
学
問
す
る
楽
し
さ
を

四
　
大
学
で
は
遅
い
の
で
は

て
か
ら
使
う
こ
と
が
な
い
と
い
う
理
由
で
あ

る
。
ま
た
、
文
系
大
学
な
の
で
、
理
数
系
を

苦
手
と
し
て
い
る
学
生
が
多
く
、
数
学
や
物

理
、
生
物
を
挙
げ
る
学
生
も
多
い
。
受
験
科

目
で
は
な
い
科
目
は
学
ぶ
必
要
が
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
学
生
も
い
る
。

　

学
び
が
、
受
験
や
社
会
で
す
ぐ
に
役
立
つ

知
識
・
技
能
な
ど
目
の
前
の
何
事
か
の
手
段

に
な
っ
て
い
る
。
学
び
自
身
を
楽
し
む
姿
勢

が
感
じ
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

　

教
育
基
本
法
で
定
め
ら
れ
た
教
育
の
目
的

は
深
淵
で
広
大
で
あ
る
。「
人
格
の
完
成
」

と
い
い
「
心
身
と
も
に
健
康
な
国
民
の
育

成
」
と
い
い
、
到
達
点
は
な
い
に
等
し
い
。

人
は
、
そ
れ
を
追
い
求
め
て
、
自
分
の
人
生

を
生
き
て
い
く
。「
学
校
」
は
そ
の
基
盤
の

部
分
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
一
人
一
人
が
目
指
す

人
格
の
完
成
は
異
な
り
、
描
く
国
民
の
姿
も

違
う
で
あ
ろ
う
。「
学
校
」
は
そ
れ
ら
全
て

の
思
い
に
対
応
す
る
必
要
も
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
人
類
が
、
こ
の
世
界
や
人
間

の
不
可
思
議
さ
や
謎
に
つ
い
て
研
究
し
、
考

三
　﹁
学
校
﹂
で
し
か
教
え
ら
れ
な
い
こ
と

イラスト：水川　勝利



72

向
山
論
文

裏
文
化
を
取
り
入
れ
た
活
動
で
の
統
率
力

教
師
が
統
率
す
る
か
ら
子
供
が
熱
中
す
る
。
統
率
力
向
上
の
一
つ
の
方
策
。

佐さ

藤と
う

直な
お

子こ

青
森
県
八
戸
市
立
三
条
小
学
校

　

さ
て
、
統
率
力
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、「
ガ
キ
大
将
」「
部
活
の
部
長
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
な
ど
が
持
っ
て
い
る
力

で
あ
る
。（
中
略
）

　

も
ち
ろ
ん
、
大
人
に
な
っ
て
も
つ
け
ら

れ
る
。

　

サ
ー
ク
ル
の
責
任
者
に
な
れ
ば
一
年
で

つ
く
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
、
五
色
百
人
一
首
大
会

な
ど
の
責
任
者
を
五
回
く
ら
い
や
れ
ば
、

い
や
で
も
身
に
つ
く
。

　

学
校
の
日
常
生
活
の
中
で
は
「
裏
文
化
」

を
と
り
入
れ
た
活
動
に
よ
っ
て
、
統
率
力

は
発
揮
さ
れ
る
。

「
子
ど
も
が
熱
中
す
る
」「
す
ぐ
れ
た
教

材
・
教
具
」「
正
し
い
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
知
的
で
面
白
く
熱

中
す
る
活
動
」
が
、
教
師
の
統
率
力
を
補

完
し
て
く
れ
る
。（
１
）

　

教
師
の
統
率
力
が
発
揮
さ
れ
れ
ば
、
教

室
は
ま
と
ま
っ
て
い
く
。

　

反
対
に
「
お
説
教
」「
ど
な
り
声
」
で

教
室
を
静
か
に
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
逆

に
大
混
乱
に
な
る
。

　

さ
て
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
、
ど
の
よ
う

な
活
動
が
い
い
か
描
写
し
よ
う
。

一
、
全
員
が
分
る
向
山
型
算
数
。
と
り
わ

け
「
ノ
ー
ト
」
の
書
き
方
の
個
別
評
定
と

あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
が
、
ク
ラ
ス
を
一

体
化
す
る
。

二
、
逆
に
、
難
問
五
題
の
中
か
ら
一
問
題

だ
け
を
選
択
さ
せ
て
、
解
か
せ
る
と
熱
中

す
る
。（
中
略
）

三
、
学
習
活
動
に
ゲ
ー
ム
を
と
り
入
れ
る

「
統
率
力
」
は
、
学
級
を
組
織
し
て
い
く
上
で

欠
か
せ
な
い
力
で
あ
り
、
様
々
な
場
面
で
必
要

と
さ
れ
る
。
教
師
が
毅
然
と
し
た
態
度
で
学
級

を
統
率
す
る
こ
と
で
、
教
師
へ
の
信
頼
度
は
高

ま
り
、
学
級
も
ま
と
ま
っ
て
い
く
。

「
裏
文
化
」
を
取
り
入
れ
た
活
動
に
よ
っ
て
も
、

統
率
力
が
発
揮
さ
れ
る
。
裏
文
化
と
は
、
メ
ン

コ
、
ビ
ー
玉
、
け
ん
玉
な
ど
遊
び
の
世
界
の
中

心
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
子
供
は
自

由
で
あ
り
、
平
等
で
あ
り
、
何
ら
か
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
で
あ
る
。「
そ
の
裏
文
化
を
、
も
っ
と

大
胆
に
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
の
が
、
向
山
氏
の
主
張
で
あ
る

（『
子
供
の
活
動
は
は
じ
け
る
ご
と
く
』
向
山
洋

一
著　

学
芸
み
ら
い
教
育
新
書
）。
裏
文
化
を

学
校
に
取
り
入
れ
る
最
大
の
利
点
は
、
子
供
が

生
き
生
き
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
発
揮
さ

れ
る
教
師
の
統
率
力
は
、
学
級
経
営
に
大
き
く

役
立
つ
。

　

具
体
的
な
場
面
で
考
え
よ
う
。
例
え
ば
「
五

色
百
人
一
首
」（
教
育
技
術
研
究
所
）
で
あ
る
。

子
供
た
ち
は
皆
、
百
人
一
首
が
大
好
き
で
あ
る
。

毎
時
間
ご
と
に
、
白
熱
し
た
真
剣
勝
負
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
。
お
ふ
ざ
け
で
大
声
を
出
す
な
ど

の
邪
魔
を
す
る
者
は
、
集
団
の
力
に
よ
っ
て
つ

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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ぶ
さ
れ
る
。「『
す
ぐ
れ
た
教
材
・
教
具
』『
知

的
で
面
白
く
熱
中
す
る
活
動
』
が
、
教
師
の
統

率
力
を
補
完
し
て
く
れ
る
」（
中
略　

佐
藤
）

と
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。（
１
）

　

正
し
く
公
平
な
ジ
ャ
ッ
ジ
を
し
、
不
正
を
正

す
た
め
に
、
教
師
は
目
線
を
そ
ら
し
て
は
い
け

な
い
。
全
体
の
状
況
・
雰
囲
気
を
把
握
し
、
読

み
方
の
ス
ピ
ー
ド
で
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
。
勝
負
に
熱
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
場
合
に
は
、

読
む
声
の
ト
ー
ン
を
低
く
し
、
全
体
を
落
ち
着

か
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
教
師
が
場
を
支
配
し
、
主
導
権
を
握
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

強
引
に
自
分
の
手
札
に
し
よ
う
と
す
る
や
ん

ち
ゃ
君
、
お
手
つ
き
の
ご
ま
か
し
を
し
て
し
ま

う
優
等
生
。
み
ん
な
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
勝
ち

た
い
の
だ
。
そ
こ
で
教
師
の
出
番
だ
。
大
ら
か

に
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
な
が
ら
ガ
キ
大
将
と
な
り
、

時
に
は
毅
然
と
統
率
す
る
。

「
裏
文
化
で
統
率
す
る
」
と
い
う
思
想
が
、
教

育
界
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。

　

教
師
が
一
番
の
ガ
キ
大
将
に
な
り
、
楽
し
く

学
級
を
統
率
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

の
も
よ
い
。
私
は
、
四
年
生
以
上
の
社
会

科
に
は
、
一
枚
の
大
き
な
写
真
を
貼
り
出

す
こ
と
が
あ
っ
た
。（
中
略
）

四
、名
文
暗
唱
も
、子
ど
も
達
は
熱
中
す
る
。

「
合
格
」
の
基
準
、「
先
生
の
代
わ
り
の

審
査
員
」
の
決
め
方
が
大
切
だ
。（
中
略
）

五
、
も
ち
ろ
ん
「
五
色
百
人
一
首
」「
五

色
名
句
か
る
た
」
な
ど
も
、
熱
中
す
る
。

学
級
崩
壊
を
た
て
直
す
力
強
い
味
方
と
し

て
、
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
学
級
崩
壊

か
ら
身
を
守
る
宝
物
だ
。（
中
略
）

　

教
師
は
、
札
を
見
な
が
ら
読
ん
で
は
駄

目
だ
。
目
線
は
子
ど
も
に
行
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
ル
ー
ル
違
反
を
と
り
し
ま
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

教
師
が
札
を
見
て
読
む
と
き
、
ク
ラ
ス

は
ル
ー
ル
無
視
、
不
正
が
ま
か
り
通
る
。

　

読
み
方
の
ス
ピ
ー
ド
な
ど
で
、
全
体
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
が
必
要
だ
。

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
学
ぶ
と
い
い
だ
ろ
う
。

「
子
ど
も
に
読
ま
せ
る
」
な
ど
、
絶
対
駄

目
だ
。「
読
む
」
こ
と
で
、
教
師
は
演
出

し
て
い
る
の
だ
。

六
、
係
り
活
動
も
大
切
だ
。
係
り
活
動
は
、

当
番
活
動
と
違
う
。
教
師
の
下
う
け
で
は

な
い
。

　

係
り
活
動
は
「
子
ど
も
の
希
望
」
で
「
創

意
工
夫
が
で
き
る
も
の
」
が
大
切
だ
。
人

数
の
割
り
あ
て
は
論
外
で
あ
る
。（
中
略
）

七
、
全
校
イ
ベ
ン
ト
、
全
校
子
ど
も
祭
り

な
ど
も
い
い
だ
ろ
う
。
全
校
チ
ャ
レ
ラ
ン

大
会
な
ど
を
、
楽
し
ん
で
や
っ
た
も
の
だ
。

時
間
の
使
い
方
を
工
夫
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
、
活
動
・
学
習
な
ど
で
、
教

師
が
頼
れ
る
存
在
に
な
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
自
分
自
身
が
、
サ
ー

ク
ル
の
活
動
な
ど
で
体
験
し
て
お
く
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　

向
山
学
級
は
、
表
文
化
・
裏
文
化
の
二

つ
で
つ
く
ら
れ
た
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
明
治
図
書
、

二
〇
〇
九
年
十
一
月
号
）
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第
５
回
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育

セ
ミ
ナ
ー

　

騒
人
社
は
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー

の
故
・
佐
桑
さ
ん
か
ら
提
案
を
頂

き
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
セ

ミ
ナ
ー
の
制
作
物
を
担
当
し
て
き
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
ス
タ
ー
ト
す
る
一
年
前
、

二
〇
一
九
年
か
ら
の
取
組
だ
っ
た
。

　

第
一
回
に
向
山
行
雄
先
生
と
谷

先
生
に
対
談
し
て
頂
き
、
方
向
性

を
見
付
け
進
ん
で
き
た
。

第�

１
回　

キ
ー
ワ
ー
ド
で
教
え
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　

書
籍

第�

２
回　

議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
書

籍
第
３
回�　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ど
こ
ど
こ
絵

本

第�

４
回　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

対
応
テ
キ
ス
ト
（
経
済
広
報
セ

ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
他
の
テ
キ
ス

ト
と
同
様
に
掲
載
）

第�

５
回　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ポ
ス
タ
ー
・

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
集

　

池
上
彰
氏
、
渋
沢
健
氏
を
は
じ

め
、
特
別
講
演
も
行
っ
た
。
毎
年

教
育
現
場
で
役
立
つ
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
、
三
百
名
を
超
す
申

し
込
み
を
頂
い
て
き
た
。

　

世
界
情
勢
は
、
戦
争
、
自
然
災

害
等
「
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な

い
」
と
は
ほ
ど
遠
い
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

と
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
と
で
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
の
ス
テ
ー
ジ
を
更
に

発
展
さ
せ
て
い
く
予
定
だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
向
山
塾

　

向
山
先
生
が
講
座
を
も
つ
唯
一

の
セ
ミ
ナ
ー
が
向
山
塾
だ
。
師
尾

が
講
座
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
し
て

い
る
。
な
る
べ
く
多
く
向
山
先
生

か
ら
お
話
を
引
き
出
そ
う
と
心
掛

け
て
い
る
。

「
向
山
洋
一
に
な
れ
る
か
問
題
」

は
毎
回
好
評
と
の
こ
と
で
う
れ
し
い
。

　

九
月
の
向
山
塾
は
オ
ン
ラ
イ
ン

だ
け
の
実
施
だ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
の
時
は
、
旗
の
台
の
研
究
所
の

隣
で
、
向
山
先
生
と
師
尾
が
二
人

だ
け
で
参
加
す
る
。
終
わ
っ
た
後

に
本
当
に
寂
し
く
て
、

「
つ
ま
ん
な
い
！
」

を
連
呼
し
た
。
最
近
は
、
谷
先
生
、

雨
宮
先
生
、
手
塚
先
生
方
が
旗
の

台
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

谷
先
生
は
、
登
壇
の
順
番
を
か
え

て
、
移
動
し
て
来
て
く
れ
て
い
る
。

向
山
塾
の
後
、
や
は
り
先
生
方
と

二
次
会
を
し
な
く
て
は
、
気
が
済

ま
な
い
。
向
山
塾
は
オ
ン
ラ
イ
ン

よ
り
、
リ
ア
ル
参
加
が
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
人
気
が
あ
る
。
何
と

言
っ
て
も
向
山
先
生
に
会
い
た
い
、

直
接
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
先
生

が
多
い
か
ら
だ
。

　

全
て
の
講
座
が
、「
向
山
実
践
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
の
で
、
レ

ポ
ー
ト
参
加
、
実
践
発
表
な
ど
は
、

勉
強
し
な
く
て
は
提
出
で
き
な
い
。

上
木
先
生
を
は
じ
め
、
優
れ
た
先

生
方
の
実
践
レ
ポ
ー
ト
を
見
る
場

で
も
あ
り
、
実
践
論
文
の
質
は
、

確
実
に
向
上
し
て
い
る
。

　

九
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
コ
ピ
ぺ

し
た
ら
Ａ
４
三
〇
枚
に
な
っ
た
。

・
日
常
の
言
葉
に
あ
る
向
山
先
生

の
思
想
が
学
べ
ま
す
。
坂
田
三
吉
、

演
歌
「
王
将
」
を
何
度
も
聞
き
ま

す
。「
鄧
小
平
と
ス
ー
ス
ロ
フ
の

論
争
」「
毛
沢
東
の
農
村
調
査
」

向
山
先
生
の
圧
倒
的
な
知
を
、
紹

介
し
て
く
だ
さ
る
、
幸
せ
な
時
間

で
し
た
。（
林
先
生
）

・
向
山
先
生
と
師
尾
先
生
の
ユ
ー

モ
ア
に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
す
。
い

つ
も
楽
し
そ
う
で
、
伺
え
る
こ
と

が
う
れ
し
い
で
す
。
今
回
も
、
向

山
先
生
の
知
の
力
に
痺
れ
ま
し
た
。

中
国
の
専
門
家
か
ら
「
よ
く
知
っ

て
い
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

の
知
の
力
。
想
像
の
範
囲
を
押
し

広
げ
て
頂
い
た
感
覚
で
す
。
毎
回

楽
し
み
に
し
て
い
る
講
座
で
す
。

（
西
田
先
生
）

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

騒人社の仕事と向山塾
５年にわたるSDGsセミナー制作物・９月
のオンライン向山塾。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

継続する力が
信頼を生む
エネルギー教育30年の歴史。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
年
度
内
に
一
九
〇
回
を
迎
え
る
。

　
こ
れ
は
、（
一
財
）
経
済
広
報
セ

ン
タ
ー
と
電
気
事
業
連
合
会
の
支

援
、
そ
し
て
T
O
S
S
を
中
心
と

し
た
先
生
方
の
賛
同
と
協
力
の
お

か
げ
で
、
三
〇
年
近
く
に
わ
た
る

活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
結
果
だ
。

　
そ
の
昔
、
一
〇
〇
回
目
の
開
催
の

時
、
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
し

た
い
と
向
山
先
生
に
お
話
し
し
た
。

　
す
る
と
、
向
山
先
生
は
こ
う
言

わ
れ
た
。

「
や
ら
な
い
。
終
わ
っ
ち
ゃ
う
よ

う
な
気
が
す
る
」

　
そ
の
予
言
（
？
）
ど
お
り
、
そ

の
会
も
普
通
に
開
催
さ
れ
、
今
や

二
〇
〇
回
も
夢
で
は
な
い
。

　
向
山
先
生
に
と
っ
て
は
一
〇
〇

回
目
も
二
〇
〇
回
目
も
、
通
過
点

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
記
念
日
好
き
の
女
の
発
想
だ
と

反
省
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
環
境
産
業
セ
ミ
ナ
ー
は

委
託
事
業
で
あ
る
た
め
、
回
数
は

対
外
的
に
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

　
三
〇
年
間
の
活
動
の
持
続
は
、

ま
さ
に
信
頼
の
証
。
先
生
方
の
地

道
な
活
動
と
そ
の
積
み
重
ね
が
、

時
間
と
と
も
に
信
頼
性
を
高
め
、

対
外
的
な
信
用
を
築
く
力
と
な
る
。

　
持
続
的
な
活
動
に
よ
り
、

T
O
S
S
へ
の
評
価
が
高
ま
り
、

関
連
す
る
協
力
や
支
援
を
受
け
や

す
く
な
る
効
果
も
あ
る
。

　
二
〇
二
五
年
度
も
引
き
続
き
無

料
で
開
催
さ
れ
る
。

　
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
エ
ネ
ル
ギ
ー
模
擬
授
業
全
国
大
会
〉

二
〇
二
五
年
一
月
二
五
日
（
都
内
）

【
山
口
百
恵
で
は
な
い
…
】

　
福
井
で
開
か
れ
た
第
一
八
五
回

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前

夜
祭
。

　
尾
川
智
子
先
生
が
、
素
敵
な
女

性
の
特
徴
と
し
て
気
品
が
大
切
だ

と
話
さ
れ
た
。
T
O
S
S
の
女
性

た
ち
の
名
前
が
次
々
と
挙
が
り
、

（
ふ
ん
ふ
ん
、
確
か
に
～
）
と
聞

い
て
い
た
ら
、
そ
こ
へ
堂
前
先
生

が
「
美
崎
さ
ん
の
名
前
が
出
て
い

な
い
（
笑
）」
と
突
っ
込
む
。
す

る
と
尾
川
先
生
が
「
美
崎
さ
ん
は

森
昌
子
で
す
か
ら
～
」
と
言
う
で

は
な
い
か
。

（
え
え
え
～
）
の
け
反
る
私
。

　
電
力
中
央
研
究
所
の
朝
野
賢
司

先
生
が
「
ど
う
で
す
か
？
」
と
尋

ね
て
く
れ
た
の
で
、「
微
妙
」
と

答
え
る
私
。
な
ぜ
森
昌
子
な
の
か
、

な
ぜ
桜
田
淳
子
で
も
山
口
百
恵
で

も
な
い
の
か
、
い
つ
か
尾
川
先
生
に

聞
い
て
み
た
い
（
若
い
方
に
は
こ
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
、伝
わ
ら
な
い
か（
笑
））。

　
現
地
に
行
く
と
、
東
京
で
の
印

象
と
大
き
く
異
な
る
先
生
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
る
。

　
東
京
で
は
口
数
少
な
く
楚
々
と

し
て
い
る
尾
川
先
生
も
、
失
敗
談

や
こ
こ
で
は
語
れ
な
い
様
々
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、

笑
い
の
嵐
を
巻
き
起
こ
し
て
い
た
。

　
こ
う
い
っ
た
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る

の
で
、
地
元
で
の
交
流
は
本
当
に

楽
し
く
、
学
び
も
多
い
（
笑
）。

【
お
仕
事
中
の
向
山
先
生
】

水野正司先生の著書『みんなの子育てスキル』
（マイクロマガジン）の紹介と新教材「掲示
用SDGｓポスター」をじっくり見る

第186回エネルギーシンポ
ジウムin大阪で、オンライン
からTOSSが取り組んでき
たエネルギー教育の歴史の
話と先生方へエールを贈る
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手
て

塚
づか

 美
み

和
わ

静岡県静岡市立清水有度第二小学校

一
　
い
い
も
の
を
素
直
に
学
ぶ

実
力
あ
る
女
性
教
師
は
、
頭
が

よ
く
て
美
人
で
素
直
だ

　

そ
う
言
っ
た
の
は
斎
藤
喜
博
だ

と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
に
お
会
い
し
た
実
力

が
あ
る
女
性
教
師
は
、
み
ん
な
美

人
で
魅
力
的
だ
っ
た
。
話
し
な
が

ら
い
っ
ぱ
い
笑
っ
た
。
内
側
か
ら

ほ
と
ば
し
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
、

一
緒
に
い
る
と
元
気
に
な
っ
た
。

　

先
日
、
モ
デ
ル
の
女
性
と
出

会
っ
た
。
美
し
い
そ
の
女
性
を
見

て
い
る
だ
け
で
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
っ
た
。
美
は
パ
ワ
ー
だ
な
あ
と

感
じ
た
。

　

実
力
の
あ
る
女
性
教
師
の
「
美

人
」
は
、
モ
デ
ル
の
「
美
人
」
と

は
少
し
違
う
。
向
山
洋
一
氏
は
、

実
力
の
あ
る
女
性
教
師
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

素
直
だ
か
ら
こ
そ
、「
い
い
も

の
は
学
ぼ
う
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
い
い
も
の
を
学
べ
ば
、

知
性
的
に
な
り
生
き
生
き
と
す

る
。
知
的
で
生
き
生
き
と
し
て

人
柄
が
よ
け
れ
ば
、
美
し
く
見

え
る
。（
向
山
洋
一
「
編
集
前

記
」『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』�

Ｎ
ｏ
．
１
５
９　

一
九
九
七
年

九
月　

明
治
図
書
）

　

素
敵
な
女
性
教
師
は
褒
め
上
手

だ
。

「
と
っ
て
も
い
い
わ
！
」

「
そ
れ
、
い
い
わ
ね
え
ー
！
」

　

褒
め
て
も
ら
っ
て
ど
れ
ほ
ど
励

ま
さ
れ
た
か
分
か
ら
な
い
。

二
　
時
間
を
大
切
に
す
る

　

時
間
は
有
限
。
だ
か
ら
こ
そ
、

目
の
前
の
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
味

わ
い
た
い
。
家
事
の
時
短
は
、
最

先
端
ロ
ボ
ッ
ト
に
助
け
て
も
ら
う
。

　

現
在
の
お
気
に
入
り
の
家
電

ト
ッ
プ
５
は
こ
ち
ら
。

１�　

お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
「
ル
ン

バ
」（
掃
き
掃
除
）

２�　

お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
「
ブ

ラ
ー
バ
ジ
ェ
ッ
ト
」（
拭
き

掃
除
）

３�　

お
料
理
ロ
ボ
ッ
ト
「
ホ
ッ

ト
ク
ッ
ク
」（
大
と
小
）

４　

ダ
イ
ソ
ン
ド
ラ
イ
ヤ
ー

５　

A
pple W

atch

　

使
う
た
び
に
、
発
明
し
た
方
へ

の
感
謝
の
念
が
込
み
上
げ
て
く
る
。

三
　
心
と
体
の
健
康
を
大
切
に
す
る

　

女
性
教
師
で
は
な
い
の
だ
が
、

ぜ
ひ
、
こ
の
先
生
の
こ
と
を
書
か

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

大
変
そ
う
な
こ
と
を
楽
々
と

や
っ
て
し
ま
う
人
に
魅
力
を
感
じ

る
。
先
日
、
日
韓
教
育
交
流
会
に

参
加
し
、
す
ば
ら
し
い
先
生
と
再

会
し
た
。

　

韓
氏
だ
。

　

向
山
氏
の
『
授
業
の
腕
を
あ
げ

る
法
則
』（
明
治
図
書
）
を
韓
国

語
に
翻
訳
さ
れ
、
韓
国
の
多
く
の

先
生
に
広
め
て
い
る
。

　

九
四
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
声

に
力
が
あ
り
、
知
的
で
情
熱
的
な

先
生
だ
。
交
流
会
の
会
場
を
、
み

ん
な
を
先
導
し
て
ス
タ
ス
タ
と
歩

い
て
お
ら
れ
た
。
階
段
の
上
り
下

り
も
軽
快
だ
っ
た
。

　

私
も
昨
年
か
ら
サ
ー
ク
ル
仲
間

と
朝
の
運
動
（
柔
軟
と
筋
ト
レ
）

を
始
め
た
。
一
回
も
で
き
な
か
っ

た
腕
立
て
伏
せ
も
、
今
で
は
一
〇

回
以
上
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

心
も
体
も
鍛
え
、
韓
氏
の
よ
う

に
、
い
つ
ま
で
も
情
熱
を
も
っ
て

働
き
た
い
。

女性教師の fabulous school life

実力ある女性教師が輝く秘密
①　いいものを素直に学ぶ 

②　時間を大切にする 
③　心と体の健康を大切にする

学校生活を彩る文具・通勤スタイル・etc.
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く
し
ろ
子
ど
も
未
来
塾

１「
く
し
ろ
子
ど
も
未
来
塾
」
は
、
釧

路
地
域
の
子
供
た
ち
が
明
る
く
元
気

に
育
ち
、
大
き
な
夢
と
希
望
に
満
ち

た
生
活
を
送
る
手
伝
い
を
し
た
い
と

い
う
願
い
か
ら
発
足
し
た
。

　

一
言
で
言
う
な
ら
ば
「
習
い
事
の

デ
パ
ー
ト
」
だ
。
二
〇
一
二
年
の
開

始
以
来
、
約
一
万
名
の
子
供
が
参
加

し
て
い
る
（
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
）。

　

こ
の
「
く
し
ろ
子
ど
も
未
来
塾
」

に
、
T
O
S
S
千
里
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

教
育
エ
ト
セ
ト
ラ
）
の
皆
さ
ん
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
毎
月
一
回
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
。
中
心

に
な
っ
て
い
る
の
が
、
山
本
真
吾
氏

一
〇
年
間
以
上
道
南
で
実
施
し
て
い

る
の
が
、
渡
邊
俊
郎
氏
だ
。
桜
の
種

類
や
花
び
ら
に
つ
い
て
の
知
識
を
学

び
、
実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

し
て
観
察
す
る
。
参
加
し
た
子
供
た

ち
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
桜
の
こ
と
が

学
べ
て
楽
し
か
っ
た
！
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
る
。
渡
邊
氏
は
「
自
分
た

ち
の
ま
ち
の
桜
が
紹
介
で
き
る
よ
う

に
な
り
、郷
土
愛
を
も
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

地
域
に
貢
献
す
る
教
師

３
　

今
後
も
T
O
S
S
北
海
道
は
、
地

域
の
方
々
と
協
働
し
、「
観
光
」「
福

祉
」「
郵
便
」「
防
災
」「
医
療
」「
ま

ち
づ
く
り
」
な
ど
、「
教
師
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
」
を
探
し
て
活
動

し
て
い
く
。

だ
。「
基
礎
学
習
」「
漢
字
力
チ
ェ
ッ

ク
」「
跳
び
箱
・
鉄
棒
」「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
」
の
講
座
を
担
当
し
、
釧
路

の
子
供
た
ち
が
「
楽
し
い
！
」「
で

き
た
！
」
を
実
感
で
き
る
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。

「
ペ
ー
パ
ー
チ
ャ
レ
ラ
ン
」「
く
る

り
ん
ベ
ル
ト
」「
T
O
S
S
キ
ッ
ズ

教
材
」「
ど
こ
ど
こ
」
な
ど
の

T
O
S
S
教
材
を
駆
使
し
な
が
ら
、

子
供
た
ち
を
た
く
さ
ん
褒
め
る
講
座

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

函
館
子
ど
も
さ
く
ら
検
定

２
　

向
山
洋
一
氏
が
二
〇
〇
八
年
に
松

前
町
で
「
さ
く
ら
検
定
」
を
提
案
さ

れ
た
。
こ
の
「
さ
く
ら
検
定
」
を
、

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

社会貢献活動への取り組み

地
域
に
飛
び
出
し
、
貢
献
す
る

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
北
海
道
の
教
師
た
ち

コ
ロ
ナ
禍
に
も
負
け
ず
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
子
供
た
ち
に
「
楽
し
い
！
」
を

保
障
す
る
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

塩し
お

谷や

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
北
見
市
立
三
輪
小
学
校

教育コミュニティWEB　１月号　■CONTENTS■
【連載】
１．TOSS キッズスクール日記……下川善史
２．学校でのビジネスマナー……師尾喜代子
３．子ども観光大使活動報告……松本勝男
４．ＮＰＯ TOSS予定表（主なセミナーなど）
【特別コンテンツ】
●2025年もはじまりはTOSS冬合宿から!
TOSSの2大イベントの1つTOSS冬合宿2025について、お申
し込み方法などをご案内します!

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

「終了！」と言っても書き続ける「ハッピーレター」の広め方
時間をかけすぎずに無理なく継続できる「１週間の流れ」。

大阪府私立アサンプション国際小学校 鶴
つる

田
た

裕
ゆう

一
いち

【
伝
え
る
こ
と
】

「
班
の
人
た
ち
の
素
敵
な
と
こ
ろ
を
紙

に
書
き
ま
す
。
書
け
た
人
は
、
班
以
外

も
書
い
て
い
い
よ
」

　

子
供
た
ち
が
、
書
き
始
め
る
時
に
次

の
こ
と
も
伝
え
る
。

①
「
も
ら
っ
た
ら
、
返
事
と
し
て
そ
の

子
の
よ
い
と
こ
ろ
を
書
い
て
渡
し
て

ね
」（
大
阪
府
本
吉
氏
の
追
試
）

②
「
一
枚
目
書
け
た
ら
持
っ
て
き
て
ね
」

（
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
と
褒
め
る
た
め
）

【
一
週
間
の
流
れ
】

　

毎
日
書
く
の
は
大
変
な
の
で
、
次
の

流
れ
で
一
週
間
、
実
践
し
た
。

①
月
曜
か
ら
木
曜
の
帰
り
の
会

・
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
の
項
目
を
ク
リ
ッ

ク
の
み
（
班
の
子
た
ち
の
良
い
と
こ
ろ

を
一
つ
選
び
、
終
わ
れ
ば
他
の
子
の
も
）

※
全
員
同
じ
項
目
で
、
一
番
下
の
項
目

だ
け
、
学
期
で
頑
張
り
た
い
こ
と
を

自
分
で
決
め
さ
せ
た
。

　

飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
と
し
て
は
、
朝

に
「
今
日
は
、
男
子
は
女
子
、
女
子
は

男
子
に
ね
」
と
伝
え
る
。
班
以
外
の
子

の
時
も
あ
る
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
ム
の
統

計
や
、
ハ
ッ
ピ
ー
レ
タ
ー
の
紹
介
も

行
っ
て
い
る
。

②
金
曜
の
帰
り
の
会

・
ハ
ッ
ピ
ー
レ
タ
ー
の
記
入
交
換

　
（
一
〇
分
）

【
始
め
た
経
緯
】

　

二
学
期
後
半
の
あ
る
日
、「
先
生
、

Ａ
さ
ん
が
音
楽
の
時
、
う
る
さ
か
っ

た
！
」
と
い
う
声
を
聞
い
た
。

　

Ａ
さ
ん
を
叱
ら
ず
に
改
善
さ
せ
る
方

法
は
な
い
か
と
考
え
た
時
、
ハ
ッ
ピ
ー

レ
タ
ー
が
思
い
浮
か
ん
だ
。
こ
れ
な
ら
、

他
の
子
の
気
持
ち
に
気
付
け
る
よ
う
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
、
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー

ム
の
①
作
り
方
②
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫

③
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
へ
の
貼
り
付
け
方
、

④
五
年
生
Ａ
さ
ん
の
三
回
目
以
降
の
変

化
を
詳
細
に
載
せ
て
い
る
。

谷編集長の評定

楽しい工夫。これがずっと続いて強制力を伴うようになると逆に効果は疑問だが、こう
したワンポイントの使い方ならありえる。教師がこうして「仕組む」こともあってよいが、
本質は「自然に発生した姿」をとらえて取り上げ、価値付けて描写することである。

A
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向
山
日
記

十
月
一
日
㈫	

富
山
教
師
サ
ー
ク

ル
の
機
関
誌
「
富
山
教
師
」
を

読
む
。
長
く
続
い
て
い
る
機
関

誌
で
、
中
身
も
び
っ
し
り
詰

ま
っ
て
い
る
。

十
月
四
日
㈮	
処
方
箋
の
薬
を
待

つ
間
「
亀
七
」
寿
司
で
向
山
塾

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
読
む
。
た
く

さ
ん
の
感
想
を
あ
り
が
と
う
。

十
月
六
日
㈰	

テ
レ
ビ
で
将
棋
観

戦
。
竜
王
戦
第
一
局
、
伊
藤
匠

Ｖ
Ｓ
藤
井
聡
太
。

十
月
七
日
㈪	

夕
方
か
ら
向
山
塾

わ
い
わ
い
に
参
加
す
る
た
め
に

ア
ネ
ッ
ク
ス
へ
。
ト
ー
ク
ラ
イ

ン
の
日
記
の
原
稿
書
き
。
レ

ポ
ー
ト
提
出
も
立
派
だ
。

十
月
十
日
㈭	

夕
方
か
ら
ア
ネ
ッ

ク
ス
で
中
央
事
務
局
会
議
に
出

席
。
全
国
か
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
五
〇
名
を
超
え
る
参
加
。
懇

親
会
は
「
木
曽
路
」。

十
月
十
二
日
㈯	

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

で
開
催
さ
れ
た
大
阪
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ン
ポ
と
国
語
セ
ミ
ナ
ー

で
挨
拶
。

十
月
十
四
日
㈪	

夕
方
か
ら
、

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
編
集
会
議
に
出

席
。
懇
親
会
は
「
木
曽
路
」。

十
月
十
五
日
㈫	

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
林
健

広
先
生
の
ダ
イ
ア
リ
ー
を
読
ん

で
、
五
〇
年
前
の
研
究
者
を
思

い
出
し
た
。

十
月
十
六
日
㈬	

青
年
事
務
局
会

議
に
出
席
。

十
月
二
一
日
㈪	

「
教
育
新
宝
島
」

を
読
む
。面
白
か
っ
た
。良
か
っ

た
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

-

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
先

生
方
の
日
韓
教
育
交
流
の
報
告

を
読
ん
だ
。
授
業
も
講
演
も
す

ば
ら
し
か
っ
た
よ
う
だ
ね
。
何

よ
り
韓
先
生
の
お
元
気
な
姿
が

う
れ
し
か
っ
た
。

十
月
二
二
日
㈫	

読
売
新
聞
の
記

事
を
読
み
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
発
信
。

極
め
て
重
要
。議
論
し
て
ほ
し
い
。

十
月
二
八
日
㈪	

今
月
の
三
人
会
。

板
倉
、
師
尾
と
。
場
所
は
い
つ

も
の
浅
草
「
み
よ
し
」。

谷
日
記

十
月
一
日
㈫	

向
山
洋
一
教
育
賞

最
終
選
考
会
議
Z
o
o
m
に
て

明
石
要
一
、
堀
田
龍
也
、
向
山

行
雄
、ア
ニ
ャ
ン
ゴ
の
各
氏
と
谷
。

十
月
二
日
㈬	

小
平
第
一
小
へ
。

十
月
三
日
㈭	

福
井
へ
移
動
。
電

中
研
の
朝
野
賢
司
氏
と
前
夜
祭
。

朝
野
氏
の
話
は
刺
激
的
。

十
月
四
日
㈮	

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ

ナ
ー
と
社
会
セ
ミ
ナ
ー
を
福
井

で
開
催
。
懇
親
会
後
名
古
屋
へ
。

十
月
六
日
㈰	

愛
知
谷
ク
リ
ニ
ッ

ク
セ
ミ
ナ
ー
。
懇
親
会
。
帰
宅
。

十
月
七
日
㈪	

向
山
塾
わ
い
わ
い
。

レ
ポ
ー
ト
の
質
が
高
い
。
こ
こ

に
立
候
補
す
る
人
は
み
ん
な
伸

び
て
い
る
と
思
え
る
。

十
月
八
日
㈫	

デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
。

十
月
九
日
㈬	

サ
ー
ク
ル
和
。

十
月
十
日
㈭	

T
O
S
S
企
画
推

進
会
議
と
中
央
事
務
局
会
議
。

ど
ち
ら
も
三
〇
分
キ
ッ
カ
リ
。

中
央
の
提
案
文
書
は
五
〇
以
上
。

洋
一
先
生
、
行
雄
先
生
、
メ
ン

バ
ー
で
懇
親
会
。
二
次
会
ま
で
。

向山・谷日記
2024年10月

十
月
十
一
日
㈮	

柏
崎
刈
羽
原
子

力
発
電
所
の
視
察
。
日
帰
り
だ

が
非
常
に
学
び
が
大
き
か
っ
た
。

や
は
り
実
際
に
現
地
で
見
て
、

話
を
聞
く
こ
と
が
大
切
だ
。
原

発
は
国
家
的
に
避
け
て
通
れ
な

い
テ
ー
マ
。
各
地
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
の
果
敢
な
授

業
提
案
を
強
く
望
み
た
い
。

十
月
十
二
日
㈯	

エ
ネ
ル
ギ
ー
、

国
語
セ
ミ
ナ
ー
大
阪
。
国
語
で

はChatGPT

で
話
す
聞
く
ス
キ

ル
を
実
演
。
関
西
の
仲
間
た
ち

も
本
当
に
よ
く
動
い
て
く
れ
る
。

十
月
十
四
日
㈪	

S
D
G
s
セ
ミ

ナ
ー
に
動
画
出
演
。
夜
は
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
編
集
会
議
。
長
期
的

な
見
通
し
を
提
案
し
た
。

十
月
十
五
日
㈫	

熊
谷
で
執
行
部
。

十
月
二
十
日
㈰	

韓
国
教
育
フ
ェ

ス
に
T
O
S
S
と
し
て
参
加
。

長
谷
川
氏
の
提
案
授
業
が
好
評
。

韓
先
生
と
再
会
し
、
教
育
技
術

の
重
要
性
に
つ
い
て
熱
く
語
り

合
う
こ
と
が
で
き
た
。（
以
下
略
）
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

向山洋一の
言葉から学ぶ教育実践１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

『教育トークライン』２月号
予告　１月15日発行

一年間の「学習まとめ」を効果的に特集

谷　和樹　　石坂　陽　渡辺大祐　松島博昭
林　健広　　上木信弘　吉原尚寛　勇　　眞
塩谷直大　　師尾喜代子

編
集
後
記

▼
向
山
氏
の
「
海
外
と
の
交
流
」。
十
月
に
私

も
韓
国
で
韓
先
生
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
教
育
を
韓
国
に
広

め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
Ｌ
Ｄ
教
育
を
行
う
ボ
ス
ト
ン
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
。
校
長
の
ロ
ブ
氏
に
よ
れ
ば
、

そ
の
理
念
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
似
て
い
る
そ
う
で
す
。

海
外
に
行
く
と
改
め
て
向
山
先
生
の
す
ば
ら
し

さ
を
認
識
し
ま
す
。（
手
塚
）

▼
「
ど
の
子
も
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」こ
の
一
言
は「
発
達
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
」

も
含
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
「
知
的
な
こ

と
が
大
好
き
な
子
供
た
ち
」
も
含
ま
れ
ま
す
。

教
室
は
そ
の
よ
う
な
全
て
の
子
供
た
ち
の
た
め

に
あ
り
ま
す
。
ど
の
子
も
「
安
心
し
て
」「
楽

し
く
」「
知
的
」
に
過
ご
せ
る
工
夫
が
で
き
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
本
号
の
工
夫
を
ぜ
ひ
教
室
で

実
践
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。（
小
嶋
）

▼
巻
頭
論
文
で
生
成
Ａ
Ⅰ
が
音
声
の
や
り
取
り

を
で
き
る
こ
と
を
知
り
、
驚
愕
で
し
た
。
木
谷

氏
の
話
す
聞
く
ス
キ
ル
の
Ｄ
表
検
定
へ
の
挑
戦

で
練
習
百
回
。
五
〇
回
で
発
問
指
示
が
自
然
に

出
せ
、
七
〇
回
で
子
役
の
表
情
が
見
え
、
そ
し

て
型
が
身
に
付
い
た
頃
に
口
癖
「
え
ー
」
が
出

な
く
な
っ
た
こ
と
。
更
に
そ
の
型
を
音
楽
指
導

に
も
転
用
で
き
た
こ
と
に
感
動
で
す
。（
板
倉
）

教育トークライン：第577号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、長谷川博之（副編集長）、
　　　手塚美和、小嶋悠紀、松島博昭、塩谷直大
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話 ：03-3787-6564　
FAX ：03-5702-2384
印刷所：株式会社　光陽メディア
編集協力：株式会社　友人社
DTP：株式会社　明昌堂

高学年への指導法高学年への指導法 人生のターニングポイント人生のターニングポイント

Digital Talkline

ID：TL1 パスワード：f5r6qs
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〒162-0833  東京都新宿区箪笥町31番　箪笥町SKビル3F
TEL：03-5227-1266 FAX：03-5227-1267
E-mail：info@gakugeimirai.jp　HP：https://www.gakugeimirai.jp/

株式会社 学芸みらい社1月 新刊のご案内

新刊

※定価はすべて税込表示です。

新シリーズ「若い先生のパートナーズブック」　第１弾／４冊、一挙刊行

向山洋一先生のロングセラー教育新書全19巻、「授業の腕が上がる新法則
シリーズ」全13巻をはじめ、すべての新刊・既刊をご購入いただけます。

書籍の詳細情報は弊社オンラインショップでご覧頂けます➡

川
合
賢
典（
編
著
）

最
高
峰
め
ざ
す
授
業

自
分
で
授
業
分
析･

診
断･

改
善
す
る
㊙
ヒ
ン
ト

四
六
判
／
並
製
／
１
１
２
Ｐ
／
１
９
８
０
円

河
田
孝
文（
編
著
）

授
業
中
の
指
名

ど
ん
な
法
則
が
あ
る
か

四
六
判
／
並
製
／
１
０
８
Ｐ
／
１
９
８
０
円

「これわかる人」と挙手を促す先生。元気な子が
「ハイハイ」と手を挙げるが指名されない。「なんで
当ててくれないの!?」から崩れる授業を一挙解決す
る指名のアイデアを、重版続出の人気著者が紹介。

生
井
光
治（
著
）

保
護
者
対
応

信
頼
は
ぐ
く
む
教
師
の「
聞
く
力
」

四
六
判
／
並
製
／
１
０
８
Ｐ
／
１
９
８
０
円

子どものために、保護者と信頼関係を築く秘訣
である「聞く力」を、SNSで7000人以上のファンを
誇る人気著者が解説。「いじめ」など重大事件をは
じめ、保護者対応で「今すべきこと」がわかる１冊。

柳
圭
一（
著
）

子
ど
も
集
団
を
束
ね
る

鉄
板
ス
キ
ル
10

四
六
判
／
並
製
／
１
２
８
Ｐ
／
１
９
８
０
円

学級経営をワンランク上にレベルアップするには
「それなりに授業ができる」だけでは足りない。ベテラ
ン教員が「暗黙知」として身につけている鉄板スキル
を10個に集約。その実践例を学期毎に徹底解説する。

日々の授業を記録し、チェックする教師と、その日ぐら
しの教師では、5年も経つと大きな差が生まれる――。
自分の授業と向き合って「自己像」をチェックし、仕事
と生き方の振り返りを糧にする記録の取り方・使い方。

教室とは、１対30で勝負する空間。
教師は、１人で30人を相手に学びを創る世界に飛び込む。
次世代をエスコートする「教室の責任者」である担任は、
・気力は眼にでる
・教養は声にでる
・秘められた感情は口元にでる

これらをメタ認知できる知識人にして行動人であれ。
その水源地の知恵が凝縮されたのが本シリーズである。

PARTNERS' 
BOOK FOR 
YOUNG 
TEACHERS
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誇る人気著者が解説。「いじめ」など重大事件をは
じめ、保護者対応で「今すべきこと」がわかる１冊。
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学級経営をワンランク上にレベルアップするには
「それなりに授業ができる」だけでは足りない。ベテラ
ン教員が「暗黙知」として身につけている鉄板スキル
を10個に集約。その実践例を学期毎に徹底解説する。

日々の授業を記録し、チェックする教師と、その日ぐら
しの教師では、5年も経つと大きな差が生まれる――。
自分の授業と向き合って「自己像」をチェックし、仕事
と生き方の振り返りを糧にする記録の取り方・使い方。

教室とは、１対30で勝負する空間。
教師は、１人で30人を相手に学びを創る世界に飛び込む。
次世代をエスコートする「教室の責任者」である担任は、
・気力は眼にでる
・教養は声にでる
・秘められた感情は口元にでる

これらをメタ認知できる知識人にして行動人であれ。
その水源地の知恵が凝縮されたのが本シリーズである。
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